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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『私は現在行われているホリーチェストの総合ガイドを務めるスプラッチです。スプラッチとは森に住んでる妖精スプライトのことなんですよ。ユーロランドの人気マスコットキャラクターです。えっと……履り歴れきの確認でしょうか？』

　モニターに映るスプラッチが言った。

『それでは、防衛システムの情報データバンクから今日の出来事の履歴を引きだします。個人的な感想も含めて説明しちゃいますね』







　am 11:00頃　クーデター発生




『クーデターはこのユーロランドが発端です。ミズホを中心とした約二十名の天使が寝返り、天使の姫君とユーロランドの入場客を人質に取りました。クーデターサイドの要求は現在の天使システムの改変であり、すでに東京都内で代表者同士の交渉が行われています。ミズホの行動は、交渉で譲じよう歩ほを迫るためだと思われています』







　am 11:10　ホリーチェスト作動




『ホリーチェストとは、以前は天使の研修の最終試練として取り入れられていたものです。アトラクションにチェストという宝箱が設置してあり、アトラクションにちなんだゲームをクリアするとチェストが開きます。そして、クーデターサイドはホリーチェストを作動させ、天使の姫君をチェストに隠かくしたのです。閉園までにチェストを開かねばチェストの中身は破壊されてしまいます。

　クーデターサイドの目的は、正規天使サイドの人員を割くことだと思われます。天使サイドはチェストを開けるためにゲームに参加せざるを得ません。それにより、ユーロランド内の戦いを有利に進められます』







　pm 6:55　チェスト・ラストワン




『ホリーチェストは三人一組で行うゲームでした。正規の天使サイドは犠牲を出しながらも、ラスト一つまでチェスト解かい錠じように成功。しかし、姫君の救出は持ち越されました。つまり、ラストチェストに姫君が入っていることが確定的です』







　pm 8:30　シャットダウン予定




『天使サイドはシャットダウンを八時三十分に予定しております。それはユーロランド内の電源を強制ダウンさせるシステムです。クーデターサイドへの強きよう襲しゆうを決行するにあたり、政府に常に送られているライブ映像が問題になります。トラブルを人間サイドに漏ろう洩えいするわけにはいかないからです。なので、ユーロランド全体の電源を強制的に落とし、ライブ映像もダウンさせるということです。

　しかし、問題もあります。シャットダウンは現在行われているホリーチェストも強制終了させてしまいます。するとチェストの中身が破壊され、現在ゲームを行っているプレイヤーも失敗扱いとなります。つまりプレイヤーも天使の姫君も死んでしまい…………』







　回想ａ







　──八年前・東京




「私たち天使は、世界の秩序を守るために存在するの」

　彼女の微笑ほほえみはとても優やさしく穏おだやかだった。声もテレビで見たどんなアナウンサーよりも心地よく響ひびき、なによりも彼女の周囲の空気がとてもキラキラとしていた。光り輝く物質が周囲を漂ただよっているかのようだった。

「……綺き麗れいな人」

　リサの口から自然に言葉が漏もれた。細い手足に白い肌、栗くり毛げ色いろの髪がカールして腰まで伸びており、さらさらと風に揺れていた。彼女はリサの言葉に気づくと、にこりと微笑んでみせた。

「あなたたちは残念だけどまだ正式な天使じゃないの。私のように天使として働くには、乗り越えねばならない試練が三つあるのよ」

　彼女は細い指を三本立てた。リサがいるのは川沿いの小さな公園の木こ陰かげだった。その周囲にはリサと同じほどの年齢の少女が十人ほど芝生にじっと座っている。公園には子供たちの笑い声とセミの鳴き声が響き、夏の湿った風が吹いていた。

「でも、あなたたちはすでに一つ目の試練をクリアしているわ。そう、トランクから生まれた真っ白な状態から、自ら置かれた状況を学習した。問題を起こさずに生活をし、最終的にトランクを開けた人間──つまり宿主を食べた」

　周囲の少女たちは、どきりとした様子で顔を見合わせている。

「いいのよ、それが正解なの。宿主を食べなきゃ死んじゃうんだからね。それに、食べなくっても宿主の人間は衰すい弱じやくして死んでいくの。どうせ死ぬのだから、悪いことをしたわけじゃないのよ」

　彼女は優しく微笑みかけている。

「それで、三つの試練について説明するわね。あなたたちがクリアした一つ目はプログラムと呼ばれているもの。要するに天使の卵の選別かしら。そして、その次にトライアルと呼ばれるテストがある。最後に研修。研修は実践的でちょっとシビアだけど、私の頃に比べればソフトになったから安心して」

　リサはプログラム後に拉ら致ちされ、こうしてこの公園でトライアルの説明を聞いたのだった。そして、トライアルの内容はこうだった。

「テスト内容は──ただこの東京で平穏に暮らして待機すること。時が来たら他の天使が迎えに来るわ。それまで、楽しく勤勉にこの街で暮らすだけ。シンプルでしょう？」

　彼女の綺き麗れいな笑みを見て、なんだかとても簡単なことのように思えた。単純にこの街で待機するだけのこと。待っていれば天使になれるのだ。

　しかし疑問があった。天使とはなんなのだ？　何故天使にならねばならないのか？　そんな疑問に答えることなく彼女は続けた。

「ただし、問題を起こしちゃ駄だ目め。目立たないように人間と同じように社会生活を送っていかなければいけないの。もしも、なんらかのトラブルを起こしたら、東京に配属されている天使たちがあなたたちを処分しなければいけなくなる。当然、私の担当地区で問題が起こったら、私が処分することになるわ」

　彼女は少しだけ寂しそうに視線を落とした。

「……でも、きっと大丈夫。迎えの天使たちもすぐに来るわ」

　彼女は周囲の少女たちの頭を撫なでながら微笑ほほえんだ。

「もしも、あなたたちが正式な天使となったら、私と一緒に世界の秩序を守るために働きましょうね。つらくて孤独な仕事だけど、そんなに悪くはないの。汚れたゴミを拾って、人間の方々と笑顔を交わせるような綺麗な街を作りましょう。だから、がんばってね。私の可愛かわいい妹たち……」

　彼女はそう言うと、リサたちの前から立ち去っていった。

　それが、現在東京中地区の天使たちを管理する、お姉ねえ様と呼ばれる女性との出会いだった。







　その後、リサは真夏の公園の芝生にぼけっと寝そべり、ただ空を見ていた。夏の雲は大きく形も様々で見ていても飽きなかった。

　他の少女たちは、いつの間にか公園から去っていた。プログラム中に目星をつけていた生活場所などがあったのだろう。

　しかし、リサはどこにも行く当てがなく、夕方まで公園で時間を潰つぶした。また、同じく行く当てのない少女がおり、リサの隣となりで寝そべっていた。

「ねえ、私はリサっていうの。宿主がそう呼んでたから。あなたの名前は？」

　リサは隣に寝ころぶ少女に話しかけた。瘦やせており両目がとても大きく見えた。髪はショートだったが、乱暴に切ったのかぼさぼさに乱れていた。なんだか捨て猫のようだった。

「……なまえ？」

　少女はぽかんとした表情で唇を動かした。その後わかったことだが、彼女はプログラム段階で言語などをほとんど学習していなかったらしい。ただし、それはリサも同じで、テレビを見たおかげで、なんとなく会話を理解できる程度にすぎなかった。

「名前、ないの？」

　リサは少女の泥で汚れた顔を、持っていたティッシュでごしごしと拭ふいてやった。

「じゃあ、私がつけてあげる。えっとねえ……キャサリン？」

　リサは、彼女にテレビアニメのキャラクターの名前をつけてやることにした。

「ねえ、キャサリン、天使ってなんだろうね。なんで天使にならなきゃいけないんだろうね」

　少女は寝そべったまま空を見つめ、リサの言葉に相づちを打っていた。

「でも、説明してくれた人、綺き麗れいな人だったね。天使になったらあんなふうに綺麗になれるんだね……」

　それからふたりの公園での生活が始まったのだが、その生活をひと言で表現すると空費だった。ただぼんやりと時間を消費していた。

　昼間は芝生の上で寝そべり、公園の水を飲み、夜は公園の遊具の中で抱き合って眠った。少女は相変わらず言葉も上手うまく話せず、リサも文字をほとんど読めないままだった。

「……なんか面白い事件があったみたい。写真もいっぱいあってワクワクする感じ。読んであげようか？　……のーはーがーをー……だって。すごいねー」

　リサがゴミ箱から拾った新聞を見ていると、公園を早足で歩いていた女性がぎょっとした表情で立ち止まった。

「あなたたち、まだここにいたの？」

　呆あきれたように言ったのは、トランクを持ったお姉ねえ様だった。

「迎えに来た？」
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　リサはお姉様の腰に抱きついた。彼女の体からは花のようなとてもいい匂においがした。

「トライアルの迎えは私じゃないのよ」

　お姉様は困ったようにリサを抱きしめた。

「私はね、東京のこの地区で働いているの。まだ下っ端なんだけどね」

　お姉様はため息を吐くと、リサとキャサリンを木こ陰かげのベンチに座らせた。

「それにしても、あれから一週間が経たつけどずっとこの公園にいたの？　そんな生活をしていたら警察につかまってトライアルに失敗するわ。他の子は要領よく隠かくれ場所を持っているというのに、あなたたちときたら……」

　お姉様はトランクを木の下に置いてふたりを眺めている。

「私がリサで、こっちがキャサリンよ」

　リサはお姉様に教えてあげた。

「リサはいいけど、キャサリンはやめなさい。名前も社会に紛まぎれるための重要な要素だわ。そうね……ミズホでいいんじゃない」

　お姉様はリサの握っていたティッシュを見ながら言った。

「ミズホ？」

「そのティッシュの広告に書いてある銀行の名前よ。文字ぐらい読めないとね」

　お姉様は真っ白いレースのハンカチでミズホの汚れた顔を拭ふいている。

「銀行ってなに？」

「銀行っていうのはね、お金を預けるところ」

「お金って？」

「お金は重要よ。社会生活をするには欠かせないの。食べ物だって盗んじゃ駄だ目め。お金を出して買わなきゃいけないの」

　深刻そうに言うお姉様の横で、リサはぽかんとしていた。

「もしかして何も食べてないの？　食欲がなくても何か食べなきゃ駄目じゃない。体を維持するには、人間と同じようにご飯を食べなきゃいけないの」

　リサはお姉様の厳しい表情を見てシュンとうつむいた。

「怒ってるわけじゃないの。あなたたちのために言ってるの。もう、困ったなあ。本当は手助けしちゃいけないんだけど……」

　お姉様はポーチから折りたたまれた紙幣を取りだしリサに握らせた。

「これで食べ物を買うのよ。公園の外にあるセブン‐イレブンに行って、レタスの入ったサラダとパックの牛乳を買うの」

「セブン‐イレブンでレタスのサラダとパックと牛乳？」

「ファストフードは駄目だからね。ジャンクフードばっかり食べると醜みにくく太ることになるわ。私みたいなスタイルになりたかったら食事は重要よ。それに、お肉は食べちゃいけない。私たちは、できる限り生き物の命を奪っちゃいけないの。ついでにそんな破は廉れん恥ちなスポーツ新聞なんか読まないで、日本経済新聞とニューズウィークを買いなさい」

　リサは握っていた新聞を見て首を傾かしげた。

「なんて書いてあるの？　女の人の裸がある」

「錦きん糸し町ちようエリア……マッサージ……大二枚ぽっきり……」

　お姉ねえ様はハァとため息を吐くと、リサからスポーツ新聞を奪い取りゴミ箱に捨てた。

　リサがテストをクリアできたのは運が良かったのかもしれない。しばらく過ごした公園がたまたま人ひと気けが少なかったことと、公園のある地区で働いていたお姉様に助けてもらったこと。

　その後、彼女から天使についての説明も聞いた。人間社会の中では、悪あく魔ま憑つきだとか多重人格として処理をされている症状であると。

　そんなことが起こり始めたのはこのときからさらに数年さかのぼる。元々少女に感染するものではなく、年齢も性別もバラバラだったようだ。

　感染者はしばらく深い眠りにつく。そして目覚めたとき、それまでの記憶はすべて消えている。目覚めてしばらくはおとなしくしているが、徐々に凶暴化する。人間を殺し食うようになるのだ。そんな行為を人間は悪魔憑きという言葉で処理をした。

　この世界の全ての生命は生き残るために最大限の努力をしている。自らの種を世界に残すためだ。いや、生命だけではなく形のない文化や言葉のようなものでさえ、形を変えつつも生き残りの努力をしている。世界に存在する全てのデータはそんな生存競争を勝ち抜いてきた。そして、天使と呼ばれる要素も同じく。

　天使と呼ばれる生命データは、生き残るために努力をした。そして、生き残るために最善なのは少女に感染することだと判断したのだ。

　その後、徐々に感染の症状は一極化していき現在の状況に至る。

「こうして天使と人間が協調しているのは日本だけ。欧州の先進国は天使たちとの対決を選び、その他の国は野放し。アメリカなんかは兵器利用するために研究しているらしいわ。私たちは日本で誕たん生じようして運が良かったの。だから、人間との関係を良好に保つ努力をしなきゃいけない」

　お姉様はいつも忙しそうだった。天使の仕事はいろいろあるらしかった。

　一方、リサの人間社会での生活は緩ゆるやかに続いていた。

　夏が終わり、公園が赤く色づき始めてもトライアルが終わることはなかった。

　リサは相変わらず読み書きはできず、ミズホは会話も満足にこなせないままだった。人間社会の夏休みが終わったので、夕方までは人気のない場所で隠かくれるようにして過ごした。午前中に公園でぼんやりと座っていたら、警察官に職しよく務む質問を受けてしまったことがあったのだ。さすがに危機を感じたが、警察官は何故か何も聞かずに立ち去ってしまった。

　それは、隣となりに座っていたミズホの能力だったのだろう。天使たちに教わる前から、テンプテーション能力を開花させていた。そんな基礎能力の高さを持っていたのだ。

　リサはミズホと一緒に過ごし、休日は大きな公園で開催されるフリーマーケットに混じって、集めた綺き麗れいな石などを売ったりして過ごした。お金があると社会生活も送りやすいと気づいたからだった。

「世の中お金だよ」

　リサはしたり顔でうなずき、手作りアクセサリーを売る女子大生の横で綺麗な石を並べた。しかし、どんなに綺麗な石でも買う人は現れず、リサがお金を稼かせげることはなかった。そのときこそ隣となりのミズホが人間たちに能力を使ってくれればよかったのだが、彼女はリサの隣でぼんやりと座っている程度だった。ただ、あの年齢の少女ふたりがフリーマーケットに参加をして、なんのおとがめもなかったところを考えると、リサの気づかないところで能力を使っていたのかもしれない。

　何もない暮らしだったが、振り返ればあのときが一番充実していたかもしれないと思う。晴れた日は日光浴をし、雨が降ればふたりで裸になって体を洗った。あまり長く同じ公園にいると目立つので、公園を転々と移動した。公園に住み着いていた野良犬と仲良くなったり、夜は一緒に身を寄せ合って眠ったりした。

　ただ、リサはできるだけ最初の公園にいるようにしていた。理由はお姉ねえ様の存在だった。その公園にいると、たまに彼女が様子を見に来てくれるのだ。相変わらずお姉様は清潔な格好をしており、お金と食べ物を渡してくれた。

「テストを受けた女の子たちは、トラブルを起こしてずいぶん減っちゃったらしいわ」

　いつも笑みを浮かべているお姉様が寂しげにつぶやいた。

「それより、女の子ってパンツをどれくらいで洗うんだろう」

　リサはスカートをめくって首を傾かしげた。

「パンツは毎日洗いなさい。ご飯は食べてる？　カロリーを取らないと動けなくなるからね。あと、もうそろそろ別のものを食べないといけない……」

　そのときは、別のものが何かはわからなかった。

　リサはお姉様との別れ際に、天使とはなんであるか聞いてみたことがある。

「人間の世界に笑顔と喜びをもたらす存在、かな」

　彼女はそう答えていた。
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　pm 8:20




『私たちはお客様に笑顔と喜びをもたらす存在でありたいのです』

　ユーロランドに設置された大画面からミズホが語りかけていた。園内には、入場客のために沢たく山さんのモニターが配置されているのだが、それら全てにミズホの胸から上半身バストシヨツトが映っている。

「リサ、わかっているわね」

　目の前ではお姉ねえ様がリサに視線を向けている。

「あ、はい。お任せください」

　モニターに映るスプラッチから履り歴れきを聞いていたリサは、膝ひざを曲げて返事した。

「あのような卑いやしいバグは必ず排はい除じよしなければいけない。低次の魂たましいという卑ひ金きん属ぞくを、浄じよう化かされた安らぎの魂という金に転てん換かんするのが私たちの天命よ」

　お姉様はミズホの映るモニターを苦々しい表情で見ていたが、背を向け離れていく。

「ねえ、本当にシャットダウンをするの？」

　お姉様が離れていったのを確認してから、ジェシカはリサに駆け寄った。

「当然です。スケジュールは変更できません。八時半の花火と共にシャットダウンを行い、同時に中央広場に突入です」

「でも、まだラストチェストが開いていないのに」

「続行ですよ。目標は防衛システムの奪だつ還かんとミズホの処分です」

　リサは冷たく言い放つ。湾岸のレジャー施設、ユーロランド内で起こったクーデターは最終局面を迎えていた。

　クーデターサイドはユーロランドの開園から約一時間後に、中央広場の防衛システムを確保すると共に入場客を天使の能力によって操作をし人質に取った。同時に東京で天使とクーデターサイドとの代表交渉が行われているが、そのタイムリミットはユーロランド閉園の午後十時まで。閉園以降も入場客を外に出さなかった場合、人間たちに天使のトラブルが漏ろう洩えいしてしまうからだ。

　また、クーデターサイドは防衛システムを奪うと共に、ユーロランドで守られていた天使の姫君をホリーチェストの箱の中に入れた。

　ホリーチェストとは、以前天使の最終試練に使われていたシステムだ。レジャーランド内のアトラクションに乗り、それを利用したゲームを行う。成功すればそのアトラクションに設置されたチェストが開くのだ。しかし、タイムリミットまでにチェストを開かなければ、中に入っていたものは破壊される。つまり姫は死ぬ。そのためユーロランドの天使たちは姫救出に人員を割かざるをえず、クーデター鎮ちん圧あつは難なん航こうしていた。

　今回設定されたホリーチェストのタイムリミットは閉園の十時だったが、タイムリミットが早まる可能性があった。それはユーロランドのシャットダウンだ。すべての電源を強制的にダウンさせるのだ。すると、副次的にライブカメラの電源も落ち、派手な交戦が政府に漏もれることはなくなる。

　ただし、シャットダウンの代だい償しようとして、現在行われているホリーチェストは強制終了となってしまう。チェストの中身は破壊され、天使の姫君も失われることとなる。また、現在チェスト解かい錠じようを行っているプレイヤーも同様に死亡してしまうのだ。そうしてまでもシャットダウンを敢かん行こうすることは、クーデターの殲せん滅めつが最さい優ゆう先せん事項であるからだ。

　ジェシカの胸がちくちくと痛んだ。クーデターとの対決よりも、もっと憂ゆう慮りよするべきことが彼女には存在した。

「……あと十分しかないのに」

　ジェシカは焦じれながらユーロランドのシンボルであるユーロキャッスルを見た。あの中で最後のゲームが行われていた。遼りよう一いちや奈な々ななど、プレイヤー九人が最後のチェスト解錠に尽力している。──が、依い然ぜんチェスト解錠の報告はない。

「シャットダウンによる電源ダウンは、八時三十分からの約十分間です。それまでに全てを終わらせる必要があります。防衛システムの奪だつ還かんが最優先であり、続いてミズホの処理です」

　リサが周囲の天使に声をかけている。

　天使の巣そう窟くつと化しているユーロランドは、政府からマークされている。そのため、ユーロランドに数十カ所ライブカメラを設置し、随ずい時じ情報を送り監視しているのだ。そしてライブカメラのスイッチはユーロランド内にないため、天使たちが勝手に回線を切ることはできない。

　それらの理由から、ライブカメラもろともユーロランドごと電源を落とす選択をしたのだ。クーデターサイドとの激しい最終決戦は、そのライブ映像が止まる十分間で終わらせなくてはならない。でなくては、人間社会にトラブルが漏ろう洩えいし、天使たちの立場が悪化してしまう。それは、現在の天使たちにとって、天使の姫君を失うことよりも悪あく影えい響きようを及ぼす。

『ユーロランドはこの夏休み期間中に数日の改装期間を設けるかもしれません。しかし、私たちは新しくなったユーロランドでお待ちしております。くすんだ設備は色を塗り直し、錆さびたネジは外し汚れたゴミも排はい除じよし、カップケーキと揶や揄ゆされるような高い壁は取り払い、新しいユーロランドとして生まれ変わります』

　画面の向こうで、ミズホは少女の手を握りながら告知を続けている。

　現在ミズホは、自らのテンプテーション能力でマーキングした入場客を盾に、中央広場に引きこもっている。人数は約五百人強。マーキングした人間は、その天使の匂においのようなものがついてしまうため、目視ではなくレーダーのような能力を頼りに戦う天使たちは混乱してしまうのだ。そのため、未いまだ攻めあぐねている。

　しかし、シャットダウンすれば強引に突入することになり、激しい交戦が行われ人間たちにも被害が出るだろう。

　それでも、天使たちにとってはクーデター鎮ちん圧あつのほうが優ゆう先せんされるのだ。

　ジェシカは苦々しい思いで画面を見つめた。ミズホが手を握っている少女にも気づいていた。彼女は遼りよう一いちの友人の美み穂ほだ。中央広場では音楽に合わせて踊る着ぐるみや子供たちの姿があり、そんな楽しげな演出のひとつだろうが、奈な々なと遼一の知人をそばに置いているのは、何か別の思惑もあるような気がして少しだけ気になった。

　ユーロランドの敷地内では現在、電飾をまとったパレードが行われていた。しかし、クーデターサイドに奪われ中央広場にいる入場客以外は、全て東京の天使が確保している。ランド内で笑顔を浮かべている人間たちは、ライブカメラ対策であり、彼らも天使たちのテンプテーション能力で操られているのだ。パレードを純粋に楽しんでいる人間は存在しない。

　本来なら安全確保をした入場客は外に避ひ難なんさせるべきだが、人間たちは天使の武器として利用されている。天使たちを守る盾として、一万人以上の人間が天使に操られているのだ。水路を挟み中央広場をずらっと囲む人間の壁がそうだ。

　東京の天使たちがマーキングした人間たちは、壁でもあり高い塔だった。伝染病のはびこる下界から身を守るために高い塔を造ったように、現在の東京の天使たちも自らを守るために大量の人間を周囲に立たせている。敵への牽けん制せいと共に自己の保身の光景だった。

　とにかく天使とバグの戦いは最終局面を迎えた。シャットダウンまであと十分を切っている。

「これはいい機会だわ。天使たちの枠組みの汚れたゴミを排はい除じよする大掃除よ」

　突入を待つランドの天使たちに、お姉ねえ様が声をかけている。

「そして、たとえ天使の姫君が死に、その事実が人間側に漏もれようとも、そのときこそ天使と人間が真の関係を築く始まりになる。人間に媚こびる時代は終わり、お互いに牙きばを向けあう真の共存関係が始まる」

　ジェシカはお姉様を横目に、そっと持ち場を離れた。横には巨大なキャッスルがそびえ立っており、カラフルなライトで彩られていた。

　奈々たちは一時間前にはキャッスルに入っているが、未いまだに出てこない。

　──一時間も奈々たちはキャッスルの中で何をしている？
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　──ジェシカが焦じれていたその約四十分前、キャッスルの中で遼一は呆ぼう然ぜんとしていた。

　暗い空間には泣き声だけが響ひびいている。

　遼一は胸の中で泣きじゃくる摩ま耶やを支えながら硬こう直ちよくしていた。

　ここはユーロキャッスルの中だ。普段は探検ツアーなどがあるアトラクションの城。しかし、現在はラストチェストの設置された最後のゲームの場所となっている。

　遼りよう一いちは、奈な々なとキサラギと共にキャッスルのチェストを目指していたのだが、予想外のことが起こってしまったのだ。

「摩ま耶や、泣き止んで。泣いていても仕方ないわ」

　隣となりに立つ奈々が言う。摩耶は奈々のクラスメイトであり、遼一にとっても学校の後こう輩はいで同好会のメンバーであった。しかし、このゲームの中では、摩耶は遼一たちの敵だった。残ざん酷こくなゲームのルールは、人間を敵として配置したことになる。

「どうすればいいんだ、どうすれば……」

　遼一は、ただ愕がく然ぜんとつぶやいた。

「とにかく話し合う必要がある。あなたたちも隠かくれてないで出てきてほしい」

　キサラギが周囲に視線を向け口を開いた。キャッスル内に配置された柱の陰かげに隠かくれ、こちらの様子を窺うかがう人影がいくつもある。ここにいるのは摩耶だけではないのだ。

　だが、キサラギに応こたえる人間はいない。人々は警けい戒かいしている。こちらがどんな立場なのか判断をしかねている。

「時間がない、覚悟を決めるしかない」

　焦じれたキサラギが奈々を見た。

「確かに時間はないけど……」

　奈々も困惑している。ランドの天使たちがシャットダウンを行う前にチェストを開けねばならない。シャットダウンにより電源が切られると、ゲームは強制終了となり、チェストの中の姫も遼一たちゲーム中のプレイヤーも死ぬ。シャットダウンがいつ行われるかわからないが、天使たちの最終決戦は間近に思えた。

「奈々も遼一も、やるしかないよ。この状況で取るべき行動はひとつしかない」

　キサラギが剣を握りしめ遼一を向いた。

　このキャッスルのゲーム内容は、敵を倒して剣の経験値を積んでボスを倒すことだ。ボスを倒したらチェストが開き、その中にいる姫を連れ脱出した時点でゲームクリアとなる。ただし、ボスを倒すには最大レベルのグングニルという剣に成長させなければならない。しかし、遼一たちはキャッスルを動き回っても敵を見つけることができず、やっと見つけた敵は人間だったという残酷な光景がここにあった。

　そして、キサラギはこの状況でゲームの続行を示し唆さしている。

「キサラギ、その選択はできない」

　遼一は摩耶を支えながら首を振った。

「でも、時間がないよ。決断が遅れたら、それだけ危険も高まる。だとしたら、選択できるうちにやるしかない」

「時間の問題じゃないだろ。よく考えろよ」

「時間の問題よ。ボーッと突っ立っているのは時間をすり減らすだけの愚おろかな行為。思考と責任を放ほう棄きするっていう最低の行為よ」

「待って、とにかく状況を知ることが優ゆう先せんだわ。摩ま耶やもそろそろ泣き止んで状況の説明をして」

　奈な々ながふたりの議ぎ論ろんを制して摩耶を向く。

「……変なことが起こってるの」

　摩耶は遼一のシャツで顔をごしごしと擦こすってから声を絞りだした。

「変なことって？」

「あまり憶おぼえてないの。美み穂ほ先せん輩ぱいと一緒に園内を見て回ったことまでは憶えてるんだけど、その先は頭がボーッとして。そのうち、お城に入りたくなって、へんてこりんなキャラクターに誘ゆう導どうされるまま……」

「へんてこりんなキャラクター……。待って、ヘルプを確認するわ」

　奈々はモニターグラスというメガネのボタンを押した。このメガネで、マップの確認や３Ｄのキャラクターが見られるのだ。遼りよう一いちもモニターグラスをかけてしばらく待つと、遠くから何かが砂煙を上げて走ってくるのが見えた。

『テッテケテー、お待たせしました！』

　テケテケと走ってきたのは、このゲームのガイドを担当しているスプラッチというキャラクターだった。黒スプラッチがキュキュッと奈々の前に急停止した。

『ヘルプシステムをご利用いただきありがとうございます。何か質問はありますか？』

「ルールを再確認したいの」

　目の前のスプラッチに奈々が話しかけている。モニターグラスを持っていない摩耶は、スプラッチが見えないので首を傾かしげている。

『基本ルールはこんな感じになってまーす』

　モニターグラス越しの空間に文字が浮かび上がった。





　勝利条件　チェストの中身を持って外に脱出すること。

　アイテム　剣と盾。プレイヤーはどちらかを持つ。

　行動　　　キャッスルに配置された敵を倒し経験値を得ることが基本行動ライン。

　経験値　　プレイヤー同士で受け渡しが可能。経験値により剣がレベルアップする。






『知ってのとおりキャッスル内は方眼マップとなっており、マス目に沿って移動することになります。チェストの前には強いボスキャラクターがおり、そいつを倒すには剣を最大レベルのグングニルにまでレベルアップさせねばなりません。敵はシミュレーションのように、立体映像のものがメインですが、それ以外もありまして……』

「そんな基本ルールはどうでもいいの！」

　奈な々ながスプラッチを怒鳴ると文字がバラバラと崩れ消しよう滅めつした。このスプラッチは人工知能なのだが、背後に莫ばく大だいなメモリーを持つユーロランドのコンピューターに接続されているので、複雑な質問にも対応できるのだ。

「この子はどういうこと？　答えなさい」

　奈々はスプラッチを睨にらみつけながら摩ま耶やを指した。

『あっ、それが敵ですよ。早く倒さないと』

　スプラッチが手足をばたつかせ慌あわてている。

「敵を倒したらどうなるんだ？　経験値とかの話じゃなくて、彼女はどうなる？」

『ペナルティで死亡しますよ』

　遼りよう一いちの質問にスプラッチは当然のように答えた。

「……なんでそんなことをしたの？　ユーロランドのお客様じゃない」

　奈々が愕がく然ぜんとしていると、スプラッチは拗すねたようにそっぽを向いた。

『このホリーチェストナンバーキーバージョンの危険度はマックス設定になっています。プレイヤーはもちろんのこと、参加した敵キャラクターの危険度もマックスであります』

「ホリーチェストは天使たちのゲームよ。人間を巻き込むのは違うでしょ」

『マックス設定は人間も参加できるようになっています』

　スプラッチはそっぽを向いたまま答えた。

「そんなこと聞いてない！　倫りん理り的なことを聞いているの」

　奈々の怒ど号ごうに摩耶が体を震ふるわせた。

『……ちゃんと言ったんですよ。ユーロキャッスルでのホリーチェストに参加をする人間の方に呼びかけ、危険なゲームで死ぬ可能性もあると、包み隠かくさず説明しました。ですから、自ら毒入りのバンドをはめたのです』

　遼一は胸の中の摩耶を見つめた。摩耶の左手首には遼一と同じバンドが装着されている。ゲームオーバーのペナルティとして、このバンドから致死性の毒が注入されてしまう。そんなバンドを摩耶は自らはめたのだ。

　テンプテーション能力だ。天使たちの支配下に置かれた人間はとても従順になる。思考も麻ま痺ひした状態で、危険なゲームに誘ゆう導どうされてしまったということだ。

『最近は稼か働どうしていませんでしたが、ホリーチェストはもともと天使たちの最終試練でした。同時に起こりうるだろう人間との戦いのシミュレーションでもあるのです。ですから、こうして人間を殺す要素も取り入れているのです』

　スプラッチは淡々と説明した。

「このゲームが始まってからの、キャッスル内部の状況を説明して」

　キサラギが質問したが、スプラッチは首を振った。

『それはゲーム内容に関わっているのでお答えできません』

「じゃあ、もう黙ってて」

　キサラギが言い放つその横で、奈な々なと遼りよう一いちは呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。摩ま耶やの啜すすり上げる音だけが聞こえる。

「もともとクーデターサイドのテンプテーションの支配下にあった人間たちなのよ。私たち天使を牽けん制せいするためにキャッスル内に配置したときの流れで、ゲームキャラクターにキャスティングされてしまった。と、そういうことね」

　キサラギが柱に寄り掛かりながらつぶやいた。

「今は、もうテンプテーションは解けてるのか？」

「テンプテーションはお互いに作用し合うの。だから、かかった人間が大量にいる中だと、さらに深くかかる。でも、こうしてキャッスルで行動しているうちに徐々に解けた。周囲の人間のも八割ぐらい解けてる」

　キサラギは柱に隠かくれている人間たちをちらりと見た。未いまだに彼らはこちらを警けい戒かいして出てこようとしない。敵か味方か判断しかねているようだった。

「ねえ摩耶。もう一度これまでの出来事を説明して。美み穂ほはここに入ってないの？　お城に入ってから摩耶はどう動いたの？」

「美穂先せん輩ぱいは、たぶんお城には入ってないと思う。さっきも言ったけど、頭がなんかぼわーとしてて、気づいたらお城の中にいたの。大きなモニターでゲームのルールを聞いたけど、本当だとは思わなかった。死ぬとか説明されても、アトラクションかと思って……」

　摩耶は鼻を啜り上げながら奈々に説明している。

「城の外に出ようとしたり、移動とかのルールを破った人が倒れちゃったの。困っていたらスタッフらしき女の人たちが来てくれて、でも、助けてくれるかと思ったら、なんか剣のようなものを振りかざして、また人が倒れて、そして逃げて……」

　そんなショックなども、摩耶たちのテンプテーションが解ける一因となったのだろう。そして、プレイヤーの天使たちはすでに人間を狩っていたのだ。このキャッスルのゲームには、現在遼一のチームを除いて二チームが参加をしている。制限時間の制約もあり、彼女たちの行動と思考も臨りん界かい点てんを越えてしまっていた。一線を越えてしまった天使たちは、もう引き返せない。冷れい酷こくにゲームクリアを目指すはずだ。

　遼一は脇の柱を殴りつけた。やり場のない怒りがわき上がる。天使たちはゲームの中で人間を殺すこのようなシステムを作っていた。摩耶たちはこのシステムに巻き込まれてしまったようなものだ。

　笑顔を浮かべるユーロランドは上っ面だけの装飾だったのだ。作られた笑顔を浮かべる天使たちの残忍な一面がここにある。表向き人間と協調している天使は裏切りの機会を窺うかがっている。

「状況はわかったから、議論をするべきね」

　キサラギはこの状況でも平然としていた。

「何を？　なんの議ぎ論ろんをすればいいんだよ」

「先せん輩ぱい……痛い」

　遼りよう一いちに腕を握られていた摩ま耶やがうめく。

「私たちの行動よ。行動の選択をしなければいけない。そして、選択する時間は刻一刻と削り取られているの」

　キサラギは周囲の人間を触発しないように、穏おだやかな表情と口調で言った。

「とにかく、キャッスルの人間を安全な場所に誘ゆう導どうしないといけないだろ」

　遼一の言葉に、キサラギはきっぱりと首を振った。

「あなたは選択から目を逸そらしているだけ。その思考は、うやむやな意見で選択をグレーにしただけ。私が言っている選択はゲームでの行動よ。決めなきゃいけないの。やるかやらないか。白と黒、イエスとノーで中間も別の選択もないの」

「キサラギは何を言ってるんだよ。ゲームでの行動なんてどうでもいいだろ」

　遼一は吐き捨てた。

「ねえ遼一、キサラギの言うとおり、確かに選択をしなきゃいけない。現実から目を逸らさないで、私たちの取るべき行動を考えなきゃいけないわ」

　奈な々なは冷たい天使の表情をしていた。

「だったら、俺は何もしないことを選択する。できるわけがない」

　キサラギはゲームの続行を促している。それは、敵を倒して経験値を手に入れるというストーリーを進めることだ。しかし、人間を殺してゲームを続行することなどできるわけがない。

「現実的に考えて。私たちが何もしなければゲームオーバーになる。キャッスルにいる全てが終わるのよ。結果的に数で考えると、動かないほうが損失となる」

「キサラギの意見は算数だろ」

　遼一はキサラギの冷たい意見に反論した。

「算数だとしても、多くを救える正義である意見よ」

　動いても動かなくても人間たちは死ぬとしたら、行動の放ほう棄きは悪であるかもしれない。現実から目を逸らしての思考停止のほうが罪悪であるのかもしれなかった。決意して行動すれば、救える人間も出てくるのだ。

　頭がとても痛い。考えがまとまらなかった。目先のことよりも大局で考えるべきなのか。多くの命を救える可能性があるとしたら選択を……。

　遼一は運転士のジレンマという話を思いだした。確かブレーキの故障で暴走する列車の前方に五人の作業員がおり、五人は列車に気づかず回かい避ひは不可能という状況だったはずだ。

　運転士にできる行動が二つある。一つはそのまま直進して五人をひき殺す。そして、もう一つは側線へと進路を変えること。ただし、側線のレール上にも一人の作業員がいる。そちらに進むと一人をひき殺すことになる。

　運転士はどう決断するべきか。列車は猛スピードで進み、運転手としての考える時間は少ない。数字的に考えるなら側線に回かい避ひするべきだ。しかし、側線にいる一人を殺す権利は運転士にあるのだろうか……。

「……遼りよう一いち、そんなこと考えちゃ駄だ目め」

　そのとき、遼一の肩に手が置かれた。振り向くと奈な々なが視線を向けている。

「君がどんなことを考えてるかはなんとなくわかるの。前よりはわからなくなったけど、大きく乱れた心はわかる」

　奈々は、荒く呼吸する遼一の胸を指さした。遼一の乱れた心に気づいたようだった。奈々と遼一は繫つながっているからだ。

「私は君に少しでもそんなことを考えてほしくないの。だって、私の胸まで痛くなるから」

　奈々は穏おだやかな表情をしていた。

「……キサラギ、私たちはその選択だけはしない。たとえ沈ちん黙もくしたことで最悪の結果が生まれたとしても、やってはいけないことがある。それが人間のルールなの」

「なるほど、ね」

　キサラギは不満げに息を吐いた。

「でも、ゲーム続行も諦あきらめない。ゲームクリアの可能性はまだあるはずだわ」

　奈々は摩ま耶やの頭を撫なでながらそう言った。

「ねえ、奈々。敵を倒して得られる経験値は、グングニルを作るギリギリに設定されているんじゃない？　だとしたら可能性はないよ。敵は二種類いて、さっきのヘルプで確認したように、立体映像のモンスターと偶発的に出現してしまった人間たち。立体映像のモンスターは、たぶん先にキャッスルに入った天使たちが全て倒したはず。だからこそ、やっぱりグングニル創造の鍵かぎは、人間たちの経験値にあるんじゃない？　立体映像の敵を倒してグングニルの経験値が貯まったのなら、とっくにクリアしているはずだもん」

　キサラギがちらりと摩耶を見た。

「待て、キャッスルに入っているのは俺たち以外に二チームいる。経験値が分散されてるんじゃないか。すでに立体映像の敵だけでも貯まっている可能性がある」

　だからグングニルを作れていない可能性がある。多人数参加形式のゲームが災いしたのだ。

「だから、グングニルができるほど貯まってることがわかったら、とっくに受け渡しをしているはず。基本的にプレイヤー同士は味方なんだから。ルールで言ってたじゃん。経験値は受け渡しができるって」

　キサラギは首を振り、遼一の意見を否定した。

「キサラギ、それはわからないわよ。なんらかの要因で、プレイヤー同士コミュニケーションを取れていないのかもしれない」

「なんらかの要因ってなんなんだ？」

　遼りよう一いちは奈な々なの発言に顔をしかめた。

「ねえ、憶おぼえてる？　このキャッスルには私たち以外に二チームが参加をしてるけど、もともと三チームが参加していたわ。でも、一チームが脱落した。それは何故か」

　そうだ、このゲームではすでに脱落チームが出ている。その失敗の要因はなんなのか。

「敵に倒されたか、ルールを破ってのペナルティでしょ。推測する必要すらないよ」

　キサラギが答えたが、奈々は首を振った。

「いや、それは重要な要素よ。考えてみて。シミュレーションでも３Ｄの敵と戦ったけど、問題ないほど弱かった。だから敵に倒されるはずはないし、簡単なルールを破るほど天使たちは間抜けじゃないわ」

「じゃあ、どうして……。そうか、敵以外にも経験値を設定された存在がある……」

　何か思い当たったようなキサラギだったが、はっと言葉を止めた。

「ん？　どうしたキサラギ？」

「しっ、静かに」

　奈々が遼一の口に手を当てた。奈々とキサラギが周囲を警けい戒かいしている。

「……天使たちの気配を感じるの。こっちに近づいてきている」

　天使たちはお互いの気配を感じ取ることができる能力があるのだ。

「プレイヤー同士で話し合うことができるじゃないか」

　残り少ない時間の中で、これは交渉のチャンスだった。しかし、奈々は苦い顔をしている。

「そんなおしとやかな交渉が始まることはないわ」

「なんでだよ。まず話し合いだろ。他のチームに外の状況を教えてやる必要もある。いつシャットダウンが起こってもおかしくないんだ」

「まだ私の話は終わってないわ。何故、失敗したチームが出たか。それは私たちに大きく関わってくる問題よ」

「とにかく逃げたほうがいい。わかるでしょ、天使たちが何を目的に接近してきてるか。巻き込まれる前に距離を取る。私たちはまだ戦せん闘とうルールも完全に把は握あくしていない状況なのよ」

　キサラギがふたりの会話を遮さえぎった。明らかに天使たちは敵設定の人間たちが目的だった。経験値を稼かせぐために、残された時間でゲームの続行をしている。

「摩ま耶やちゃん、俺から離れるな。あっ、他にも……」

　遼一はどきりとして周囲を見回した。摩耶以外にも人間がいるのだ。彼らは気配を消して忍び寄る天使たちに気づいていない。

「ほっときなさい。知り合いのその彼女は守ってもいい。でも、それ以上の介入は考えるべきではない」

　キサラギはそう言ったが、やはり見捨ててはおけなかった。

「みんな出てきてくれ。ここにいたら危ない」

　遼りよう一いちは柱の陰かげに隠かくれている人々に呼びかけた。しかし、彼らは遼一の呼びかけに応こたえない。ショッキングな出来事の連続に思考停止状態に陥おちいっているのだ。

「早く、時間がないんだ」

　遼一が声を荒らげたが答えは返ってこない。隣となりで奈な々なが苦い表情をしている。こんなときは、どうすればいいのだ。そんな焦あせった遼一を見て、キサラギは仕方なさそうに首を振った。

「みなさん、私はユーロランドのスタッフです。ただいまユーロキャッスル内でトラブルが発生しておりますので、私たちの避ひ難なん誘ゆう導どうに従ってください」

　キサラギは営業スマイルを浮かべた。しかし、人々は出てこない。当然だ。先ほどまでスタッフの天使たちに襲われていたのだ。キサラギを信用するはずがなかった。

「あの、大丈夫です。この人たち、私の知り合いなんです」

　声を出したのは摩ま耶やだった。

「この子は私のクラスメイトでとっても可愛かわいい女の子です。あと、こっちの人は私の先せん輩ぱいで、意外と優やさしいところもあって……」

　摩耶が呼びかけると、隠れていた人々が姿を現し始めた。ざっと十人ほどだろうか。若い男女が多く真まっ青さおな表情をしていた。

「……何があったか説明してくれ」と、ひとりが言った。

「説明はあとでいたします。今は、スタッフの誘導に従ってください。冷静な行動をお願いします」

　キサラギは穏おだやかな声で返答した。

「キサラギ、もう近くに来てるわ。そろそろ危ない」

　奈々がホールを見つめて言った。天使たちはホールの柱に隠れながら接近している。

「摩耶ちゃん、移動方法とかの説明は受けたのか？」

　遼一は目の前の摩耶を見た。ゲームのルールどおりに逃げなければならないのだ。

「はい。このバンドの画面を見ながら移動しろって。マス目に沿って……」

『基本的にプレイヤーのルールと同じなんですよ。ただ、プレイヤーの方々は特別にモニターグラスを使って臨りん場じよう感かんある映像を見ることができます』

　説明したのは、未いまだにホールにいたヘルプキャラクターのスプラッチだった。

「えっと、皆さんゲームのルールどおりに動いてください。体調の悪い人にはフォローをしてあげて……」

　見ると、奈々がキサラギにならって人間を誘導していた。

「あなたたちも早く。相手の武力がわからない限り逃げることが優ゆう先せんよ」

　キサラギが遼一に言った。

「話しかけるべきじゃないのか。みんなを安全圏に逃がしたら、俺たちで交渉をする」

「ねえ、交渉するにあたって重要なことがあるの。それは、経験値は敵を倒したときだけもらえるんじゃないの。プレイヤーを倒したってもらえるのよ」

『そうなんですよ。皆さんにも経験値が割り振られているんですよね』

　遼りよう一いちの脇でスプラッチがうなずいている。

「会話に入ってこないでよ、このマイナーキャラが。とにかく、私たちも危険だってことと、剣がレベルアップしているのは先にキャッスルに入っているあっち側ってこと」

　キサラギの言葉に遼一の全身が粟あわ立だった。他人のことを心配している場合ではないのだ。このキャッスルのチェス盤ばんでは、遼一も命を無防備に晒さらしている駒こまのひとつにすぎない。

　振り返ると、奈な々なの指示どおりに人々がマス目に沿って並んでいた。とにかく早く逃げる必要があった。あの状態で天使たちに襲われたら大パニックになってしまう。

「ゆっくり一歩ずつ、バンドの指示を見ながら動きます」

　奈々が入場客に説明をしている。大勢連れたこの状態で天使の追つい撃げきを振り切れるのか。移動制約があるため走ったりはできないのだ。恐怖ともどかしさの中で、冷静に行動せねばならない。

「摩ま耶やちゃんはちゃんとやれるよな？　今までもやってたし」

　遼一は、汗でびっしょりの摩耶をひとりで立たせた。移動ルールは、チェス盤のようになっているマップをマス目に沿って動くこと。シンプルなことなのだ。

『キャッスルマップはすべてコンピューターで管理されているんです。それで、プレイヤーの方々の座標も取り込まれています。つまり一歩進むごとにコンピューターが認にん識しきするため、タイムラグが出てしまうのです。移動許可が出てから動かねばならないので、リズムで歩く人間にとってはもどかしいでしょうね』

　スプラッチが助言した。

「チェスのように相手が動いたら次はこっち、みたいなルールじゃないんだな」

『違います。個々で好きなタイミングで動くことができます。ただ、座標認識に〇・五秒かかるために、走ったりという連続行動ができないというだけです。ですから、行動ＯＫの表示が出ると同時に動き無む駄だな時間をなくすことがポイントなんです』

「なるほど」

「先せん輩ぱいは誰だれと喋しやべってるんですかあ」

　モニターグラスを持っていない摩耶が怪け訝げんな顔をしている。

「ボーッとしてないで。もう近くに来てるよ」

　キサラギの叫びに遼一はうなずいた。背後を見ると、奈々の指示のもと、やっと十人の集団が動き始めた。できれば天使たちを牽けん制せいして逃げる時間を稼かせぎたい。そのための武器も持っている。遼一はシンプルな盾を確認した。これは正面の攻撃を確実に防げる盾だ。

『続いて武器説明をしますが、例えば相手の剣の攻撃距離が三マスだとすると、攻撃範囲はこうなります』
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『攻こう撃げき範囲内に入ってしまった場合、盾で相手の攻撃を防ぐには相手と向かい合う必要があります。ですから、この場合は盾を持ったプレイヤーは上を向かねばなりません』

　スプラッチが空間に図を表示させて説明してくれている。

「摩ま耶やちゃんは早く逃げて」

　遼りよう一いちは摩耶に言い、盾を握りしめてキサラギに歩み寄った。

「私の前にいて。とにかく正面の攻撃は防げるはず。対話は無理でも、次のために相手の姿程度は確認しておきたい」

　キサラギは遼一に隠かくれるようにして薄うす闇やみのホールを窺うかがっている。ちらりと薄闇のなか動く影を見た。その闇に隠れるような接近の仕方には明らかに悪意が込められていた。

「正面に一人いる。そして左右に一人ずつ。正面の人影を見せて、左右から奇き襲しゆうするっていう戦法ね。人間になら通用するけど、天使の私には意味がない」

「挟まれたらまずいな。やっぱりここは退くべきか」

「そうね。明らかに攻撃してくる気だもん。できれば相手の武力が知りたいところだけど……」

　柱の乱立するこのホールで奇襲されるのは危険だった。レベルアップした剣の攻撃を受けたら、一撃で死んでしまう可能性が高い。

　遼一が逃げようとしたとき、奈な々なの叫びが聞こえた。

「遼一、摩耶を！」

　どきりとして横を見ると、摩耶が転倒しているのが見えた。転んだ摩耶がマップ上でぽつんと孤立してしまっていた。

「摩耶ちゃん、何やってるんだ、早くこっちにこい」

「う、腕が痛くて」

　摩耶は左腕を押さえてうずくまっている。

『移動ミスをすると警告としてちくりとする程度の電気ショックが与えられます。ですから、ちゃんとタイミングを見計らって移動しないといけませんよ』

　摩ま耶やは泣きそうな顔で体を震ふるわせている。

「早くしろ馬ば鹿か！　こっちにこい」

「馬鹿って言わないでくださいよお」

　混乱している摩耶に気づき、天使たちが距離を詰めてくる。暗がりの中にいる天使の姿がわずかに確認できた。

「行っちゃ駄だ目めよ。両サイドから隠かくれて天使たちも接近している。もう無理よ」

　キサラギが剣を握りしめて警けい戒かいしている。すでに危険領域まで接近を許している。

「ううっ……」

　まだ立ち上がれない摩耶の向こうに、天使のシルエットが現れた。天使が構えた剣が金色の光を帯びた。

「摩耶！」

　入場客を先導していた奈な々なが悲鳴を上げた。

　天使が剣を振り下ろすと同時に、バリバリと落雷のような音と閃せん光こうが走り、一いつ瞬しゆんホールが白く焼き付いた。

「うわわっ」

　あまりの映像効果にキサラギが悲鳴を上げた。

「きゃあああっ」

　キサラギの悲鳴につられて摩耶が頭を抱える。ブスブスと焼けるような匂においが漂った。

　ホールは再び闇やみに包まれ静寂が戻った。遼りよう一いち自身の乱れた息づかいだけが聞こえた。

「……先せん輩ぱい？」

　顔を上げる摩耶の前で、遼一は盾を構えて立っていた。盾から真っ白な煙が立ち上っている。ゲームの映像効果エフエクトだった。

「大丈夫、心配しないで」

　遼一は息を切らしながら言った。効果音と映像効果はリアリティがありすぎて死を連想させる。それでも、盾は相手の攻こう撃げきを防ぐことができた。天使が攻撃する前に、摩耶の前に回り込むことができたのだ。

「摩耶ちゃん、早く立って。相手と距離を取らないといけない」

　摩耶を攻撃した天使は五メートルほどの距離を置いて立っている。剣のレベルアップと共に攻撃距離も伸びているのだ。

「前だけじゃない。横も気にして」

　キサラギが遼一に叫んだ。そうだ、天使は三人一チームで行動している。

　そのとき、ホールに真まっ赤かな閃光が放たれ、轟ごう音おんに遼一の鼓こ膜まくがびりびりと震えた。悲鳴を上げたのは、ホールをトコトコと歩いていた黒い影だった。誰だれかが攻撃を受けてしまった。

『ひゃあー！』

　啞あ然ぜんとする遼りよう一いちの前で真まっ赤かな炎をまとって燃え上がったのはスプラッチだった。スプラッチが天使の攻こう撃げきを受けてしまった。

「スプラッチ！」

　奈な々なが炎上するスプラッチを見て悲鳴を上げた。

『ぎゃあああああああ……と思われたかもしれませんが、私はヘルプキャラクターなので攻撃しても経験値は入りませんのであしからず』

　体からすっと火を消したスプラッチが、トタトタとマップを走って逃げていく。

「早く下がって。方向だけ気をつけて」

　キサラギが剣を構えて天使たちを牽けん制せいしている。遼一は、スプラッチが燃えていた隙すきに、どうにか距離を取ることができていた。背後を振り返ると、奈々も入場客を誘ゆう導どうし逃げている。

「相手の主力の剣は左の子が持ってる。正面も剣だけど、たぶん囮おとりでレベルは低い。右の子は、武器を隠かくしてるけど、きっと盾を持ってる」

　キサラギが遼一に近づきながら囁ささやいた。

「正面からくるぞ」

　遼一が言うと同時に、正面に立っていた天使が剣を構える。剣の刀身が明めい滅めつするのが見えた。

「摩ま耶やちゃん、俺の後ろに隠れて」

「違う。その攻撃はダミーだって言ったでしょ。陣形を崩すことが目的で……ああっ」

　バリバリと稲いな妻ずまのような閃せん光こうと轟ごう音おんが側面から響ひびき渡り、方向感覚を失った遼一はがくっと膝ひざをついた。

「遼一！」

　それを見ていた奈々が顔を歪ゆがませた。遼一はもくもくとした白煙に包まれていた。

「……大丈夫」

　遼一は白煙を吐く盾を構えて立ちあがった。寸前で方向を変えて相手の攻撃を防ぐことができた。キサラギの注意がなければ危ないところだった。

「確かレベル２の剣はファイアーソードだった。攻撃時に炎のエフェクトが出たの。だから映像効果から推測すると、あの剣はサンダーソードとかそんなもんよ」

　キサラギが注意を促している。

『サンダーソードはレベル４です。雷神インドラの力が宿った剣であり、雷光のエフェクトを採用しております。お楽しみいただけているでしょうか？』

「黙れ、アホキャラ。遼一は、そのままゆっくりと後退して。背を向けたら攻撃を受けるから」

　キサラギがスプラッチの説明を遮さえぎった。遼一たちから距離を取っていた天使たち三人は妙な動きを見せた。柱の陰かげから出て一カ所に集まる。そして、再び散開し遼一たちに向かってくる。

「接触したときに剣を交換している。サンダーソードを誰だれが持っているかわからなくなった」

　キサラギは後退しながら顔をしかめた。

「自分の剣じゃなくても使えるのか？」

『武器の所有者の概がい念ねんはありません。ただし、使えるのは一つの武器ですよ。二つ以上持つとエラーを起こしてどちらも使えなくなるので、どちらかを捨てる必要があります』

「サンダーソードの攻撃距離は？」

『サンダーソードの攻撃距離は六マスです。正面六マスが攻撃範囲となります』

　キサラギの質問に、テクテクと横を歩くスプラッチが答える。その脇では摩ま耶やがバンドを確認しながら必死でマス目を移動しているが、足取りはおぼつかない。

「さっさと動きなさい」

　キサラギが焦じれたように言った。天使たちとの距離が詰まってしまう。

「そ、そんなこと言ったってえ……」

　摩耶は泣きそうな顔をして遼りよう一いちを見た。

「俺たちはプレイヤーだ、攻こう撃げきしないでくれ」

　遼一は立ち止まって叫んだ。しかし、天使たちはさらに距離を詰める。散開して攻撃の陣形を作った。

　そのとき、キサラギが一歩前に出た。

「動かないで」

　キサラギはモニターグラスを外して三人の天使を睨にらみつけた。そんなキサラギの視線に、天使たちの動きがぴたりと止まる。

「それ以上近づかないで。攻撃範囲はきっとその剣と同じくらいよ。──私のテンプテーション能力はね」

　キサラギの瞳ひとみがぎらりと光ったような気がした。

「……天使には通じないわ」

　距離を置いた天使がキサラギと向かい合っている。

「残念だけど、私は優ゆう秀しゆうなの。だって、ＳＰまでやっていたのよ。新人天使のあなたたちなんて簡単に操れる」

　キサラギは平然とハッタリをかましている。キサラギは特殊能力は苦手なはずだ。それでも、天使たちはそれ以上距離を詰めることなく向かい合っている。

「ゲームのルールとして最強の剣を作る必要があるわ」

　剣を握ったひとりの天使が言った。

「同感よ。まずは私たちの持っている経験値を合わせてみる必要がある。そうしたらグングニルを作れる可能性がある」

　キサラギは冷静に答えた。その横で、遼一と摩耶は汗だくになって硬こう直ちよくしていた。そっと振り返ると、奈な々なの姿は消えていた。入場客と共に身を隠かくせたようだ。

「グングニルを作れなかったらどうするつもり？」

「そのときは、別の方法を考えればいいじゃない。人間を殺してもいい」

「キサラギ、言葉を選べ」

　遼りよう一いちは震ふるえる摩ま耶やを支えながら言った。

「安心して。あくまで最後の手段よ」

　キサラギが振り向きにやりと笑った。

「わかってくれたなら剣をちょうだい。まずは、経験値を合わせてみる必要がある」

　再びキサラギは天使を向いて手を差しだした。しかし、天使たちは沈ちん黙もくしている。

「どうしたの？　剣を投げてくれればいい。私たちは同じ目的に向かうプレイヤーじゃない」

　キサラギはにこりと笑ってみせた。

「……剣を投げるのはそっちでもいいはずよ」

　静かな声で天使が言った。再び沈黙が流れた。空間ごと凍りついたかのようだった。

「ねえ聞いて。クーデターサイドとの最終決戦を前にシャットダウンを行うことになったの」

　沈黙を破ってキサラギが言った。

「シャットダウンとなった場合、チェストの姫は当然として、ゲームに参加している私たちも全員死んでしまう。時間がないの」

「……だとしても、やるべきことをやるしかない。人間を殺して経験値を手に入れるしかない」

「人間を殺すのは最後でいいでしょ。経験値が足りない場合に考えればいい」

「違うわ。先に人間なの。ちょっと考えればわかることだわ」

　天使は、はっきりとそう言った。何故、先に人間なのだ？　遼一は滝のように汗をかきながら思った。天使はそこまで残ざん虐ぎやくな思考をするというのか。これは明らかに理性的な選択ではない。

「クーデターサイドとの対決、その事後処理を閉園までにするとしたら、逆算すると残り時間はとても少ないの。ユーロランドの花火が打ち上がるぐらいが限界かも。だから、もっと現実的に考えるべきよ」

　キサラギは対話を続けている。

「現実的に考えるならわかるでしょ。どう考えても、先に人間を殺して経験値を奪うしかない。だから、あなたが人間を殺してほしい。テンプテーション能力が使えるのでしょ。だったら、簡単だわ。そして、あとは経験値の詰まった剣を放り投げてくれればいい」

　天使はキサラギに裏切りを促した。彼女たちは奈々と同じ新人天使なのだ。まだテンプテーション能力は学んでいない。だからこそ人間たちを狩り損ねている。

「…………」

　キサラギの返答は沈ちん黙もくだった。

「……ゆっくり下がって。一歩ずつ、俺の手を離さないで」

　対話が続く中、遼りよう一いちは摩ま耶やの手を引き少しずつ後退していた。このゲームルールは距離を取れば安全なのだ。相手も走っては追ってこれないのだから。

「決断するべきはあなたよ。キサラギが人間を操り全て殺してほしい」

「それ以上近づかないで。でないと、使うよ」

　キサラギが天使たちを睨にらみつけ威い嚇かくしている。そのまま、キサラギも一歩ずつ下がり距離を取る。このキャッスルのゲームでは暴力は禁きん忌きだが、テンプテーションのような特殊能力は許容されているのだ。なので、三人の天使たちはキサラギを警けい戒かいして深追いしてこない。距離は徐々に離れていく。

「あなたは姫を守るＳＰでしょう。だったらやりなさいよ」

　三人の天使たちが闇やみに消える間際、キサラギにそう言った。

「これだけ距離を取れば大丈夫。奈な々なと合流しよう」

　キサラギが遼一を向いた。

「そうだな。奈々たちも心配だからな……」

　遼一は額の汗を拭ぬぐいながらうなずいた。キサラギはちらりと背後を振り返ってからスタスタとホールを歩いていく。そんなキサラギの後ろ姿を見て、遼一の胸に不安が膨ふくらんだ。キサラギはこれからどうするつもりなのだ？　天使たちの言うとおり、キサラギは姫を守るＳＰとして存在し行動している。姫を守ることを最さい優ゆう先せんに考えているはずだ。

　キサラギが心の中で裏切りを選択した場合、彼女が遼一たちにとってのトロイの木馬となる可能性もあり得る……。

　しばらく進むと、柱の陰かげから奈々が出てきた。

「奈々！」

　摩耶はよたよたと奈々に歩み寄り抱きついた。

「大丈夫、摩耶は心配しなくていいわ。ちゃんと家に帰れるから」

　奈々が背伸びをして摩耶の頭を撫なでている。その後ろでは、真まっ青さおな表情の男女十人がぐったりと座り込んでいた。

「それより、今後の議ぎ論ろんをしないと」

　摩耶を抱きしめた奈々がこちらを向いた。

「ええ、もちろんよ。徐々に情報も集まってきた。シャットダウンの前に、できるかぎりの行動はする」

　キサラギがうなずいた。

「そ、それより、私たちにわかるようにちゃんと説明してほしい」

　入場客のひとりが口を開いた。そんな言葉をきっかけに、今まで座り込んでいた周囲の人間からも声が出始める。やはり、この状況に関して説明を求めるものだ。混乱の前兆だった。

「静かにして。静かにしないとまた危なくなっちゃうわ」

　奈な々なは困惑している。

「その態度はなんなんだよ。スタッフだろ」

　奈々の態度に批判の声が上がる。

「別に私は好きでスタッフをやってるわけじゃないわよ」

　言い返した奈々はキサラギに腕を引っ張られた。

「馬ば鹿かね、適当にスタッフらしく対応すればいいじゃん。こんなんだから、ユーロランドの辺境で間抜けグッズの売り子をやらされているのよ。笑顔も作れないから売れもしないんでしょ。まあ、キャラが可愛かわいくない理由もあるだろうけど」

　キサラギの横で、未いまだに立っているヘルプのスプラッチがぽりぽりと頭をかいている。

「あんたみたいに、ニヤニヤしろっていうの。そんなのごめんよ」

「馬鹿ね、上っ面でいいのよ。──皆さん、落ち着いてください。お客様の安全は必ず守ります。ですから、お静かに待機していてください。ただいまスタッフで対応を話し合っておりますので」

　キサラギは人間たちを向いて、接客用の笑顔を作ってみせた。

「なあキサラギ、やっぱり、さっきの天使たちの意見にもうなずけるところがある」

　入場客たちが静まったのを見計らい、遼りよう一いちは口を開いた。

「敵を倒して経験値を貯める？　賛成よ」

　キサラギは人間たちをちらりと見た。

「そうじゃない、剣を渡すんだ。経験値を合わせてグングニルを作る。そのために、俺たちの持っている剣を渡してやればいい」

「冷静に考えて。私たちがいったいどれほどの経験値を持っているというの？　倒した敵といえば、シミュレーションでの敵ぐらいのもの」

「じゃあ、それを話した上で協力する。さっきの彼女たちの他にもう一チームが参加している。その二チームの剣を合わせるしかない」

「──それは危険だわ」

　摩ま耶やを抱きしめる奈々が口を挟んだ。

「言ったでしょ。もともと、このキャッスルには三チームが参加をしていた、と」

　確かに、遼一たちが入る前、最後のチェストを開けるべく三チームがキャッスルに入っていた。しかし、そのうちの一チームは脱落してしまったのだ。その原因は未だに判明していない。

「さっきも言ったけど、敵も強くないし、ゲームルールを破るほど天使たちは馬鹿じゃないわ。それでは、何故天使たちは脱落したのか」

　遼一はごくりと唾つばを飲み込んだ。平然としているキサラギは、すでに見当がついているようだ。

「これは私の予測に過ぎないわ。でも、可能性が高いのは……」

　敵に殺されたのではなく、ゲームルールを破ったわけでもないとすると。

「脱落した天使たちは、プレイヤーの天使たちに殺された」

　奈な々なははっきりと言った。

「……味方同士だろ。それはおかしい」

　先ほど遼りよう一いちたちも襲われている。しかし、あれは敵である人間を狩る行為の延長線上にあった。天使同士が戦う意味はないのでは？

　重々しい沈ちん黙もくが流れる中、「殺された」とのワードに反応した摩ま耶やがグスグスと泣き始めた。

「摩耶ちゃん、ゲームの話だから」

「ゲームじゃないです。死んだ人も出ました……」

　遼一のフォローに摩耶は首を振った。

「ほっときな。あとで私が記憶をロックしてあげるから」

　キサラギは奈々に説明の続きを促した。

「天使同士が戦った理由はこの状況から類るい推すいすることができるわ。天使たちは、たぶん最初は協力しようとした。時間がないのもわかっていたしね。でも、敵は立体映像だけじゃなく、人間たちもそうだった。天使たちは悩んだはずだわ。人間は守るべき存在だと学習しているからね。しかし、天使たちは冷れい酷こくな選択をした」

　彼女たちは冷酷ではあるが残ざん虐ぎやくではなく、機械ではなく心を持った存在なのだ。しかし、立体映像の敵だけでは明らかに経験値が足りないことに気づいたのだろう。そこで、結果を求めるべく決断をした。

「人間を殺したことで、天使たちは引き返せなくなった。なんとしてでも結果を出さねばならない状況に自分たちを追い込んでしまったの。結果とはチェストを開けてゲームを成功させること」

「チェストを開けることと、仲間を殺すことは違うぞ」

「人間をある程度殺したあと協力しようとしたのよ。経験値を合わせてみようとね。経験値を分散させていては意味がないから。だから、まずは二チームが集まって経験値を合わせてみた」

　ただし、グングニル創造まで至らなかったはずだ。できていたらこのゲームは終わっている。

「グングニルは作れなかった。でも、目の前に経験値を持った獲え物ものがいた」

「じゃあ、まさか……」

「そうよ。脱落した彼女たちは、仲間に狩られた」

　一線を越えた天使たちは引き返せないのだ。人間や仲間の天使を殺してでも結果だけを求めて走り続ける。狂気に満ちた疾しつ走そうだった。

「要するに協調は無理だってことね」

　キサラギは小さくため息を吐く。

「それは違う。天使たちはもっと合理的に動くはずだろ。残り二チームの経験値を合わせればいいだけじゃないか。簡単なことだ。協調はできる。俺たちが声を出せばいい」

「遼りよう一いち、もっと重要なことがあるのよ。それがこの状況を膠こう着ちやくさせている」

　なんだか胸が痛い。奈な々なの冷えた心が伝わってくるかのようだった。

「これだけは断言できるの。脱落したチームは、経験値を渡した側だっていうこと。経験値を渡した方のチームが殺された」

　奈々の言葉にぞっとした。確かにそうなるはずだ。経験値を合わせようと、二チームが協力した場合、危険なのは渡した側だ。経験値を渡すということは、自らを守る武力を放ほう棄きするのと同じなのだ。

　──この城は愚おろか者ものが脱落する。

　他人を信用して武器を捨てた者が撃うち抜かれるというルールなのだ。なんて残ざん酷こくなゲームなのだ。いや違う。思い返してみればこの城だけではない。この世界自体がそうなのだ。相手を信用して笑顔を見せた人間は利用され、そんな国も侵しん略りやくされ消しよう滅めつしていった。

　天使たちが作ったゲームは、人間たちを模も倣ほうしている。これは人間の残ざん虐ぎやくさを天使たちに学習させる教材なのだ。つまり、この残虐さは人間そのものを表現している。

「わかったでしょ。剣をこっちから渡すなんていう行為は愚かな行動よ。そして、私たちの持っている武器が初期レベルなのも漏もらしては駄だ目め。攻こう撃げき時のエフェクトでレベルが推測できるから、剣もできるだけ使わないほうがいい」

　キサラギは平然と遼一に言った。

「じゃあ、どうすればいいんだよ。このまま時間がなくなるのを見てるってのか？」

「当然シャットダウン間際には剣の経験値を合わせる必要が出てくる。それまでは、お互いに牽けん制せいして時間をすり減らすことになる」

「シャットダウンの時間は？　いつ起こるかもわからないだろ」

「推測にすぎないけど、閉園時間から逆算してパレードが終わった頃を予定していると思う」

「今、何時だかもわからないのに」

　遼一は、横でぽかーんと立っているスプラッチを見た。

『現在時刻ですか？　えっと、その情報もお教えできません。何故なら、このキャッスル探検をお楽しみいただくのに時刻を気にされては困るのです。ユーロランド自体も同じ理由で、設置されている時計は花の時刻とか鳥の時刻なんて表現されているんですよ。ユーロランドはファンタジー世界ですからね』

「体感的に八時前後じゃないかな。だから、あと三十分以内に剣の経験値を合わせることはゲームクリアへの絶対条件。でも、それまでにやれるべきことはやらないと……」

　キサラギはちらりと人間たちに視線を向けた。彼らはなにやら奈な々なに向かって話しかけている。この状況の説明を求めているようだった。不器用に対応する奈々に対して、人間たちの言動は徐々にヒートアップしていく。

「待てよキサラギ、それは駄だ目めだ。やめてくれ」

　遼りよう一いちは剣を握るキサラギを制した。

「さっきの天使たちも言ってたでしょ。ここにいる人間たちを殺すのは最終手段ではないのよ。先に殺して、最後に経験値を合わせないといけない。確実にグングニルを作れる経験値を剣に入れておき、合わせる必要があるの。でないと、経験値を渡した方が殺されることになる」

　合理的な天使の発想だった。結果を追求する天使たちは、冷たいゲームストーリーを創作した。

「……まあ、今のところはおしとやかにゲームをやってあげる。遼一や奈々に騒がれてまで強引なことをするのはゲーム進行に支障が出るから」

　キサラギは遼一ににこりと笑ってみせた。

「でも、どうすればいいんだ？　このままだと、タイムリミットでみんな死ぬ」

　この状況を打開する方法は浮かばず、焦あせりが膨ふくらむばかりだった。

「動くしかないでしょ。奈々があの人間たちを相手しているうちに、私たちも動きましょう。まずは情報収集をする」

「情報？　まだ手に入れていない情報って？」

「もう一チームのこと。まだ接触していないもう一チームを探す」

　キサラギはそう言った。
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　天井に明かりの消えたシャンデリアがぶら下がっており、壁には沢たく山さんの絵が飾られていた。大きな柱がいくつも乱立し、チェス模様の床が足下に広がっている。キャッスルの大広間は暗く静まり返っていた。

　遼一とキサラギは暗がりの中で息を潜ひそめていた。

「摩ま耶やちゃんは残ってろって言っただろ」

　遼一は横でしゃがんでいる摩耶を見てため息を吐いた。

「……でも、先せん輩ぱいも心配だし」

　摩耶はずっと奈々にくっついていたのだが、奈々と入場客たちが言い争いを始め、それに怯おびえたのか遼一についてきたのだ。

「くっつかれてると動きづらいんだよな」

　摩ま耶やはマスの端に寄って、遼りよう一いちの腕にしがみついている。ひとつのマス目の大きさは一メートル四方ほどある。

「動きづらいとか些さ細さいな理由で、私を捨てないでください」

　摩耶はずっと泣きそうな顔をしている。遼一は摩耶がまだ高校に入ったばかりのころ、ちょっとしたことで助けてやったことがあるのだが、彼女はそれ以来なにかと遼一を頼るようになっていた。同好会に入会したのも勧かん誘ゆうしたわけではなく、摩耶が希望したのだった。

「静かにして。気が散るから」

　キサラギがふたりを睨にらみつけた。遼一たちは、入場客を奈な々なに任せてもう一チームの天使たちを探しに来ていた。状況からすると、先ほどのチームからそれほど離れていることはない。最終的にはなんらかのアクションを起こさねばならないからだ。

「議ぎ論ろんができると思うか？　もしかして、テンプテーション能力を使って、天使たちの行動を操作するとかいう作戦か？　でも、キサラギは特殊能力が苦手なんだよな」

「相手の天使は能力が使えなくても、能力に対する免めん疫えきがある。だから行動なんて操れない。ミズホぐらいの力があったら別なんだけどね。ただ、相手は私がどの程度まで能力が高いかは知らない。強引に襲ってくることはできないはず」

「そっか。さっきも彼女たちは警けい戒かいしてたもんな。ＳＰをやっていたほどだから、優ゆう秀しゆうだって勘違いしてるんだな、きっと」

「勘違いってなによ。私は身体能力タイプなの」

　キサラギが不満げな顔をした。

「さっきからずっとなんの話をしてるんですか？　私にもわかるように説明してくださいよお。天使とか能力とかちんぷんかんぷんです」

「あとでちゃんと全部話すから」

「奈々もなんか変です。クラスでは可愛かわいいのに、ここではなんか……怖いです」

　学校のクラスでは奈々は猫を被かぶっているのだ。そんな奈々の作った人格しか知らない摩耶は、この状況下の奈々が異様に見えるのだ。奈々という天使の素顔に恐怖を感じている。

「ねえ、静かにして。だから言ったじゃん、連れてくるなって。こんな状況で人間の女の子なんて足手まといにしかならない」

「そっちだって女の子でしょ」

　摩耶が遼一に隠かくれながらキサラギに言い返した。

「ただ怯おびえているだけのあんたとは違うわ。あんたは、ただ他人に助けられるのを待っているだけ。震ふるえてるくらいだったら、少しは役に立ちなさいよ馬ば鹿か」

「馬鹿じゃないもん……」

「キサラギ、摩耶ちゃんにあまりきついこと言うな。摩耶ちゃんは実はいいとこのお嬢じよう様なんだぞ」

　遼りよう一いちは、ボロボロと涙を流し始めた摩ま耶やの背中をさすりながら言った。

「それより、気配を感じる。近くにいるのよ。さっきとは違うもうひとつのチーム」

　柱の陰かげに身を潜ひそめるキサラギが周囲を警けい戒かいしている。

「どうする？　俺たちで出ていって対話をするか？」

　交戦になる可能性もあるのだ。抑よく止し力りよくとしての武力は提示したほうがよかった。

「私だけでいい。相手は研修中の新人天使で、私のことを警戒して無理に攻こう撃げきはしてこないはず。囲まれないようにしさえすれば距離を取っての対話は可能だしね」

　キサラギは立ちあがった。しばらく様子を窺うかがう素振りを見せたあと、柱の陰からゆっくりと出ていく。

「ここに隠かくれていて」

　キサラギはそう言って進んでいく。柱に隠れつつ覗のぞき見たが天使たちの姿は確認できない。物陰に隠れているようだ。

「まずは話し合いたいの。それ以上近づかないで」

　キサラギが足を止めてから口を開いた。小さいながら、ここまで声は聞こえる。闇やみの中にぽつんと立つキサラギの姿だけが見えた。

「……外の状況は？」

　どこからか天使の声が聞こえた。

「シャットダウンまでの残り時間が少ない。協力してグングニルを作るしか方法がないの。私がもう一チームとの橋渡し役になってもいい。私はＳＰをやっているキサラギ。私なら、混乱したあなたたちをまとめることができる」

　キサラギの交渉が始まったようだ。確かに残り時間は少なかった。いつシャットダウンが起こってもおかしくない。電源が落ちた瞬しゆん間かんに全ては終わる。

「まず残った敵を狩らないといけない。立体映像の敵と違い、人間たちは逃げるから狩れなかった。でも、あなたのテンプテーション能力を使えば……」

「経験値はすでに貯まっている可能性が高いでしょ。このゲームはグングニルを作るのに、それほどシビアな設定をしているとは思えない」

「ほとんど倒さないといけないほどに調整されているかもしれないわ。だとしたら、数値はギリギリ。それにパニックを起こして外に逃げて死んだ人間たちもいる。その経験値は回収できていない。これから残りの人間たちの経験値を奪っても、グングニルを作れない可能性だってあるわよ」

　対話の声量は徐々に低くなっていく。キサラギの交渉はまだ相手と妥だ協きよう点てんを見いだせていないようだ。

「……摩耶ちゃん落ち着いて」

　遼一の横にいる摩耶の呼吸音が邪じや魔まで交渉の声が聞きづらい。

「なんかすっごく息苦しくって」

　仕方なく摩ま耶やの背中をさすってやる中、キサラギの交渉は続行している。

「とにかくやるしかないよ。数値を分散させていたらゲームは終わらない。危険を冒しても協力するしかない」

「グングニルを作れなかった場合は？」

「その場合、数値を渡したお人好しが殺されることになるね。脱落したチームもそうだったんでしょ」

　キサラギがクスッと笑った。

「じゃあ協調は無理だわ。協調せざるを得なくなったとしても、経験値を合わせる前に可能な限りの数値は貯めねばならない。あの人間たちと、弱い武器しか持っていない途中参加のプレイヤーとかね」

　交渉は不ふ穏おんな方向に進んでいる。

「……差しだすならあなたは殺さないでいい」

　その天使の声はとても小さく、遼りよう一いちにはほとんど聞き取れなかった。

「それより、もっといい方法がある……」

　キサラギはさらに声を落として交渉を続けている。声を聞くため近寄ろうとすると、摩耶に手を引っ張られた。

「先せん輩ぱい、やっぱりちゃんと説明してくださいよ。何が起こってるのかよくわかりません。先輩が何か知っているんなら、説明する責任があるはずです」

　摩耶が硬かたい表情で見つめている。

「でもさ、話せば長くなるんだ。摩耶ちゃんも混乱するだけだと思う」

「違います。私も他の人も混乱しているのは、この状況がわからないからです。何か危険なことが起こってるのなら、全てを説明するべきです」

　遼一が摩耶のきつい表情に戸惑っていると、キサラギの戻ってくる足音が聞こえた。

「対話は終わった」

　キサラギは背後に視線を向けつつ言った。

「どうだった？　どうすることになったんだ？」

　遼一が聞いたが、キサラギは曖あい昧まいにうなずくだけだった。

「相手も警けい戒かいしている。だから姿すらも見せなかったでしょ。とりあえず戻ろう」

　キサラギはスタスタと歩いていく。仕方なく歩きだそうとしたとき、背後から声がかかった。

「あ、あの、キサラギさん」

　見ると、柱の陰かげからひとりの天使が姿を現した。

「ナギサじゃない。そういえば、あんたもチェスト解かい錠じようチームに入れられたんだっけ」

　声に振り返ったキサラギは、彼女を見て複雑な表情をした。

「私はキサラギさんを信じます。一緒にがんばってお姫様を助けましょう」

　ナギサと呼ばれた彼女は必死の表情で言った。

「だったら、あなたはおとなしくしてなさい。このゲームはあなたのような間抜けが一番に脱落するゲームなの。チームの足を引っ張らないようにすることね」

　キサラギはそう言い捨て再び歩きだす。

「そんな言い方ないんじゃないか？　せっかく友好的に呼びかけてきてくれたのに」

　遼りよう一いちはキサラギを追いながら言った。振り返ってみると、ナギサはキサラギの言葉にショックを受けた様子で立ちつくしていた。

「ユーロランドで私は表向きアクセショップの店員をやってるって言ったでしょ。彼女は研修で私の店に配属されたの。でも、彼女はドジばっかりの役立たず。研修生としてけっこう時間が経たっているのに、未いまだに研修が終わらない。天使としても可能性のない落ちこぼれなのよ」

「落ちこぼれってひどいぞ。彼女とこの状況で協力するべきだろ」

「落ちこぼれは事実よ。現にこの状況であんなのんきな発言をすること自体ずれている。慎しん重ちように行動しているチームのメンバーに迷惑をかける行動じゃない。あのチームと協調するにしても、ナギサ個人は信用しない。必ずどこかでミスをして足を引っ張る子だからね。こんな状況だからこそ、私は慎重に動きたいの」

　キサラギは平然と通路を進んでいく。遼一も残してきた奈な々なたちが心配だったので、それ以上言わずキサラギに続いた。

　奈々を残した先ほどの場所に近づくと、怒ど号ごうなどが飛び交い騒そう然ぜんとしていた。正気を取り戻してきた入場客たちが奈々を責め立てているようだった。

「……静かにしないと、また危ないことになっちゃうんだから」

　奈々は混乱する人々を前に、不満げな顔をしている。

「先に説明しろって言ってんだよ。ここのスタッフなんだろ」

　奈々の目の前で、若い男性が声を荒らげている。

「だから、まず静かにしてって言ったわ」

「その言いぐさはなんだよ！」

　怒号を上げる男性や、泣き崩れている女性など、場が混乱して収しゆう拾しゆうがつかない。

「スタッフには説明責任があるはず。私たちはこうして危険に巻き込まれているのよ」

　ひとりの女性が立ちあがって奈々に意見した。

「その意見は論ろん理り的に矛む盾じゆんしているわ。私たちは自らも危険な状況の中、さらに危険を冒してあなたたちを助けたの。そして助けられたあなたたちは、その作られた安全の中で意見しているだけ。よって、私に説明責任など存在しないことになる」

　奈々の言動に、さらに不ふ穏おんな空気が漂ただよう。横ではキサラギが大きくため息を吐いていた。

「奈々、そんなこと言ってる暇はないよ。もう、いつシャットダウンになってもおかしくない。とにかく、行動しなきゃいけない」

「待てよ、先に説明だろ」

　男性が奈な々なを呼び止めた。

「私はスタッフとして最低限の義務は果たしてるのに、なんで勝手なことばかり言うのよ」

　奈々も入場客を突き放すように言った。

「最低だぞ。現に人が死んだんだぞ。おまえは人殺しだ」

　そんな言葉に追つい従じゆうして奈々に次々に罵ば声せいが浴びせられた。それでも、奈々は彼らを無視して離れる。

「申し訳ありませんが、その場で待機してください」

　奈々に代わって、キサラギが営業スマイルを浮かべて話しかけた。

「トラブルが起こっていますが、私たちスタッフも原因を図りかねています。ですので……」

　キサラギが説明する横で、剣を握った奈々がこちらに来た。

「もう時間がないわ。入場客はほっといて行動しよう」

　冷たい奈々の表情に怯おびえたように、摩ま耶やは遼りよう一いちの背後に隠かくれるようにしている。

「奈々は冷たすぎるぞ。もっと言い方があるだろ。気を遣えよな」

　遼一が言うと、奈々は不満げに遼一を睨にらんだ。

「なんだよ、そのむくれ顔は。おまえが悪いんだぞ」

「……違うでしょ」

　奈々は顔を歪ゆがめながら遼一の体を叩たたいた。

「あんなひどいこと言われたら、慰なぐさめてくれるのが普通でしょ。奈々は悪くないぞ、とか言ってくれるはずでしょ。私だって傷ついているんだから……」

「でも、奈々」

「でもじゃないわよ、馬ば鹿か」

　うつむく奈々に歩み寄ったのは摩耶だった。

「先せん輩ぱいは確かにそういうところがありますよね」

　摩耶は奈々を抱きしめながら遼一に言った。

「奈々は悪くないからね」

「……うん」

「だからそんな時間はないっての。……ほら」

　寄ってきたキサラギが言った。

「来てる。天使たちが近づいてきている」

　摩耶に抱きしめられていた奈々がすっと顔を上げた。

「最初に襲ってきた、サンダーソードチームよ」

「また戦せん闘とうになるわ。どうするの？」

　奈な々なが摩ま耶やを守るように周囲を警けい戒かいしている。

「議ぎ論ろんはできる。あっちの二チームはそれぞれ剣に経験値を持っている。そして、私たちは人間たちを持っている。交渉の材料はそろっているってこと」

　キサラギは一いつ瞬しゆんだけ背後の入場客に視線を向けた。とても冷たい天使の表情に、遼りよう一いちの背筋がぞくりとした。

「きっと、時間的にもこれが最後の接触になる。グングニル創造となるか、それとも──時間切れでシャットダウンとなるか」
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　ユーロランドのパレードが終わろうとしている。

　クーデターサイドが立てこもる中央広場への道には、ランドの天使たちが配置されている。シャットダウンの時間が迫っていた。

　ジェシカはお姉ねえ様を横目に、そっと持ち場を離れた。横には巨大なキャッスルがそびえ立っており、カラフルなカクテルライトで彩られている。

　時計を見ると現在八時二十七分。奈々たちは一時間前にはキャッスルに入っているが、未いまだに出てこない。ラストチェスト解かい錠じようの兆きざしはなかった。このまま、シャットダウンが行われれば、キャッスルの中でゲームを行っているプレイヤーは死ぬことになる。

　ジェシカは待機するランドの天使を背に走りだした。シャットダウンが行われるのは、ユーロランドの端の野外ステージがある緑地エリアだ。キャッスルの上空に花火が打ち上がると同時に電源を落とす作業が行われる。

　中央広場を囲むように、水路越しにずらりと人垣ができている。それらは、東京の天使たちがテンプテーション能力で操った人間の盾だ。クーデターサイドの天使たちへの武力として使われている。

　ジェシカはその人垣の中に紛まぎれ込みながら走った。もう二十八分だった。シャットダウンまで残り二分。このまま走って緑地エリアに行ければ……。

「きゃっ」

　つんのめったジェシカは、ずさっと滑すべるように転倒した。コンクリートで削れた膝ひざが血で滲にじんでいる。無表情で立つ人間たちは密集して動き回っており、足を取られてしまったのだ。

「時間がないのに……」

　焦あせって走りだそうとしたジェシカは、ドシンと人間と衝しよう突とつした。走るにはあまりに人垣が邪じや魔まだった。しかし、閑かん散さんとした場所を走れば持ち場を離れたことが知られてしまう。

　ジェシカは立ち止まり着ていた服を一枚ずつ脱ぎ始めた。ベルトを外すと、ジェシカの足下にストンとスカートが落ちた。

　下着姿になったジェシカは、人混みを搔かき分けるように進み、音を立てないように水路の中に身を沈めた。

　水路越しの中央広場では、園内を回ってきたパレードがチカチカと電でん飾しよくを点灯させ、マスコットキャラクターたちが踊っていた。
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　キャッスルの盤ばん上じようが混乱し始めた。こちらに向かってくるのは、サンダーソードを持ったチームだ。人間たちを襲うべく接近してくる。

「また入場客を避ひ難なんさせないと……」

　遼りよう一いちは背後に固まる入場客を目にした。前方からは、遼一の目にも接近してくる天使たちの姿が見えた。残り少ない時間の中、天使たちもなりふり構っていられないようだ。

「人間を避難させてどうするの。あれは餌えさよ。天使たちをおびき寄せる餌」

　キサラギは冷たく言った。

「餌とか、なに言ってるんだよ」

「遼一、やるしかないわよ。人間たちを避難させるなんて甘い考えはやめなさい。私たちはグングニルを作ることだけを考える。避難させたって、ゲームに失敗すれば死ぬんだから」

　さすがにこの場面でも奈な々なは冷静だった。

「おい、何が始まったんだよ」

　異変に気づいた若い男性が、遼一たちに詰め寄った。

「黙ってて、本当に危ないんだから」

　奈々も吐き捨てるように言い剣を握った。

「一カ所に集まっていてください。必ず安全はお守りします。動き回ると危険ですから」

　キサラギはこの状況でも笑顔を浮かべて対応した。テンプテーションの力を利用しているのか、キサラギの笑顔に対しては人々は従順となる。

　しかし、遼一はキサラギの笑みにぞっとしていた。キサラギは、いざというときのために、人間たちを一カ所に集めている。グングニル創造への数字として扱っているのだ。

「摩ま耶やちゃんは俺から離れるな。俺の後ろのマスにいるんだ」

　遼一は盾を握った。入場客のことを考えている場面ではない。もう人間的な思考をしている状況ではなくなっていた。いつシャットダウンが行われ死んでもおかしくない。

「襲ってきているのは最初のチーム。サンダーソードのチームよ。サンダーソードの攻こう撃げき距離は六マス。そして、攻撃をしばらく防ぐ必要がある。時間を稼かせぐのよ」

　遼りよう一いちはキサラギの言葉に顔をしかめた。

「時間を稼かせぐって、この状況で……」

　はっと前を見ると、暗がりの中で天使たちがこちらを見つめていた。三人とも姿を見せている。その中のひとりが口を開いた。

「議ぎ論ろんしたいわ」

「そうね。戦いは時間だけがすり減るからね。それに、天使同士で戦うとどうしても決着がつかない。隠かくれて接近しても、位置がわかっちゃうからね」

　キサラギがうなずいた。

「結論としてグングニルを作るしかないわ。このまま、剣を置いてあなたたちは退いてほしい。そうすれば、それ以上の追つい撃げきはしない」

　声を潜ひそめて天使が言う。

「そして、十人の人間も一緒に差しだせって？」

　奈な々なが背後に集まる人々を見た。

「……十一人よ。グングニルを作る可能性はできる限り上げる必要がある」

「断る。三チームの剣を合わせて、すでにグングニルができる可能性が高いだろ」

　遼一は首を振った。摩ま耶やを含む十一人の人間を差しだせと言っているのだ。

「経験値を合わせるのは、あくまで最後なの。わかるでしょ」

　剣を合わせてグングニルができなかった場合、武力を放ほう棄きした側が殺される。だからこそ、合わせるのなら、確実にグングニルを作る必要があるのだ。天使たちは、この状況になっても合理的な行動を放棄していない。

「そんなことを言ってるから、こんなせっぱ詰まった状況になったんだろ。なんで、最初に協力しなかった。脱落した一チームは、仲間を信じて剣を差しだしたんだろ？　それなのに──なんで殺した？」

　遼一は天使たちを睨にらみつけた。

「殺したのは私たちじゃないわ」

　では、もうひとつのチームが強引な行動を起こしたというのか。遼一は先ほど接触したチームを思いだした。キサラギの知り合いのナギサという天使がいるチームだ。ナギサのような天使がいるチームが、そんな行動をするとは思えなかった。

「とにかく時間がないわ。十一人と剣を差しだしてほしい。私たちは約束は守る。あなたたちを攻撃したりはしないと」

「……十人ならどう？」

　キサラギがちらりと摩耶を見てから言った。

「キサラギ、そんな問題じゃないわ。ゲームに失敗することになったとしても、人間たちは殺したくないの」

「どうせ死ぬのよ。この状況でなに甘いこと言ってるの？」

　キサラギが呆あきれたように奈な々なを見た。

「だって、そんなことすると……遼りよう一いちが怒るから」

　奈々は困ったようにつぶやいた。

「わかった。ということで交渉は決けつ裂れつした」

　キサラギは天使たちにそう言った。

「じゃあ、強引にやるわ」

　天使たちが剣を握るのを見て、遼一は愕がく然ぜんと首を振った。最悪な展開となってしまった。強引に攻こう撃げきしてこられたら自分たちを守るだけで精一杯だ。遼一たちが逃げ切れても、人間たちは確実に殺される。

「くだらない人間的な正義感を出したがためにこうなったのよ」

　天使たちが一歩進み出た。

「待て、俺たちに剣を渡せ。そうしたら、俺が残りのチームの剣と合わせてグングニルを作ってやる」

　遼一は手を差しだした。

「言葉なんて信じられない。チェックメイトよ」

　天使が剣を振り上げる。刀身が明めい滅めつするのが見えた。

「それはこっちだわ」

　奈々が言った。剣を構えていた天使たちは、異変に気づいて顔をしかめた。

「そうよ。私たちはもう一チームの方と組んでいるの。あなたたちの剣を奪うためにね。このゲームはポジション取りが重要になっている。二手から挟はさみ撃うちされたら確実に負けることになる」

　キサラギが言った。彼女たちの背後から、あのナギサチームが近づいているようだ。あのとき、キサラギはこの交渉をしていたのだ。冷れい酷こくに天使たちを殺す計画を練っていた。

「奈々は知ってたのか」

「うん。いい方法だと思ったわ。こうなったら、ゲームどおりに戦うしかない。戦って剣を奪うしかないもの」

　奈々は平然とうなずいた。

「私たちを信じて剣を差しだしてくれていたら、死ぬことはなかったのにね。でももう無理。挟まれているから逃げ場もない」

　キサラギが前に進み出た。

　天使たちは剣を構えて反撃する素振りを見せたが、背後の気配に気づいて混乱している。ああなっては為なす術すべがない。

「……いい、彼女たちが殺されたら、すぐに逃げるのよ。時間的にもあっちのチームに剣を渡した方がいい」

　奈な々なが囁ささやいた。

「ちょっと待てよ。彼女たちは死ぬのか？　それはおかしいぞ」

「遼りよう一いちは何が気にいらないの？　それがいちばん効率的で被害も最小限に抑えられる。人間的な行動だわ。被害が出るのは天使たちだけにできるかもしれない」

　奈々はその行動を受け入れている。

「……できなかったらどうするんだ？　そうしたら、次は残りの入場客を、ってなるんだろ。奈々、それは人間的な行動じゃないぞ。天使の機械的な思考だ」

　遼一は奈々に言った。

「そんなこと言ったってしょうがないじゃない。私は遼一や摩ま耶やを守りたいの。このままじゃ、みんな死ぬのよ。綺き麗れい事ごとだけ言ってたら全てを失うのよ」

　奈々は心外だという表情で反論した。

「違うんだ。俺も摩耶ちゃんも、他人を犠ぎ牲せいにして生き残りたいなんて思わない。それは違う。奈々はこんな簡単なことがわからないのか？」

「そっちこそわかってよ。私は人間を守るべく最大限の努力をしている。犠牲を出すのは、天使だけにしている。このトラブルの原因となった天使たちの中で処理するって。だから、責められる理由はない」

「馬ば鹿か、天使も人間も関係ないだろ。俺は奈々にそんな考えをしてほしくないだけだ」

「そっちこそ馬鹿よ。遼一のわからず屋」

「黙って！」

　言い合いをするふたりに割って入ったのはキサラギだった。

「こんな状況で何を言ってるの。一秒でも急がなきゃいけないときじゃん。そんなくだらない喧けん嘩かを処理する時間はここにはないの。集中してよ。相手の攻こう撃げきも盾で防ぐ準備をして。彼女たちを逃がしちゃいけない」

「くだらなくはないんだ。大事なことなんだよキサラギ」

　遼一は首を振った。こんなときだから言わなければならないのだ。

「……私は遼一の言っていることは理解できない。私は冷れい酷こくな天使だから、動くしかないの」

「キサラギも仲間を殺したくないっていう感情はあるはずだ」

「でもね、論ろん理り的に君の意見のほうが分が悪い。私の意見は生産的だもの。プラスとマイナスの要素を提てい示じしつつ行動の結論を出した意見。対して、遼一の意見は私の意見を否定しているだけ。つまり私の行動に寄生しているだけ。責任もなくただ否定して時間をすり減らしただけの行動。論理に反する意見」

「わかってる。俺がなんとかする」

　遼一は盾を持ったまま前に進み出た。

「剣を置いて逃げてくれ。あとは俺たちがやる」

　遼りよう一いちは三人の天使たちに呼びかけた。

「危ないわよ、馬ば鹿か。出ていったら殺されちゃうわよ」

「駄だ目め、それ以上進むと攻こう撃げき範囲内に入る」

　キサラギが奈な々なを制した。

「……剣を置いて逃がしてくれるっていう保証は？」

　天使のひとりが遼一に剣を向けながら言った。

「俺を信用してくれるほかない。無む駄だな戦いはしたくない。これ以上、ひとりも犠ぎ牲せい者しやを出さないでゲームをクリアする方法を選びたい」

「人間の言葉を信用しろと？」

　天使たちの向こう側に人影が見えた。ナギサたちのチームが目視で確認できる距離まで接近している。

「戻ってきて。攻撃に巻き込まれるわ」

　奈々が叫んでいる。

「天使は人間を信用できない？　だとしたら、人間と天使たちは絶対に協調できない。理屈と綺き麗れい事ごとでいくら飾っても、信頼し合うことは絶対にできない。ただ利用し合う関係で終わる。利益を奪い合って殺し合う未来しかない」

　遼一はだらだらと汗をかきながら話し続ける。

「バグと戦うために人間社会の中に天使がいる。でも、それでいいのか。ずっとそんなことをやって人間社会に寄生するのか。バグがいなくなったらどうする？　天使たちがバグを作りだすのか？　バグも天使も同じなんだろ。天使が自身の存在価値のためにバグを野放しにしているのも知っている。そんな関係は異常だ、おかしいぞ」

「あなたは何を言ってるの？　盾に隠かくれたあなたに諭さとされる覚えはないわ」

「……もしもバグがいない世界になったらどうするんだ？　そのとき、人間は天使たちを受け入れてくれると思うか？　いや無理だ。今まで利害だけの関係だったからだ。人間たちは天使を拒絶し、天使たちは人間を攻撃する。そんな凄せい惨さんな世界ができあがるだけだ。そんな世界を作らないためにはお互いに信用するしかない。だから、俺はまず、天使たちを信用する」

　遼一は持っていた盾を足下に置いた。

「ば、馬鹿。なにやってんのよ！」

　そんな行動を見た奈々が悲鳴を上げた。

「……剣を置いてくれ。そして逃げてくれ」

　遼一は言った。

　遼一の目の前の天使が剣を振り上げる──
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「シャットダウンの準備が整いました。あとは、お姉ねえ様からのコードを待つだけです」

　リサはお姉様に有線の電話機を差しだした。

「そう」

　お姉様は椅い子すに座りながら、横の男の髪を撫なでている。

「コードを入力して、その十秒後までに二つのスイッチを同時に押せば、シャットダウン作動です」

　華やかなパレードは終点の中央広場で終演を迎えた。

　目の前のモニターには未いまだにミズホが映っている。中央広場のステージで笑顔を振りまくミズホの姿があった。

「……あの恩知らずが」

　お姉様は憎々しげにミズホを見つめている。

「ちょっとばかり特殊能力の才能があったから、私が教えたこともあった。しかし、それを仇あだで返すとはね。やはり、優ゆう秀しゆうすぎる天使は早く殺さねばならない……」

「どうぞ、もうすぐ花火も打ち上がります」

　お姉様は、リサから受話器を受け取った。コードは日付などのランダムナンバーの平方根で作成している。彼女は頭の中で複雑な演算を行い、算出したコードナンバーを口にした。

　電話機をリサに放り投げ、お姉様はモニターに映るミズホをギロリと睨にらみつけた。

「堕だ天てん使しとして処分され、永遠に暗黒を漂ただようがいい」

「コードナンバー入力。正規ナンバーとして受け入れられました」

　電話機を持ったリサが言った。

「これで終わりよ。──死ぬがいいわ」

「シャットダウンまで、５、４、３……」

　リサはキャッスルを向いてカウントダウンを始めた。

　次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと共にキャッスルの上空に金色の花が咲いた。
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　遼りよう一いちの前で光を帯びた剣が振り下ろされる。奈な々なの悲鳴が聞こえる中、遼一はただ立ちつくしていた。

　──死ぬ。遼一は目を閉じた。

　しかし、自分の体に異変はない。そっと目を開けてみると、剣先はぴたりと遼りよう一いちの鼻先で止まっていた。

　息を止める遼一の前で、剣を握っていた天使は小さく頭を振っている。手から剣がかつんと音を立てて落ちた。天使は人間を斬きる選択をしなかった。

「……人間のあなたを信じたわけじゃないわ。どちらにしろ時間がないこの状況で、合理的な判断をしただけ」

　天使は下を向いたまま言った。

「奈な々な、キサラギ、道を空あけてやれ。彼女たちを逃がしてやる」

「この馬ば鹿か」

　真まっ青さおになっていた奈々は、それでも遼一の言うとおりに逃げるスペースを空けた。

「人間はときおり、私たちの予想を超えた行動をする」

　剣を捨てた天使は、ちらりと遼一を見てから足を踏みだす。

「ありがとう。チェストを開けるために最大限の努力をする」

「だったら、ここで私たちを逃がしちゃいけない。チェストを開ける結果を出すにはね」

「人間たちの考えは違う。結果じゃなくて、結果を出すまでどうしたか、が重要なんだ」

「……そう。ぬるい考え」

　彼女は呆あきれたように笑うと、遼一から距離を取る。

「本当ならこうやって協調すればゲームは簡単に終わったんだ」

　そんな遼一の言葉に、ふと彼女が振り向いた。

「私もそう思う。でも、何らかの意図が邪じや魔ましていた。もしも、その原因が私の推すい測そくどおりなら、必ずあの子はこう言うはず────」

　彼女は遼一に耳打ちして離れていった。

「早く、剣を拾って」

　奈々が叫んだ。武力を放ほう棄きした三人の天使は逃走する。奈々もキサラギも彼女たちを攻こう撃げきする素振りは見せず素直に逃がした。

「まだ、終わっていないのよ。もう一チームがいる」

　奈々の声に、はっと前を見ると、暗がりの中に天使たちのシルエットが浮かんだ。ナギサチームが接近してきたのだ。

　遼一はサンダーソードを拾いながら、ナギサのチームと向かい合う。これで、彼女たちの剣と経験値を合わせれば終了だ。最初に襲いかかってきた攻撃的であるチームの信頼を得て剣を手に入れたのだ。あとは簡単なことであるはずだった。

　しかし、あちらのチームのナギサはこう言った。

「時間がないから、剣を渡してください」

　ナギサが手を差しだしている。

「なにをしてるんです？　それをこっちに投げてほしいんです。もう時間がありません。仮にグングニルができなくても、あなたたちを襲わないと約束します」

　ナギサの言動に遼りよう一いちは息を吞のんだ。そうなのだ。あのとき、サンダーソードを渡した天使はこう言った。

　──ナギサが剣を渡せと言う、と。

　いや、時間的にも議ぎ論ろんしている暇はなかった。この二つの剣の経験値を合わせてグングニルを作れる可能性に賭かけるしかない。

　剣を渡そうとした瞬しゆん間かん、やはり遼一は嫌な予感がした。もしもグングニルができなかった場合、彼女たちはこのホールにいる人間たちを狩る選択をするだろう。しかし、それとは別になんだか嫌なことが頭に浮かんだ。

「時間がありません、早く」

　手を差しだすナギサが焦じれている。遼一の背後に立つキサラギも、剣を渡すことを促しているように見えた。合理的に考えれば、剣を渡すべきだった。

　遼一はサンダーソードを持ったまま立ちつくした。

　──時間がない。確かにそうだ。しかし、何故ここまでゲームがずれ込んだのだ？　なんだか、誰だれかが操作をしたかのごとくゲームクリアが先延ばしされた。

　そのとき遼一は音を聞いた。空気を震ふるわせる爆発音が鼓こ膜まくを震わせる。

　それは、キャッスル上空で破は裂れつする花火の音だった。
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　ばしゃんと水面から顔を出したジェシカは大きく息を吸い込んだ。

　はしごにつかまり水路から上がると、その場所は緑地エリアの近くだった。入り組んだ水路を泳いでここまで来たのだ。全力で泳いできたため体がふらつく。それでも、すぐにジェシカは走りだす。濡ぬれた髪が鞭むちのように激しく顔に当たった。

　シャットダウンの電源スペースはどこだったか。周辺はユーロランドのキャラクターたちが住む森をイメージしているため、木々の中にカラフルな小屋などが建っている。入場客は中央広場を囲む壁に使われているため、まったく人の気配はなかった。明るいテンポで流れる音楽が、とても間抜けに聞こえた。

　整備された森を走り抜けると白い塔が見えた。妖精が住む白い塔のイメージなのだ。その地下にシャットダウンを行う設備があるはずだった。

　塔の前にランドの天使が立っていた。やはり、あの塔だ。

　ジェシカは塔の入り口へと走る。

「止まって。近づいたらいけない」

　走ってくるジェシカを見た天使が驚いた様子で制止した。

「どいて！」

　ジェシカは制する天使を振り切り入り口の扉に手をかけた。内側から鍵かぎがかかっていたが、それでも力を込めると、甲高い金属音と共に扉が開いた。

「シャットダウン準備で、立ち入り禁止よ」

　天使が止めたが、ジェシカは彼女を突き飛ばして扉の中に入る。扉の向こうは、地下への階段があった。ジェシカは飛び降りるように階段を駆け下りた。

「──コード入力完了しました」

　地下に駆け下り、声の聞こえた部屋に入ると二人の天使がいた。彼女たちはそれぞれ対角の壁に立っており、ガラスカバーを叩たたき割ってスイッチに指を添えたところだった。

「トラブル？」

　ふたりは動きを止めてジェシカを見る。

「違うの、シャットダウンが起こると、仲間やお姫様も死んで……」

　ずぶ濡ぬれのジェシカが訴えかけていると、追ってきた天使がタックルをして揉もみ合うように転がった。

「シャットダウンを続行して」

　ジェシカを押さえた天使が言った。

「押したら駄だ目め！　今シャットダウンをしたら、お姫様が死ぬ。そうしたら、また人間を食べなきゃいけなくなる。それでもいいの？」

　ジェシカは羽交い締めにされたまま叫んだ。

「カウントダウン開始。五秒前……」

　準備をしていたふたりはボタンに再び手をかける。

「やめて！　友達がお姫様を助けるためにゲームをしているの。私たちの仲間よ。それを見捨てるの？　仲間を見捨ててまでやらなきゃいけないこと？」

　暴れるジェシカだったが、数人がかりで押さえつけられ動けない。

「宿主を食べたときのこと憶おぼえてる？　私はあんなのもう嫌。人間を食べたくない」

　ジェシカの言葉は届かずに、カウントダウンが始まる。

「４……３……」

　シャットダウンへのカウントダウン。冷たいカウントダウンを聞き、ジェシカが力なくうなだれた。

「お願い、押さないで。お願い」

　ジェシカの視界が涙でぼやけた。

「……２……１……」

「お願い……」

「……０」

　カウントが終わった。
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　薄暗いホールの中で、遼りよう一いちたちは棒立ちになって花火の音を聞いていた。

　花火の音は、高く積み上げた積み木が倒れるような、残ざん酷こくな破は壊かい音おんとして耳に届いた。ゲームの終演の音……。

　沈ちん黙もくの中、心音が聞こえた。それは、なんだか自分の鼓こ動どうではないような気がした。もうひとつの心臓の音が重なって聞こえる。

　振り返ると、奈な々なが顔を凍りつかせて立っているのが見えた。ああ、まだ奈々の心臓は動いている、と、そう思った。

「……八時半になった。いつの間にかこんな時間になっていた」

　キサラギが声を絞りだすように言った。

　囁ささやきのような声が聞こえるほど場は静かだった。誰だれも動かない。動けばバランスを崩してしまうかのように感じた。

「……シャットダウンは起こっていない」

　遼一は言った。八時半のシャットダウンはあくまで推測なのだ。

「時間を逆算して、この時刻辺りに起こるはずだった。いや、もういつ起きてもおかしくない。もうデッドラインは過ぎたってこと」

　キサラギの声は震ふるえている。

「だから剣をください」

　目の前のナギサが泣き顔を作り懇こん願がんしている。

「早く渡して。もうそうするしかない」

　キサラギは遼一に剣を差しだすことを促している。

「そうよ、剣を投げてこっちに戻ってきて」

　奈々が遼一に両手を広げてみせた。

　しかし遼一の胸の中には疑心が広がっていた。遼一が手に持つサンダーソード。これを渡した天使は冷静で合理的な判断をした。そして、彼女はナギサを疑っていた。ここまでの混乱の要因はナギサにあるのでは、と。

　ナギサの目的はわからないが、ゲームクリアとは別の意図を混ぜている。

「こっちに渡してくれ。俺がグングニルを作る」

　遼りよう一いちははっきりと言った。背後ではキサラギと奈な々なが啞あ然ぜんとしている。目の前のナギサも、困惑した様子で首を振った。

「こんな議ぎ論ろんをしてたら、時間だけがなくなっちゃいます」

「君たちのチームは、一回過ちを犯している。だから、俺たちのチームでグングニルを作る。協力してくれ」

　遼一は手を差しだした。

「でも……」

「いいわ。渡していい。確かに時間はない」

　戸惑うナギサを制したのは、隣となりに立つ天使だった。

「経験値はこの剣の中に入っている。全ての経験値がね」

　剣を握る天使がそう言った。

「経験値を合わせるには、刀身と柄つかを合わせるの。ほら、もうこっちに集めているから反応はしない」

　彼女はもうひとりと剣を合わせてみせた。確かにその剣に経験値を集めているようだった。

「……ここに置くわ」

　そう言い、剣を足下に置いた。

「わかった、ありがとう」

　遼一の言葉に、ナギサが首を振った。

「条件があります。もしもグングニルができなかった場合に、私たちを襲わないという確約がほしいんです。そのために……人質がほしいです」

「人質って？」

　遼一は眉まゆ根ねを寄せた。ナギサの横に立つふたりの天使もナギサの言動に対しわずかに顔をしかめた。

「これはこの状況であっても当然の行動です。時間がないからこそ、合理的に行動をするべきです。両手を縛しばって差しだしてほしいのです。もしも、約束を破る動きをしたら、残った剣で彼女を殺します。レベル１の剣でも数回斬きれば殺せますから」

「……わかった。キサラギ行ってくれ」

　遼一はキサラギを向いた。

「なんで私なのよ」

　むっとしたキサラギが睨にらみ返す。

「時間がないだろ。もう言われたとおりにするしかない。早く手を縛れ」

「いえ、奈々を人質に指定します」

　ナギサはそう言った。







　pm 8:34




　ユーロランドの上空がカラフルな花火で彩いろどられていた。

　その下には、ライトアップされたユーロキャッスルが闇やみに浮かび上がっている。花火とカクテルライトが夜のユーロランドをデコレーションしていた。

「……何故シャットダウンがされないの？」

　椅い子すに足を投げだして座っていたお姉ねえ様がつぶやいた。

　リサはキャッスル上空で火花を散らす花火を見上げていた。風があるのか花火の形が崩れている。バサバサとリサの穿はいているスカートがはためいた。

「こちらに来なさい、リサ」

　お姉様に呼ばれて、リサはカフェへと走った。

「どういうこと？　花火と共にシャットダウンをするはずだったわ」

「緑地エリアの電源でトラブルがあったようです」

「装置が故障するはずがないでしょ。……何があったの？」

　お姉様がリサを睨にらみつけた。

「一部の天使がシャットダウンを拒否したようです。キャッスルのチェストが開くまで、と」

「クーデターサイドに荷か担たんしたということね」

「いえ、小鳥と仲間を思う故ゆえの行動ではあると思います。寝返ったとまでは……」

「何人が寝返ったの？」

　お姉様の表情が険けわしくなっていく。

「チェストが開くまでもう少し待ってほしいとのことです。これから私が交渉をします」

「交渉ですって？　生なま温ぬるいわ」

　お姉様がガツンとテーブルを叩たたいた。

「東京の天使を使って処分しなさい」

『……お姉様』

　声は、モニターに映ったジェシカからだった。緑地エリアのスポットからモニターを使って連絡をしてきたのだ。

「戦せん闘とう服ふくに着替えなさいと言ったはずよ、ジェシカ」

　お姉様はモニターを向いてから、目をつり上げる。ジェシカの後ろにはユーロランドの天使たちが立っていた。シャットダウンを任せていた天使たちだった。

「誰だれがやったの。誰が首しゆ謀ぼう者しやなの」

　低く重い声に周囲の空気が震ふるえた。お姉様の表情にリサさえも直立不動の姿勢になった。

『誰が首謀者と言われましても……』

　モニターの向こうの天使のひとりが震ふるえながら言った。

『みんなでやりました』

「人間のような不抜けた言い訳をするのはよしなさい！」

　爆ばく音おんのような声に、隣となりに座っていた男が血を吹いて倒れた。

「さっさと電源を切るのよ。そして、こんな行動を起こしたのは誰だれ？」

　お姉ねえ様は倒れた男の頭を蹴けり上げながら叫んだ。

『……私です。私がみんなに頼みました。シャットダウンを止めたのも私です』

　一歩前に進みでたのはジェシカだった。

『シャットダウンをすると、お姫様も仲間も死んでしまいます。ですから、もう少しだけ待ってほしいと……』

　ジェシカが震えながら怒ど号ごうに身構えている。

「それがなんなの？」

　お姉様の口元に微かすかに笑みが浮かんだ。

『私は、また人間を食べるのは嫌です。そして、ユーロランドで一緒に過ごした仲間を見捨てるのも嫌です』

　ジェシカははっきりと言った。

『その痛みをみんなもわかってくれました』

「お黙り！」

　二発目の衝しよう撃げきに、お姉様の周りにいた天使たちがよろめいた。リサの口からつーっと血が垂たれ落ちる。

「処分するわ。……この倫りん理り違反者を殺しなさい」

　お姉様がジェシカの背後に立つ天使たちに言った。しかし、天使たちは震えているだけで、誰も動こうとはしなかった。

『奈な々なと宿主のふたりの関係を見て思ったんです。天使と人間の関係、そして天使同士の関係だって、心を通じ合わせることができると思いました』

　お姉様の周囲は静まり返っている。ランドや東京所属の天使たちが、ジェシカが語るモニターに引き込まれるように目を向けていた。

「天使が心を語ってどうする？　機械に心がないように、天使もそうよ」

『たとえそうであっても、人間に恋することもできる機械です……』

　モニターのジェシカは涙を流していた。

　リサの胸がちくりと痛んだ。ジェシカは特殊能力など使用していない。それなのに、何故か彼女の涙を見ると胸が痛む。

「リサ、愚おろか者ものを処分させなさい。作戦を続行するわ」

「……もう少しだけ待ってください」

　リサは言った。

「なんですって？」

　お姉ねえ様が驚いた表情をした。

「チェスト解かい錠じようのための時間をお与えください」

「誰だれに指図しているの。あなたまで反抗するというの？」

「あと十分、いえ、五分だけでも……」

　リサは衝しよう撃げきに備えたが、お姉様はどすんと椅い子すに座っただけだった。

「あと五分だけ待つわ。今から五分。八時四十分まで」

　お姉様は冷たい笑みを浮かべた。

「でも、憶おぼえておきなさい。ペナルティは全てが終わってから与えるわ。そして、このたった五分のために、おまえたちは長い時間苦しみ後悔することになるわよ」

　そんなお姉様の笑いに合わせて、意識を朦もう朧ろうとさせた男が追つい従しようの笑みを浮かべた。

「何がおかしい！」

　殴りつけられた男は頭を潰つぶして石いし畳だたみに倒れた。

『……早く、あと五分だって』

　ジェシカが小さくつぶやいた。







　pm 8:35




「あなたと奈な々なの関係は知っています。ついに宿主を食べられなかった特殊な関係。あの人と同じです……」

　遼りよう一いちはナギサの言葉を聞きながら突っ立っていた。すり減る時間の中、ほとんどまともな思考ができなかった。これはチキンゲームだ。猛スピードで崖がけに突っ込む二台の車。死が迫る中、お互いに相手を牽けん制せいし続けている。

「いいわ。私なんて人質にとらなくても、遼一はあなたたちを殺すことはしないけどね」

　奈々はすでに後ろ手に両手を縛しばっている。

「お互いに距離を取りながら、一マスずつ近づきましょう。私は奈々に。あなたは剣に。そして、グングニルができたら奈々は解放します。すぐにチェストを開けに走ってください」

「こんなこと時間の無む駄だだぞ」

　遼一はサンダーソードを握りながら焦じれていた。すでに、先ほどキサラギの持った剣の経験値も合わせてある。要するにこのキャッスルで稼かせいだ全ての経験値は二本の剣に集束している。

「間抜けなナギサの言うとおりにやるしかない。これ以上交渉をこじらせちゃいけない」

　奈々を縛り終えたキサラギが言った。

「わかった。そのふたりは下がって。もうゲームの本線とは関係ない。ボスの撃げき破はは俺がやるから安心してくれ」

　遼りよう一いちはナギサの背後に立つふたりの天使に言った。

「あなたたちは出入り口へ向かっていて。ゲームクリアとなったら、すぐに城の外に出てクーデター殲せん滅めつ作戦に参加するの。戦力が足りてないはずだから。そして、小鳥の救出に成功したと伝えなさい」

　キサラギが指示を出すと、ふたりはうなずき素直に従った。プレイヤー同士の交渉も終局だった。あとはグングニルを作るだけだ。

「キサラギさんも下がっていてください。奈な々なはその場に」

　ナギサは自分の足下に経験値を集めた剣を置いた。奈々と剣の交換が行われる。遼一は剣に、ナギサは奈々に向かって足を踏みだした。

　遼一とナギサは円を描くように動き、それぞれの目標へと接近する。キサラギはいぶかしげな視線をナギサに向けながら後ろへ下がった。

「……遼一さん」

　ナギサは距離を置いたまま、ふと遼一に声をかけた。

「ん？」

「いえ、やっぱり、条件を変えようかと思いまして」

　ナギサはそのまま歩き、奈々と隣りん接せつするマスに入った。

「遼一、剣を合わせて」

　手足を縛しばられたままの奈々が叫んだ。遼一の目の前には、ナギサが置いた剣がある。あとはそれを拾って、持っているサンダーソードと合わせればいいだけなのだ。が、遼一は動くことができなかった。体が麻ま痺ひしたように動かず、床の剣に手を伸ばすことができない。

「ナギサ……何をした？」

　遼一は体を硬こう直ちよくさせたまま、ナギサに視線を向けた。体の自由がきかず、どすんと横の柱にもたれかかる。

「実はちょっとだけ使えるんです。痺しびれさせる程度のテンプテーション能力ですけど」

　ナギサはすっと奈々の隣となりのマスに入った。

「で、やっぱり条件を変えます。持っている剣をこちらに投げてください。やはり、信用できなくて……」

　ナギサは奈々に残ったほうの剣を突きつけながら言った。

「あんた、この状況でなに言ってるの……」

　キサラギが啞あ然ぜんとしている。

「動かないでください。動いた瞬しゆん間かんにこうです」

　ナギサが剣を振ると同時に、奈々の頭上にライフゲージ映像が出現し、それが三分の一ほど減った。ナギサの持っている剣はレベル１だが、それでもあと二回ほど斬きりつけられたら、奈な々なは死んでしまう。
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「な、なんでそんなことをするんだよ。俺はただグングニルを作ってチェストを開けたいだけなんだ」

　硬こう直ちよくする奈々を見て、遼りよう一いちの体の痺しびれが取れてきた。

「私もお姫様を助けたいだけです。彼女を守ってあげたい、と、そう思っています」

　ナギサの表情には曇くもりがなかった。天使もこれほどに純真な表情ができるのか、と、こんなときだがそう思った。

「遼一、いいから剣を拾うのよ。グングニルを作ってゲームを成功させることが重要だわ」

　ナギサに髪をつかまれている奈々が叫んだ。

「でも、奈々……」

「この子はなんかおかしい。言うことを聞いちゃ駄だ目め」

「奈々と交換です。持っている剣をこっちにください」

　ナギサが奈々に剣を向けながら言った。

「ナギサはどうしたいんだ？　言ってくれ。話してくれればなんとかする。箱の中のお姫様だけじゃなくて、君も助けてあげたい」

　遼一はナギサに語りかけた。

「持っているサンダーソードを投げてください。それだけです。でないと、もう一回……」

　ナギサが奈な々なに剣を向ける。

「わかった、やめてくれ。奈々にひどいことをするな」

　遼りよう一いちは脇の柱にもたれかかるようにしながら首を振る。何故、ここまできてこんなことになるのだ。ゲームクリアまであと一歩だというのに。

　絶望的に視線をさまよわせた遼一は、ふとあるものを見た。それは柱の陰かげに……。

「馬ば鹿か、なんですぐそういうこと言っちゃうのよ。だから、交渉が相手ペースになっちゃう」

　奈々が遼一を罵ば倒とうしている。

「交渉とか関係ないだろ。わかってないのは奈々だ。俺は奈々が苦しむ姿を見たくないんだ」

　遼一は柱にもたれながら、奈々との会話を続けた。

「それが駄だ目めだってのよ。君はすぐに表情に出ちゃう。こんなときだからこそ、冷たく行動するべきだったわ」

「表情に出るのはおまえだろうが。ポーカーやってもいい手がくるとすぐにニヤニヤして顔に出るだろうが」

「ずるいぞ。だから、いっつもそっちが勝ってたっていうの？　そんなのフェアじゃない。ゲーム倫りん理りに反している行為だ」

「ゲームに倫理なんてあるわけないだろ。勝てばいいんだよ」

「そうよ、勝てばいいのよ」

　奈々はうなずき、遼一に笑いかけた。

「だから遼一もゲームに殉じゆんじて。目の前の剣を拾って、持っているサンダーソードと経験値を合わせるのよ。私たちには大きな目的があるはずだわ。このゲームは天使と人間の世界のためにも勝つ必要がある」

「わかったよ、奈々……」

　柱に寄り掛かっていた遼一は、ゆっくりとしゃがみ込んだ。

「奈々を離せ。剣がほしければくれてやる」

　遼一は持っていた剣を床に置くと、そのまま滑すべらせるようにしてナギサへと投げた。剣はクルクルと回りながら滑っていく。

「馬鹿！　なんでそんなことするのよ」

「奈々を見捨ててまで、天使と人間の関係なんて考えられないよ」

　遼一はきっぱりと言った。

　ナギサはつかんでいた奈々の髪を離すと、手前で止まった剣を取りに行く。

「奈々、そのままナギサから離れろ」

　遼一は目の前にある剣にそっと手を伸ばした。ナギサチームが置いた剣だ。

「もう一度交渉をし直しましょう。どちらが経験値を合わせるかを」

　ナギサは遼りよう一いちが投げた剣を手に取った。一見して、お互いの剣が入れ替わったことになる。

「交渉はしない。君が何の目的で場を混乱させているかはわからないけど、俺たちはチェストを開けてゲームを成功させなきゃいけないんだ」

「何が目的って、お姫様のために私は行動をしています」

「だとしても、君との交渉はもうない」

　遼一の横に人影が現れた。脇の柱の陰かげから顔を出したのは摩ま耶やだった。

「先せん輩ぱいどうぞ」

　摩耶は持っていた剣の先を向けた。

「え？」

　ナギサが眉まゆ根ねを寄せて、手に持った剣を見た。

「そうだ。奈な々なと言い合いをしながら、この子と剣を交換していた。だからそれはサンダーソードじゃない。俺が投げたのは経験値が空からっぽのレベル１の剣だ」

　あのとき、すでに摩耶はキサラギの剣を持ち、遼一の横の柱に移動していたのだ。

「キサラギさんのテンプテーション能力で操りましたか」

　ナギサはちらりとキサラギを見た。

「違うよ。言葉でお願いしたの。手伝って、と」

　キサラギは首を振った。人間の摩耶は、天使に気配を感じ取られることはないのだ。だから、闇やみに紛まぎれて遼一に接近できた。そして、柱に隠かくれながら遼一と剣を交換していたのだ。つまり、ナギサの持っている剣に数値は入っていない。摩耶が持っているのがサンダーソードだ。

「早く、グングニルを作って」

　奈々がナギサから距離を取りつつ、縛しばられた手をほどこうと足あ搔がいている。

「……これで終わる」

　遼一は摩耶が向ける剣先に、手に持った剣の柄つかを近づけた。プレイヤーたちが稼かせいだ経験値の全てはこの二本の剣に集まっている。それは人間や天使の命すらも削って作った数値だった。ゲームはこれで成功する。

「先輩、くっつければいいんですよね。動かさないでください……」

　キサラギからシンプルな説明しか受けていないだろう摩耶は、なんのためらいもなく剣先をくっつけようとしている。しかし、遼一の持つ剣はゆらゆらと揺れていた。それは遼一自身の震ふるえだった。

　思ったのだ。もしもグングニルが作れなかったら……。

　小刻みに震える二本の剣が近づく。そして、ついに重なった。

「あっ」

　摩耶が目を閉じよろめいた。

　遼一の持った剣が七色に輝いた。その光はホールを一いつ瞬しゆんで真っ白にするほど激しかった。ついに最強の剣が誕たん生じようしたのだ。

『剣がレベルアップしました！』

　剣からファンファーレが鳴り、ヘルプキャラのスプラッチが遼りよう一いちの横に走ってきた。

「よし、あとはボスの部屋に行くだけだ」

『おめでとうございます、聖剣エクスカリバーの誕生です』

「……え？」

　移動しようとしていた遼一は、再び暗くなったホールで啞あ然ぜんと立ち止まった。

「……グングニルじゃないのか？」

『グングニルまで、あとちょっと経験値が足りませんでした。それでも、とても強い剣ですよ』

　スプラッチがはしゃいでいる。

　キサラギが愕がく然ぜんと頭上を見上げ、ナギサは小さく笑み、どすんと奈な々なが膝をついた。







　pm 8:37




「シャットダウンの用意ができました」

　お姉ねえ様の前で東京の天使が報告をした。

「次こそミスは許されないわ」

　お姉様は打ち上がり続ける花火を見上げながら言った。

「問題ありません。すぐにでもシャットダウンは可能です」

「もう三分待つわ。あと五分という約束だった」

　お姉様は配置についているランドの天使たちを横目に薄く笑った。その中には、戦せん闘とうコスチュームに着替えたジェシカもいた。

「クーデター殲せん滅めつも上手うまくやるのよ」

「十分で全て終わらせます」

　天使は一礼して離れていく。持ち場に戻る途中で、ぼんやりと立つリサに近づいた。

「失敗したわね。あなたはお気に入りだったのに、これでもう東京からも追放される」

　天使はリサに囁ささやいた。

「では、これから私の代わりに取り入りますか？」

　リサはモニターに視線を向けたまま答えた。

「ええ、それが権力闘とう争そうっていうものよ。あなたは脱落した」

　天使は微笑ほほえみリサから離れていった。

「……醜みにくい犬」

　リサは彼女の後ろ姿を見ながら言った。

　モニターには、未いまだに微笑ほほえむミズホが表示されている。中央広場からのライブ映像だ。

『花火は四十分までとなっております。最後のパフォーマンスとしてユーロキャッスルの塔からカラフルな花火が流れ落ちるナイアガラの滝を予定しております……』

　夜空に散る花火を見ても、なんの感情もわかなかった。

「……昔は周りのものが綺き麗れいに見えたんだけどな」

　リサはつぶやいた。







　pm 8:38




「…………」

　遼りよう一いちは何かをつぶやいたが、乾いた唇から声が漏もれることはなかった。

　敗北。遼一はギャンブルに負けたのだった。

　冷れい酷こくなゲームは、プレイヤーの感情や計算を拒絶する。そう、世界のルールと同じく不条理にできているのだ。

「……こんなはずじゃなかった」

　喘ぜん息そくのような息が遼一の喉のどから漏れた。

　なんでこんな暗くら闇やみにいるのだろうと思った。闇はまるで自分の心の中を表現しているかのようだった。ここで死ぬと思った。迷い続けて辿たどり着ついた終点がここだったのだ。いや、遼一はずっと暗闇の中にいた。どこに進んでいるのかもわからず歩き続け、気づけば絶望的な闇に立ちつくしていた。そして、その闇の中で終わりを迎える。

「ごめん、奈な々な」

　遼一は膝ひざをつく奈々を見つめた。

「謝る必要なんてないわ」

　奈々は首を振り遼一を見つめた。ふと見ると、いつの間にかナギサの姿は消えていた。場を混乱させたナギサはなにが目的だったのだ……。

「こっちに来て。なんだか寒くて……」

　奈々の声を遮さえぎり、キサラギの声が響ひびいた。

「なんで諦あきらめるの！　まだゲームは終わってない」

「でも、キサラギ」

「私は諦めない。チェストを開けてお姫様を助けるの。それが私の存在意義だもん」

　キサラギは遼一の言葉を遮り言った。

「無理だ。俺はそんな選択はしない」

　遼りよう一いちは剣を手に持ち首を振った。

「あとどれくらい？　グングニルまでどれだけ？」

　キサラギはスプラッチに聞いた。

『あとほんのちょっとですけど……』

「きっと、あとひとりぐらいでいいのよ。グングニルができなかったのは、ほんのちょっとの誤ご差さだった。でもできる。必ずできるの。そうしたらチェストが開く」

　キサラギは遼一に近づいてくる。

「キサラギ……できない。俺はできない」

　気づくと涙が出ていた。一人を殺せば全員が生き残れる可能性がある。そんな条件を提てい示じされても無理だった。ずっと葛かつ藤とうしていたのだ。どうせ死ぬのなら、剣で殺しても同じなのではないかと。しかし違う。他人を突き落とし殺す行動は、たとえ全員を助けるためであってもできなかった。この感情は数字では解決しない……。

「それは逃とう避ひよ。目を逸そらしてゲームを棄き権けんしただけ。このゲームにはふたつの結末しかないの。勝つか負けるか。勝ちが正義で負けが悪。遼一、あなたは恐怖に負けて惨みじめに泣いているだけ」

「それは違う。キサラギはわかってない」

「違わないよ。やっぱり計算で解決するの。どうせ死ぬはずの誰だれかひとりが死ねばいいなら、私は殺す。それは当然の選択なの」

　キサラギは遼一に歩み寄る。

「キサラギ、やめて」

　状況を察した奈な々なが、必死で縛しばられた縄を切ろうとしている。

「私は勝つ。そして、お姫様を助けだすの」

　キサラギが遼一に懇こん願がんするかのような視線を向けた。

「……キサラギ、おまえ」

　遼一の体がびりびりと痺しびれた。体の自由がきかなくなった。キサラギのテンプテーション能力だった。

「まさか……」

　体が勝手に動く。両手が持ちあがった。遼一は剣を振り上げた格好になった。

「せ、先せん輩ぱい」

　目の前の摩ま耶やは、ただ体を震ふるわせている。

「に、逃げろ……」

　口も自由に動かない。摩耶は逃げることもできずに、恐怖にしゃがみ込んで震えているだけだった。もう間に合わない。今から逃げても剣の射程の外には出られない。

「お願い、やめて。恨うらむわ、絶対に許さないわよ！」
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　奈な々なが縄を引きちぎりながら叫んだ。

「これがゲームなの。ここまできたら、もうあとには退けない」

　キサラギの瞳ひとみが光を帯びている。

「楽しかった。最初は遼りよう一いちも奈々も嫌いだったけど、今じゃ結構好きなの。おかしいよね。たった半日なのに。やっぱり遊園地って、乗り物に乗っているうちに仲良くなるのかな」

　キサラギは遼一の前で立ち止まった。

「ユーロランドってそんな楽しい場所なのかもね。私は三年もいたけど気づかなかった。ただ、ユーロランドに滞在していただけ。与えられた仕事をただこなしていたの。それも、偽いつわりの姫を守る仕事だった」

　遼一の持つ剣が振り下ろされようとしていた。縄を引きちぎった奈々が、もどかしい足取りで寄ってくる。

「思い返せば入場客はみんな笑ってた。恋人たちも楽しそうだった。ねえ、あなたと一緒に乗り物に乗ったけど、デートってあんな感じなのかなあ」

　キサラギはくすりと笑った。

「なに言ってるんだ。こんなときになに言ってるんだよ」

　遼一はテンプテーション能力に必死に抗あらがいながらキサラギを見た。

「ねえ奈々。お姫様をお願い。まだ私も見ていない彼女をよろしくね」

　キサラギは一いつ瞬しゆんだけ振り向き、奈な々なに笑いかけた。

「まさか、キサラギ、駄だ目め！」

　奈々が悲鳴を上げた次の瞬間、遼りよう一いちは剣を振り下ろしていた。

　ホールが真っ白にフラッシュし、地じ響ひびきのような効果音が聞こえた。剣の刀身は金色に明めい滅めつしている。剣がターゲットを破は壊かいしたのだった。

　再び暗くなったホールの中で、遼一は剣を握ったまま立ちつくしていた。ホールは水に没したかのように静まり返っている。呼吸することもできずに、ただ突っ立っていた。

　遼一の目の前では、キサラギが倒れている。

「ねえ、キサラギ？」

　奈々が愕がく然ぜんとした様子でキサラギへと近寄った。

「キサラギってば？」

　膝ひざをついた奈々が体を揺らすと、キサラギは微かすかに目を開けた。

「大丈夫だわ。あんた、殺したって死にそうにないもん」

　奈々は笑みを作ってキサラギに呼びかけた。しかし、キサラギは唇を震ふるわせ首を振った。

「なんで、なんでこんなことをしたのよ」

　倒れるキサラギを抱きしめた奈々が髪を振り乱している。そんな光景を、遼一はただ剣を握ったまま見つめていた。体が動かなかった。まだ状況が把は握あくできていない。まさか、自分がキサラギを……。

「……だってさ、人間を殺したら、奈々や遼一が怒ったでしょ」

　ぐったりと横たわるキサラギはそうつぶやいた。

「キサラギ……」

「頼んだよ、奈々……」

　キサラギはそれだけ言って再び目を閉じた。

　奈々はキサラギの体を揺すり続けていたが、もうキサラギが目を開けることはなかった。

『あ、あの……グングニルができましたよ。おめでとうございます』

　気まずそうにスプラッチが言った。

「行こう、遼一」

　奈々はキサラギの体を抱きかかえて立ちあがった。

「これで間に合わなかったら、キサラギの行動の意味がなくなる。私たちはチェストを開けなきゃいけない」

「…………」

「早く！」

　奈々に怒鳴られたが、遼一は動けなかった。グングニルを作るために冷れい酷こくな行動をしてしまったのは、結果的に遼一自身となってしまった。

「キサラギと約束しちゃったから。だから、必ずチェスを開けないといけないの」

　奈な々なは床に転がる盾を拾い、キサラギを抱きかかえたままホールを進んでいく。

「……先せん輩ぱい」

　遼りよう一いちの隣となりで摩ま耶やが困ったように立っている。

「行こう」

　遼一は摩耶の手を引き、奈々の後を追った。シャットダウンはいつ起こってもおかしくない。今はやるしかなかった。遼一にできるのはゲームを続けることだけだった。冷れい酷こくなゲームの意思どおり続行する。

『こっちです。こっちが王座の間です』

　スプラッチが奈々を先せん導どうしている。

「皆さんはその場で待機してください！」

　摩耶は近くで震ふるえていた入場客たちに叫んだ。

　なんだか現実感がなかった。ふわふわとした雲の上を歩いているかのようだった。現実から逃とう避ひしているのだと思った。残酷な行動から目を逸そらすために、防衛本能が働きゲームに逃げ込んでいる。夢を見ているかのように頭がはっきりとしない。遼一は、いつの間にか摩耶に手を引かれるようにしてホールを進んでいた。

「急いで。もう、少しのロスも許されない」

　奈々は遼一を振り返りながら進む。柱の乱立するホールを抜けると、重厚な鉄製の扉が見えた。王座の間への扉だった。

「開かない、鍵かぎとかいるの？」

　奈々が扉をガンガンと叩たたいている。

『左側のボタンを押すんです。早くしたほうがいいですよ。本当はこんなこと言っちゃいけないんですが、キャッスルの外で不ふ穏おんな動きがあります。このゲーム、強制終了になっちゃう可能性があります』

　スプラッチすらも急せかしている。

「開いた。遼一、グングニルを持って早く中に！」

　重厚な扉が音を立てて開いていく。王座にはボスがいるはずだ。

「ボスが見えたらすぐに攻こう撃げきして。あっ、ちゃんと剣を振って。ある程度強く振らないとって説明があったでしょ」

　焦あせった奈々がこちらを振り返っている。

『攻撃時に前にいると危ないですよ。グングニルは攻撃範囲が無限で、正面の全てを破は壊かいする武器です。使用者を前面に出してください』

　スプラッチが奈々に言った。

「ボスはどこ？　いた、正面に影が見える」

　奈な々なが王座の間の中を指さしている。

　遼りよう一いちは頭に強きよう烈れつな痛みを感じた。酸欠で脳が非常ベルを鳴らしている。それでも、遼一は闇やみの中を泳ぐかのようにフラフラと王座の間へと入った。

「危ないから、摩ま耶やはそこにいて。遼一を前に出して」

　奈々に言われ、摩耶が遼一の手を離す。

　王座の間は細長い部屋だった。床には真まっ赤かな絨じゆう毯たんが敷かれ、その奥に王座があった。そこに座っているのは、見たことのある造形のキャラクターだった。

「スプラッチ？」

　キャラクターはスプラッチだった。ボスはスプラッチのミュータントなのだ。

『そうです。私たちスプラッチは人間に寄生して増ぞう殖しよくしたのです。そして、人間社会に組み込まれていたスプラッチの反乱により、あっけなく文明は崩ほう壊かいしました。人間たちは地球を捨てて逃げることになるのです……。そんな背景ストーリーでした』

　ヘルプのスプラッチが言った。

「遼一、そのポジションで斬きって！」

　奈々が叫ぶと同時に、遼一は剣を振り下ろした。

　全てを破は壊かいするダメージを与える剣。グングニルの攻こう撃げきは全てを貫く。

　爆ばく発はつ音おんとボスキャラクターの絶ぜつ叫きようが響ひびく。あまりに激しすぎるエフェクトに、遼一は悲鳴を上げてしゃがみ込んだ。

「……消えた。ボスは死んだ」

　奈々がつぶやいた。同時にカチンと音がした。王座の後ろにあるチェストの開く音だった。最強の剣は、その説明どおりに敵を一撃のもと破壊した。

「奈々、姫を。城の外に姫を連れださないとゲームクリアじゃない」

　轟ごう音おんと映像効果により、遼一の感覚が狂っていた。強すぎる武器は使用者も傷つくのだ。手からグングニルが離れ床に転がった。

「姫は任せて」

　奈々は持っていた盾を投げ捨てると、キサラギを抱いたままチェストへと向かう。膝ひざをつく遼一の足下に、奈々が投げ捨てた盾が転がってきた。

「キサラギ、ついに助けだせるわよ。あなたの願いだったでしょ」

　奈々はキサラギに語りかけながら、王座の裏に回り込んだ。

「……奈々？」

　遼一は膝をついたまま奈々に呼びかけた。しかし、奈々の返答はない。

「どうしたんだ？　どうなってる？」

　ラストチェストに入っているはずのお姫様はどうなっていた？

「……入っていない」

　愕がく然ぜんとした奈な々なの言葉が聞こえた。

「入ってないの。お姫様はチェストの中に入っていない」

　奈々が首を振っている。

　そのとき、遼りよう一いちの脇に落ちていた剣を誰だれかが拾った。

「……そうです。大切な彼女をチェストなどに入れることはありませんから」

　王座の間に入ってきたのはナギサだった。
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「シャットダウンと同時に突入しなさい。人間のことは考えなくていいわ。まずはミズホを見つけること。そうしたら、体を張って止めなさい」

　配置につくランドの天使たちに、東京所属の天使が指示を出している。

「目的達成のためならあなたたちは死んでもいいの。これは天使たちの聖戦よ。きっと、死んだら魂たましいは浄じよう化かされるんじゃない？　経験がないからわからないけど」

　東京の天使が冷たく言った。

　キャッスルの塔の上から銀色の火花が落ちていた。ナイアガラの滝のパフォーマンスが始まっていた。ジェシカはそんな花火を見ながら突っ立っていた。

　まだラストチェストは開いていない。このままでは、チェストの中の姫は死に、プレイヤーも死んでしまう。

　同時に思った。クーデターサイドは本当に姫を時間稼かせぎに利用したのだろうか。なんだか、裏に何か重大な目的が隠かくされているような気がした。

「退いては駄だ目めよ。逃げたら私が殺すから」

　東京の天使がジェシカをちらりと見た。

「どうせ、生き残ってもあなたは辺境の島送りよ。天使を利用した実験の駒こまとして扱われる。きっと死ぬよりつらいわよ。だったら、ここで死になさい」

「……はい」

　ジェシカは力なくうなずいた。

「シャットダウンまであと十秒」

　合図を受けた天使が言った。

「今度こそ、電源が落ちるわよ」

　キャッスルからこぼれ落ちる花火が終わった。







　pm 8:39




「どういうことだ？」

　遼りよう一いちは、奈な々なとナギサを交互に見た。

「チェストに姫はいない。入っていたのはこれだった」

　奈々は小さな女の子の人形を見せた。

「それが賞品ですよ。それを持って出口から脱出した時点でゲームクリアです。出口はそこから一直線に進めばいいだけです。そうすれば、ゲーム自体はクリアできます」

　ナギサはそう言った。

「あなたはなんなの？　なにを知ってるの？」

　奈々がナギサを不ふ審しんそうに見る。

「とにかく人形を持って脱出しろ。いつ電源が落ちてもおかしくない」

　遼一は奈々に叫んだ。

「動かないでください」

　ナギサが奈々の背に剣を向けた。遼一が落とした剣を拾われてしまった。奈々は人形を抱えたまま動きを止める。

「動くな？　動かないとみんな死ぬわよ。私もあなたも」

「ええ、だから動かないでくださいと言ってます」

　ナギサが握っているのは最強のグングニルだ。攻こう撃げき距離も威い力りよくも最強なのだ。振った瞬しゆん間かんに奈々は死ぬ。

「あなたはもしかして……」

「そうです。私はクーデターサイドだったのです」

　ナギサは奈々にうなずいてみせた。

　遼一はここでやっと気づいた。ナギサはクーデター側だったのだ。ドジな研修生の振りをしてゲームに参加した。裏ではミズホと繫つながっていたのだ。だから、プレイヤーたちを混乱させる行動をあえて取っていた。

「だからこのキャッスルでも時間調整をしたんです。ラストチェストの中に姫がいないことを漏もらさないようにするためでした」

「でも、もうあなた自身の役目は終わったわ。ここまで時間を引き延ばして混乱させた。もう充分じゃない」

「いえ、まだ終わっていません。私の役目は可能な限り時間を引き延ばすことです」

「だから、その役目は果たしたでしょ。このままだと、あんたも死ぬのよ」

「はい。死ぬつもりです」

　ナギサは微笑ほほえんだ。

「ミズホはあなたに死ねと？」

「いえ、これは私自身の判断です。お姫様が求める理想の世界のために協力したいのです」

　ナギサは微笑み続けている。その表情は歯車が欠けたようにどこかずれていた。

「たとえ死んでも？」

「死んだとしても、きっと私の魂たましいは消えません。元々私たちはデータです。人間というコンピューターに寄生したデータに過ぎません。そして、その入れ物が壊れたとしても、データだけは世界に残ります。願わくばそのとき世界に残るデータが綺き麗れいであってほしい」

「やめてよ、くだらない」

「キサラギさんもきっと美しいデータとして世界に残っています。だって、あれほど微笑んで死んだんですから。だから私も……」

　ナギサは倒れるキサラギを横目に言った。

「行かせてほしい。キサラギと約束したの。ここで死んだら意味がなくなる」

「ここで私と一緒に死ぬことがお姫様を助けることに繫つながります。わかってください。これは世界の秩ちつ序じよを守るための行動なのですよ……」

　ナギサは奈な々なに剣を向けたまま笑った。ナギサは自身の感情を管理できていないと思った。暴走した感情に引っ張られるように行動しているのだ。

「違う、そんなの違う！　だったらお姫様に直接会う。そして、何を求めているのかって」

　奈々はキサラギを抱きしめたままうめいている。

「こんなところで終わるなんて……」

　絶望的に頭上を見上げる奈々の目から涙が落ちた。

「奈々、泣くな。俺がなんとかしてやるから」

　遼りよう一いちは床に転がる盾を拾い、奈々に言った。

「なんとかするって、脱出するつもりなら攻こう撃げきします。全てを貫く最強の剣で攻撃します。私はやりますよ。これは正しい行為なのですから」

「その攻撃は防げる」

　遼一は盾を構え、ナギサの前に立ちはだかった。

「奈々は人形とキサラギを連れて脱出しろ。必ず俺が守ってやる。摩ま耶やちゃんはこっちに来るな。そこにいろ」

　摩耶はナギサの背後で震ふるえている。

「で、でも、そうしたら……」

　奈々が困惑している。

「いいから早くしろ！　キサラギが作った大事な時間なんだろ」

　遼一の叫びに押されるように、奈々はキサラギを抱えて出口へと移動し始めた。

「残念です。あなたたちなら私の行動を理解してくれると思っていました。お姫様と世界を守るための利り他た的な行動です」

「それは違う。おまえは感情に溺おぼれているだけだ。精神的に楽な場所に逃げ込んでいる。本当に利他的なのはキサラギの行動だ。痛みを知って、その上で自分自身を犠ぎ牲せいにした。キサラギは戦い、おまえはただ逃げた」

「私が攻こう撃げきしないと思ってますか？　私はやりますよ」

　ナギサが剣を振りかぶった。

「攻撃しない、なんて甘い思考はない。論ろん理り的にナギサの攻撃は防げる」

　遼りよう一いちは盾を持ったまま言った。

「全てを破は壊かいするダメージを与えることができます、って聞いていませんでした？　グングニルは全てを貫く武器です」

「基本的に盾は全ての攻撃を防ぐことができます、っていう盾の説明も聞いてなかったか？　この木の盾はグングニルの攻撃を跳ね返す」

　遼一は出口へと進む奈な々なを横目に言った。もうすぐ奈々が脱出できる。

「レベルアップして最強の剣になりました。最初から持っている盾で防げるわけはありません。ゲーム的に剣が勝つに決まっています」

「ゲームは論理的だ。全ての攻撃を防ぐことができる、その言葉は真実だ」
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「でも、こっちも全てを破は壊かいできると明言しています」

「やってみろよ」

　遼りよう一いちの体からぼたぼたと汗が流れた。口の中に錆さびた鉄の味が広がった。

「世界の秩ちつ序じよはこれで守られます……」

　ナギサがにこりと笑った。

　出口へと進む奈な々なが思わず振り向き、震ふるえる唇を動かした。

「遼一……」

「俺はいいから行け！」

　遼一が叫んだとき、ナギサが剣を振り下ろした。

　ナギサの持った剣の刀身が激しく明めい滅めつする。耳を劈つんざく効果音とまばゆい金色の光に遼一の意識が飛びそうになった。

　──全てを貫く剣と全てを防ぐ盾がぶつかった。

　そして、一いつ瞬しゆん置いてキャッスルの全ての電源が落ち、真っ暗くら闇やみとなった。

　ユーロランドのシャットダウンだった。







　回想ｂ




　埃ほこりっぽい匂においのする部屋だったことを憶おぼえている。

　カーテンが閉じっぱなしの薄暗い部屋には、鉄パイプで組まれたシンプルなベッドだけが置かれていた。

　扉が軋きしんで開き、部屋にひとりの男が入ってきた。彼は、部屋に立っていたリサに視線を向けて卑ひ猥わいな笑みを浮かべた。

　リサはそれを確認するとのろのろとワンピースの肩かた紐ひもをほどいた。動作はゆっくりと行い焦じらせと教えられている。

　足下にストンとワンピースが落ち、リサは裸になった。結んでいた髪もほどき、長いストレートの髪が肌の上にさらさらと流れた。まだ直線的なラインの残る少女の体だった。

　男が唾つばを飲み込む音が聞こえた。リサは、腕で胸を隠かくしながらベッドに視線を向ける。男は、服を脱ぎながらベッドに横になった。

「……私が上でいいですか？」

　リサは言った。

　男がうなずくのを確認して、リサは男に覆おおい被かぶさるように重なった。

「目を閉じてください」

　男は目を閉じ、いつもこの部屋でこのような行為をやっているのか、というようなことを聞いてきた。

「はい、三回目くらいになります」

　男が目を閉じたまま笑うのが見えた。リサはそんな男の顔に唇を近づけた。

「セックスの経験はありませんが、すでにこのようにして何人もの男の人を食べてます」

　リサの唇は男の首筋へと接せつ触しよくした。しばらくして男の体が硬こう直ちよくした。手足をばたつかせ抵抗を始めたが、リサはしっかりと男の体を押さえていた。男の口から血混じりの泡と絶ぜつ叫きようが漏もれた。

「……終わったよ」

　五分とかからないのだ。

　リサの声に、ユニットバスからお姉ねえ様が出てきた。

「じゃあ、後始末をしておくから帰っていいわ」

　お姉様はリサに微笑ほほえみかけた。

「明日は、ミズホを呼んできなさい」

「……ねえ、人間を食べないといけないの」

「そうよ。食べないと死ぬの。この行動も天使のトライアルの一部なの。本当は自分たちでやらなきゃいけないんだけど、あなたたちはほっとけなくて。これがばれたら懲ちよう罰ばつものだわ」

　お姉ねえ様はため息を吐きながら言った。

　リサはシャワーを浴び、ワンピースを着ると部屋から出ていった。未いまだにこの行為は好きになれなかった。ただ、終わったあとはなんだかとても体が軽くなる。

　アパート前の公園ではミズホが待っていた。

「終わったよ。明日はあなただって」

「……うん」

　彼女は未だに片言の言葉しか使えなかった。学習する気もないようだった。リサも同じく、今以上の知識を得ることなく、ただ時間をすり減らして生活していた。

　公園の樹木の葉がわずかに赤く染まっている。いつのまにか夏は終わっていた。

「あまり人間を食べたくないね」

　リサはミズホと手を繫つないで、今日の夜を過ごす場所へと向かった。

　樹木が色づく秋となり、茶色くなった葉が落ち始めた。それでも、天使たちが迎えに来ることはなかった。

　真っ白な雪が降り始めた冬、ついに迎えの天使がリサたちの元にやってきた。トライアルが終了したらしい。

　リサとミズホはトライアルをクリアしたことになった。

　ただし、これはまだ二つ目の試練に過ぎなかった。ふたりには研修という最終試練が残されており、リサは湾岸の遊園地に行くことになった。

「これからは、私が助けてあげることはできないわ。私は東京で人間のために働かなきゃいけないから」

　研修の地に向かう前に、お姉様はそう声をかけてくれた。

「研修が終わったら、東京で働けるようになる？」

　リサが聞くと、お姉様は優やさしく微笑ほほえんだ。

「そのためには勉強すること。そして、人間を守る優しい心を持つことよ。だからがんばってね、私の可愛かわいい妹たち……」
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　ガタンと観覧車のカゴが揺れてから動きを止めた。絶えず流れていた音楽も止まり、全てのアトラクションが急停止した。全てのイルミネーションが消え、ユーロランドは闇やみに落ちる。ユーロランドの強制停止シヤツトダウン。

　──ラストチェストはどうなった？

　ジェシカは真っ黒になったキャッスルを見つめながらも走りだす。同じくクーデターの殲せん滅めつのため、ランドの天使たちが中央広場に突入していった。

　ジェシカなどランドの天使たちは捨て駒ごまだ。ランドの天使たちが交戦している隙すきに、東京の天使たちが突入する手はずとなっている。

「……動いてる？」

　中央広場に溜たまっていた人間たちが動き始めたのだった。彼らは列を作って中央広場から遊歩道へと歩きだす。向かっているのはユーロランドの出口だ。

　中央広場の防衛システムを守るため、クーデターサイドはマーキングした人間を配置しているはずだった。人間たちを移動させるのは相手にとっていい方法ではない。何故、人間たちを動かしているのだ？

　遊歩道を走るジェシカの頭がチリチリと痛んだ。乱れた電波が飛んでくる。それは人間たちに付着したミズホの匂においだった。

「気をつけて。接触する」

　天使のひとりが言った。目の前に遊歩道を歩いてくる人間の列がある。表情のない人間たちは、ミズホにテンプテーション能力で操られているのだ。あの人混みの中にミズホがいた場合、ジェシカたちは簡単に奇き襲しゆうを受けてしまうことになる。

　ジェシカは人をすり抜けながら遊歩道を走った。真っ暗なユーロランドは、月明かりだけが頼りだった。

「中央広場のステージよ。そこに突入する」

　人々の列の中に入り、ランドの天使たちの気配が消えた。中央広場のステージには、ミズホがいるはずだ。シャットダウン前はそこからライブ映像を送っていた。

　ランドの天使たちは二手に散る。ミズホと交戦するチームと、防衛システム奪だつ還かんのチームに分かれるのだ。ジェシカはミズホとの交戦をするべく遊歩道を走り中央広場へと到達した。シャットダウンの時間は約十分間。その間に、全てを終わらせなくてはならない。

　中央広場の人々は暗がりの中、混乱した様子もなく立っている。ジェシカがその人垣をかき分けてステージへ。目視でミズホを見つけて一気に飛び掛かるしかない。倒すのは無理でも、数人がかりで押さえ込み、東京の天使たちが突入する時間稼かせぎをしなければならない。

　ジェシカは覚悟を決めてステージへ突進する。人垣の中から飛びだし、ミズホのいるステージへと身を躍おどらせた。

「……え？」

　ジェシカは真っ暗なステージで呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　ステージ上には誰だれもいない。周囲の整備されたグリーンの芝の上には数人の男女が座っているだけだった。閑かん散さんとした場所が広がっている。

　どういうことだ、ミズホはどこにいる？　あれほどステージに大量にいた人々は一いつ瞬しゆんにしてどこに消えたのだ？

　ジェシカはステージ横の天使像に背中をつけるようにして周囲を窺うかがった。中央広場は静まり返っている。天使たちの交戦の気配もない。この静けさは何かおかしかった。

　そのときになり、やっとジェシカは気づいた。シャットダウン直前まで流されていたミズホの映像は、ライブ映像ではなかったのでは？　あれはライブ映像に見せかけた録画だったのだ。では、ミズホは今どこに……。

「ミズホがいない。気をつけて」

　ジェシカは周囲を警けい戒かいしながらインカムで仲間に伝えた。

　ジェシカは背後の天使像に寄りかかりながら頭を振った。中央広場にいる人々のために、頭がくらくらとする。ミズホにマーキングされた人間たちがとても凭もたれる。

『防衛システムへの扉が開かない』

　インカムから声が聞こえた。防衛システム奪だつ還かんを命じられたチームからだった。

　ジェシカはよろめきながら防衛システムがある施設へと向かった。施設の中にはユーロランドの中ちゆう枢すうともいえる防衛システムがある。ランド内の入場客や天使の現在位置など、すべてのデータを管理しているのだ。

　近づいてみると、様々な機器を使い扉のロックを外そうとしている天使たちの姿が見えた。電子コードを入力したり、合い鍵かぎを使ってみたりと様々な対処法を用いているが、扉は固く閉ざされている。

「どういうこと？」

　ジェシカは近寄りながら聞いた。

「別のロックがかかっているようなの。物理的じゃないロックが」

　扉と格かく闘とうしていた天使が首を振った。彼女の言動にジェシカは顔をしかめた。

「こんなことしている間にシャットダウンが終わっちゃう」

　ジェシカは焦じれつつ中央広場を見つめる。東京の天使たちが中央広場に突入する気配もなかった。慎重な彼女たちはすでに異変に気づいている。確実なのは、クーデター殲せん滅めつ計画のスケジュールが大きく狂っているということだった。

　そのとき、ジェシカははっとした。これは、クーデターサイドの計画どおりなのではないか？　ホリーチェストを含め、すべては東京での交渉時間の引き延ばしのためだと思っていたが、理由はすべてユーロランドのシャットダウンにあったとしたら……。

　その目的は、小鳥を籠かごから逃がすことだ。

　天使の姫君の体には、ユーロランドの外に出ると起動するシステムが埋め込まれている。ユーロランドと外の境界線に張り巡らされたセンサーに反応すると彼女は死ぬ。

　しかし、現在そのセンサーはシャットダウンにより停止している。そして、彼女を外に逃がすにはその時間を利用するしかないのだ。つまり、クーデターはこの空白の十分間を作るためだけにあった。

　ジェシカは入場ゲート方向に視線をやった。そこにはミズホの操る人々がゲート外へと向かっている。

　小鳥はすでに籠の外に逃げている可能性がある。中央広場の人間たちを動かしたのは、姫の気配を消すためだったのだ。人間というノイズに紛まぎれて、小鳥がユーロランドから脱出しているとしたら──

　──クーデターサイドの勝利は確定的だ。
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「……なんで？」

　暗がりの中、遼りよう一いちの前でナギサがぼんやりと立っていた。

「言っただろ、全ての攻こう撃げきは防げると」

　遼一は持っていた盾を放り投げた。遼一がナギサの攻撃を防ぎ、奈な々なが脱出した瞬しゆん間かんにホリーチェストは終わった。そしてシャットダウンとなり、天使たちの戦いは最終局面へと移行した。

「グングニルは全てを貫く武器です。矛む盾じゆんしています。なんで盾が勝ったんですか？」

　ナギサは納得していない。

「この盾は、全ての攻撃を防げる。それが全ての解答だよ。ルールは破れない」

「じゃあこの剣のルールが破られたのはなんでです？」

　ナギサは握った剣を見せた。最強である全てを貫くグングニルの剣。

「論ろん理り的に矛盾しないのがこの結果だった。ナギサは生まれて数年の天使だから知らないだろうけど、この種の話の結論はすでに出ているんだ。人間はこんな話が好きだからな」

　最強の武器と最強の防具の戦いの結末。

「盾は持っているだけで効果を発揮すると説明があった。それで全ての攻こう撃げきを防げると。反して剣には条件があった。縦たてに振り下ろしてください、ある程度力を入れる必要がありますが……みたいな説明があっただろ。これが最強の剣の穴だ」

「私はちゃんと振りました」

「本当にちゃんと振ったのか？　いくら最強の剣でも力加減の概がい念ねんはあるはず。盾を砕くだくのと、薄っぺらい紙を破るのと、同じ力でやるわけじゃない。そこに論ろん理りの穴ができる。最強の剣が盾を貫けなかったけど、それは振り方、使い方に問題があったのでは、と、言い訳ができる。盾が剣に勝ったこの結果は、なんとか論理的に矛む盾じゆんしないんだ」

　だからこそ、最強の剣の攻撃を防ぐことができたのだ。

「なんで、私は正しいことをやったのに、なんで……私の存在意義は……」

　うつむいたナギサは、ぶつぶつとつぶやいている。

「摩ま耶やちゃん、おいで」

　遼りよう一いちは震ふるえて座り込んでいる摩耶を手招きした。

「でも……」

　摩耶はナギサを見て怯おびえている。

「大丈夫、もう全部終わったから」

　遼一に言われ、やっと摩耶はよろめきながら近寄ってきた。怯える摩耶の頭を撫なでてやると、彼女は胸の中に溜たまっていた重い空気をはあっと吐きだした。

「終わってなんかないですよ」

　ナギサがうつむきながら、ふふっと笑った。

「どういうことだ？」

「このシャットダウンの目的はお姫様を、この汚れたユーロランドから解放するためのものでした。そして、彼女はすでに脱出を果たしているでしょう。そして、まだ最後の戦いがあるのです」

「最後の戦いって……」

「ユーロランドの堕だ落らくした天使たちとの戦いです。堕落した天使たちは裁さばきを受けるのです」

　ナギサは顔を上げて笑みを浮かべた。その笑顔はあまりに真まっ直すぐすぎる故ゆえに歪ゆがんで見えた。

「私は世界の秩ちつ序じよを守るために戦うのです……」

「行こう摩耶ちゃん。とにかく外に逃げよう」

　遼一はナギサの笑みに恐怖を感じ、摩耶の手を引っ張り走りだす。

　直線通路を走りキャッスルの出口から外に出る。外は暗く不気味に静まり返っていた。妙に月がギラギラと明るく見えた。

「出口はどこだ？」

　遼一は摩耶の手を握りながらユーロランドの入場ゲートを探した。暗がりのなか目を凝こらすと、外に向かう人々の群れが確認できた。入場ゲート付近にも人だまりができている。まるで、何かを隠かくすかのように人間が集まっていた。

「行こう、摩ま耶やちゃん」

　遼りよう一いちは入場ゲートへと走りだす。これ以上摩耶を危険に巻き込むわけにはいかなかった。

「でも、奈な々なや美み穂ほ先せん輩ぱいは……」

「とりあえず、摩耶ちゃんは安全な場所まで逃げて川かわ崎さきに電話するんだ。あいつはユーロランドの外にいるはずだから。普段は頼りないけど、せっぱ詰まったとき限定で頼りになるから大丈夫」

「携帯電話なくしちゃいました。あと、テレカも十円玉も持ってません。クレジットカードしかなくて……」

「ほら、小銭をあげるから」

　遼一はポケットに入っていた小銭を摩耶に握らせながら走る。入場ゲート付近では、人々が流れるように動いていた。

「摩耶ちゃん、ユーロランドから出てできるだけ離れるんだ。そして、このことは誰だれにも言っちゃいけない。わかったな」

「先輩は？」

　摩耶は心配げに遼一を見ている。

「俺は戻らなきゃ。奈々や美穂がまだ中にいるから」

「でも……」

「いいから、俺の言うとおりにして。全てが終わったら、きっと今日の出来事は楽しい思い出になってる。そうしたら、また合宿に行こう。今度はこんな子供だましの遊園地じゃなくて、本格的なキャンプをしよう。人工の壁じゃなくて自然の岩壁を登りに行こう」

　摩耶は遼一に押しだされるようにゲートの外へと向かう。

「早く行って。絶対に戻ってきちゃいけない」

「あとで、すぐ来てくださいね」

　摩耶は一度だけ振り向くと、ゲートの外へと走っていった。

　遼一は摩耶の後ろ姿が消えるのを確認してから振り向く。奈々と美穂がまだ中にいるのだ。これから何かが起こるとしたら奈々のそばについていなければならない。奈々の身体能力にも関係するのだ。そして協力して美穂を探す。

　遼一が人の流れに逆らい走りだしたとたん、つんのめるようにレンガ道に転がった。

「…………？」

　脇腹に妙な感覚があった。冷たいような熱いような……。なんだか体に力が入らない。

　倒れたまま右脇腹を触ってみるとべっとりと何か液体が付着していた。触れた手を見てみると、どす黒く汚れている。それが血だと気づくまでしばらくかかった。

　さらにそれが自分の血であると気づいたのは、痛みを感じてからだった。そのときは、もう意識が朦もう朧ろうとしていた。

「少しでも私たちの目的の邪じや魔まとなりそうな存在は排はい除じよします」

　倒れる遼りよう一いちの背後に立っていたのは、赤く染まった短剣を持つナギサだった。月明かりを浴びたナギサの顔は狂気じみていた。

「新しい世界のためです……」

　ナギサがさらに、遼一に向かって短剣を振り上げた。

　しかしその寸前、ナギサの体は糸の切れたマリオネットのように膝ひざから崩れ落ちた。

「……クーデターサイドの天使、処分しました。ナギサです。やはりチェスト解かい錠じようチームに裏切り者が紛まぎれていました」

　横に立っていたのは、インカムで報告をする東京の天使だった。左手には血に濡ぬれた剣を持っている。背後からナギサを攻こう撃げきしたのだ。

「小鳥のほうは見つかりません」

　報告する天使の前で、ナギサがよろりと立ちあがり、短剣を振り上げ襲いかかる。

「や、やめろ……」

　遼一の声はとてもか細く届かなかった。次の瞬しゆん間かんには、ナギサの体は天使の持つ剣によって胸を貫かれていた。

　動かなくなったナギサを抱えた東京の天使は、倒れる遼一を見下ろしている。

「助けたいんだけど、悪いわね。それどころじゃないの」

　彼女はナギサの死体を抱えて遼一の視界から消えた。

　景色がどろどろに溶けるように歪ゆがんでいく。体が石のように重く、まるで地面に磁石のように張りついている。上下感覚を失い宇宙空間でぐるぐる回っているかのようだ。

　唇を動かしたがひゅうひゅう息が漏もれるだけで声が出ない。

　奈な々な……。

　…………暗転。
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　奈々は暗がりのユーロランドの中で大きく息を吐いた。

　キャッスル横のエリアにある休憩場所のベンチの上にキサラギを寝かせると、その上に人形を置いた。

「これがお姫様だって」

　奈々は横たわるキサラギを前に硬かたく笑った。こんなものを持ちだすために駆け回ったというのか。なんのためにこんなことをしたのだろうか。

「……なんだったんだろうね。私たちのこの行動には意味があったのかな。キサラギがこうなったのにも意義があったの？」

　奈な々なは拳こぶしを握って上を向いた。血の気が引いたキサラギの肌は、月明かりに照らされ真っ白に見えた。

「最初は気にくわないやつだと思ってた。だって、最初に会ったときは、あんた私のことボコボコにしてくれたじゃない。そして、私がユーロランドに研修に来たときも、あんたは私と視線も合わせなかった。でも、このクーデターが起こって一緒にアトラクションに乗っているうちに、ちょっとずつ仲良くなったよね」

　キサラギを見ると、奈々の瞳ひとみに溜たまっていた涙がぽろりとこぼれた。自分の涙で気づいた。キサラギはすでに仲間だったのだ。極きよく限げん状態のなか心を通じ合わせていた。だから、失ったときにこんなにも胸が痛む。ぷつりと切れてしまった糸から伝わる痛みなのだ。

「もしかしたら、いい友達になれたかもしれないのにね」

　自分の周りのものを大切にしたいだけだった。奈々自身が誕たん生じようしたときトランクの中にいた。母親の胎たい内ないの代わりにトランクに入れられていたのだ。記憶はないがなんだか心地よかったような気がする。そして、トランクという殻からが失われたとき、無意識のうちにそのトランクに代わるものを求めていた。それが、遼りよう一いちや美み穂ほなどの人間や、部屋の出窓という場所だったりした。そんな身近なものを守りたいだけだった……。

「ねえキサラギ、私は天使のお姫様に会うわ。そして、ひっぱたいてやる。あんたの馬ば鹿かな行動によって沢たく山さんの犠ぎ牲せいが出たって言ってやる」

　奈々は冷たくなったキサラギの手を握りしめた。手を離すと、ずるっとキサラギの手がずり落ちた。

　同時に奈々はキサラギの言葉を思いだした。彼女は死ぬ間際まで姫を頼むと言っていた。そんな純真さを抱えて死んだのだ。キサラギの願いはそこにある。世界に残っているキサラギの意志はそう示している。

「じゃあね、キサラギ」

　膝ひざをついた奈々はキサラギの額にキスをしてから立ちあがった。

　たとえ天使とクーデターの戦いが終わったとしても──。

　走りだそうとした奈々は、石いし畳だたみに崩れるように倒れた。

「……え？」

　痛みを感じた。右の脇腹が強烈な痛みを発している。倒れながら脇腹を確認するが、傷を負った様子はない。しかし、血が流れでるように全身から力が抜けていく。

　この感覚はなんなのだ。……まさか、遼一が？

　思い当たったのは遼一だった。彼の身に何かが起こったのかもしれない。

　そのとき、ユーロランドが明めい滅めつしてから灯あかりが灯ともった。シャットダウンの十分間が終わったのだ。目の前のモニターもチカチカと点滅してから画像を表示した。

　画面はユーロランドマップの静止画だった。シャットダウンからのリカバリーには時間がかかるようだ。が、その静止画にふっと黒い影が飛び込んできた。

『パンパカパーン。ニューゲームの始まりでーす』

　モニター画面で飛び跳はねているのは黒スプラッチだった。

「……ニューゲームって？」

　奈な々なは脇腹を押さえながら啞あ然ぜんとつぶやいた。
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　ユーロランドは再起動を始めていた。キャッスルはスカイブルーの光線でライトアップされ、大観覧車もぐらりと揺れてから回転を始めた。

「お姉ねえ様……」

　リサが駆け寄ると、立っていたお姉様が視線も向けずに言った。

「説明なさい」

　すでに状況を把は握あくしているようだったが、リサは口を開いた。

「シャットダウン直前にラストチェストが開いたようです。ランドの天使の奈々が、チェストの中身を持ちだしたのを確認しています。しかし、それは小鳥ではありませんでした。すぐに指示を出し、東京の天使を入場ゲートへと向かわせましたが……」

　リサは入場ゲート方向へと視線を向けた。数人の天使たちが走ってくる。彼女たちは出口を押さえに走った東京所属の天使だった。

「小鳥は？」

　お姉様が彼女たちを睨にらみつける。

「入場ゲートへと急行しましたが、ミズホがマーキングした人間たちが多数いたため、小鳥を判別できず……」

「それで、のこのこ逃がしたと？」

「目視でしか判断できず、不ふ穏おんな動きをした者をチェックしましたが、その中に小鳥はいませんでした」

「追つい跡せきはどうなっている？　逃げるには東京の交通網を使うしかない。あなたたちの庭よ。何故ここにいる？」

「それが、シャットダウンが終わると共に、入場ゲートが閉ざされました。現在のユーロランドは完全にクローズドスペースです」

　天使は直立したままそう言った。

「防衛システムは奪だつ回かいしたのでしょ。操作できるじゃない」

　お姉ねえ様はリサを見た。

「防衛システムは奪だつ還かんできていません。特殊なロックがかかっているのか、施設への侵しん入にゆうが不可能と報告を受けました」

　ゲート封ふう鎖さも防衛システムで操作をするのだ。入場ゲートが閉ざされた場合、天使たちがユーロランドから出る術すべはない。高い壁には高圧電流が流れるなど、幾重ものトラップが存在する。強引に脱出すれば死ぬことになる。本来なら外からの侵入者を防ぐための装置があだとなった。

「……大失態よ」

　怒りのためお姉様の髪が風もないのにゆらゆらと揺れている。まるで炎のようだった。

「ただ、全てのライブカメラは押さえました。シャットダウン中に映像再生機能つきのカバーを装着し、平へい穏おんなユーロランドの録画映像が流れるようにしています。欺あざむけたかどうかは五分五分でしょうが、今後激しく交戦しようとも外に情報が漏もれることはありませ……」

「もう関係ないわ！　これで、新しいコミュニティを創つくる大義名分ができてしまう。そんな宣言を出される前に小鳥を殺すしか方法はない。それよりミズホは？　ミズホも一緒に逃げたということ？　やつはどこにいる？」

　鋭えい利りな雰ふん囲い気きを壊すように間の抜けた声が響ひびいた。

『パンパカパーン。ニューゲームの始まりでーす』

　目の前のモニターでピンク色のキャラクターが飛び跳はねている。

「あの間の抜けたキャラクターはなんなの？」

「えっと、スプラッチだと思いますが。ピンク色は食べられたような……」

　リサは首を傾かしげながら答えた。

「そんなことより、ミズホを探しなさい」

『私はここですよ』

　お姉様の声に答えるように画面に映りこんだのはミズホだった。

『ちょっとごめんね』

　ミズホは飛び跳ねるピンクスプラッチを抱きかかえると、ポンと後ろに放り投げた。

『うひゃー』

　スプラッチは間抜けな悲鳴を上げてモニターから消えていく。

『お姉様、ご機き嫌げんはいかがですか』

　ミズホは画面越しにお姉様を見つめた。

「最悪の気分だわ」

　お姉様は鋭い視線でモニターを睨にらみつけている。

『今日は天使たちの記念日ですよ。今日から天使と人間の新しい関係が始まるのです。悪あしき古い天使の枠わく組ぐみは崩ほう壊かいし、新しいコミュニティが創そう造ぞうされるのです』

「そのために小鳥をさらったと？」

『いえ。これは彼女の意志です。私は純真な彼女のお手伝いをしたにすぎません。上うわっ面つらの関係ではなく、笑顔を向け合う純粋な関係を彼女は望んでいます。いつか人間の寝首をかこうと牙きばを研とぐ現在の天使たちの枠組みを否定しているのです』

「そんなに上手うまくいかないわ。日本に天使の枠組みはふたつはいらない」

『はい、ひとつでいいと思います。そして、人間たちはどちらを選ぶでしょうか。倫りん理り的観点から、人間を食べずにすむ天使たちの枠組みを選ぶはずです。そんな能力を持った姫君がいるコミュニティを正式なものとして認めるでしょう。そうしたら、一夜にしてそのコミュニティ以外の天使たちはバグに堕おちることになります』

　リサはじっとミズホの演説を聞いていた。確かに正論だった。天使とバグの違いは、人間視点による相対的なものだ。政府が認めている存在を天使、それ以外をバグとしてくくっているだけなのだ。

　それがクーデターの目的だった。東京の交渉はダミーで、真の目的は革命だった。人間との友好のシンボルである姫君を掲かかげ、コミュニティ設立の宣言をした瞬しゆん間かんに目的は達成される。人間たちは、人を食わない天使たちを選ぶはずだ。

『新しいコミュニティ作りにはお姉様たちにも手伝っていただきたいのです。ですから、この場で私たちの枠組みの中に入ると宣言をしてください。そうすれば、天使のままでいられます。私は未いまだにお姉ねえ様のことをお慕したいしております。一緒に綺き麗れいな世界を創つくりましょう』

　ミズホはにこりと微笑ほほえんだ。それは勝利宣言も同然だった。

　周囲に立っていた天使たちが、迷ったようにお姉様に視線を向けている。

「うろたえるな！」

　お姉様が天使たちを一いつ喝かつした。

「バグの戯ざれ言ごとに耳を貸すな。この反逆者を殺すのよ。おまえはどこにいる？」

『ですから、ここですよ。お姉様の目の前に立っています』

　ミズホが言った。その言葉に、お姉様は顔をしかめて目前を見つめる。しかし、当然ながらミズホの姿はない。

「もしかして、仮想フィールドのことでは？」

　リサは気づいた。仮想フィールドとは防衛システムがユーロランドを管理するためのデータマップのことだ。ユーロランドと同じ形の３Ｄマップを作り、ソナーやカメラで管理する人間や天使のデータを配置する。現実の物理的なフィールドに、数字で構成したデータのフィールドを重ねているのだ。

　要するにミズホは画面の向こうの世界にいるということだ。画面という窓の向こうに広がるもうひとつのユーロランド。見ると全てのモニターにはユーロランドの景色が映っている。現実のユーロランドの背景を映しているのだ。

「仮想フィールドだと？」

　お姉ねえ様は顔をしかめている。

「キャッスルを見てください」

　リサはお姉様にユーロキャッスルを指さしてみせた。スカイブルーにライトアップされたキャッスルがそびえている。

「あのキャッスルの前にモニターがあります。モニター越しにもキャッスルが見えます。モニターは仮想空間のキャッスルを映しているのです。つまり、現実と仮想の座標は重なっており、モニターは二つの世界を繫つなぐ窓のようになっているのです」

　ニューゲームが始まった瞬しゆん間かん、ユーロランドに配置された全てのモニターは、画面ではなく窓となった。画面を覗のぞくとユーロランドの向こう側の風景が広がっているが、それは全て作り物の世界の風景なのだ。仮想と現実の二つの世界が重なっている。

「目の前のモニターに映るミズホは、仮想のユーロランドであのモニターの向こうに立っているのです。ですから、窓越しに会話をしているようなものです」

　リサはミズホの映るモニターを横目にお姉様に説明した。

「仮想フィールド内で、モニター越しに私の前に立っていると」

　お姉様が自分の目の前を指さした。

『そのとおりです、お姉様。防衛システムの施設内に入れなかったのは、私が仮想世界からロックをかけていたからです。ですから、物理的な解かい錠じよう方法では開きません』

　ミズホはくすりと微笑ほほえんだ。

「逃げずにユーロランドに留とどまった目的はなに？　ユーロランド内にいるなら、貴き様さまだけは殺すわよ」

『すでに死ぬ覚悟です。これは目的のために沢たく山さんの犠ぎ牲せい者しやを出した責任です。そして、もうひとつの目的はお姉様と東京の天使たちをユーロランド内に留めることです』

　ミズホの目的は姫の逃げる時間を稼かせぐことなのだ。東京の天使の追走を阻そ止しするため、自らユーロランドに残っている。

「ここから出ることなどどうにでもできるわ」

　お姉様は吐き捨てるように言った。

『ですから、最後のゲームをすることにしました。防衛システムが管理するゲームは厳格でいてフェアですから。私を殺しユーロランドのゲートを開けるには、そのゲームを介して行う必要があります』

　顔をしかめる天使たちをよそに、モニターの中のミズホは背後を振り向き手招きをしている。しばらく待つと、先ほどのピンク色のスプラッチが砂煙を上げて走ってきた。

『お願いします』

　ミズホがスプラッチに言った。

『あ、はい。では、ニューゲームのルール説明をしたいと思います。皆さん、簡単なゲームですからリラックスして聞いてくださいねー』
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『ニューゲームはですねえ、このモニターの中の世界で行ってもらいます。こちらにはデータで構成されたもうひとつのユーロランドが広がっているのです』

　混乱する奈な々なをよそに黒スプラッチが説明している。

「ホリーチェストは終わったはずよ。ニューゲームってなんなのよ！」

　奈々は腹の痛みを気にしながら、モニターのスプラッチを怒鳴りつけた。

『防衛システムが管理するゲームは様々で、天使の研修で使用するホリーチェストの他、対人間用のシミュレーション、対バグ用シミュレーション、遊園地営業シミュレーションなど多彩な種類を用意しております。今回は遊園地営業シミュレーションの中から選択されたゲームです。ルールはとても簡単ですよ』

「なんなのよ、営業シミュレーションって……」

　啞あ然ぜんとする奈々を前に、スプラッチは説明を続ける。

『制限時間は閉園までです。それまでに、このユーロランド仮想フィールドに入り勝利条件を満たしてください』

「ちょっと待って。そんなことは聞いてないの。いったい何が起こってるの？」

　奈々が声を荒らげると、スプラッチは困ったような表情をしながら答えた。

『特定の方に偏かたよった情報を流しちゃいけないんです。私はユーロランドを守る防衛システムの一部ですから』

「そんなこと言っていいの？　私は今まで最低人気のあんたのグッズをがんばって売ってたのよ。ゴミ箱に捨てられたぬいぐるみも救出してあげたわ。特にねえ、黒スプラッチは五色の中でも人気がなかったけど、黒スプラッチ携帯ストラップを三つも売ったのよ。黒スプラッチストラップを月に三つも売ったのは私だけ。どれほど客に媚こびへつらったと思ってるのよ」

『そ、それを言われると困りますねえ。わかりました。特別ですからね……』

　スプラッチはぽりぽりと頭をかきながら話し始めた。

　内容はこうだった。ミズホは依い然ぜんユーロランド内に残り、東京の天使たちを足止めするために新しいゲームを設定したと。閉ざされたユーロランド内で、天使たちの最終対決が始まろうとしているのだった。

「また入場客が危ない目に遭あうじゃない」

『名目上は営業シミュレーションなので、おしとやかに扱うことにはなりそうですけど』

「信じられるわけないわ。今回どれだけ入場客に被害が出たと思ってるの？　遼りよう一いちだって美み穂ほだって……」

『それはプレイヤー次第ですので。とにかく、プレイヤーはこちら側の仮想フィールドに入ってゲームを行います。仮想フィールドはこの場所です』

　スプラッチが背後を指さした。それはなんの変へん哲てつもないユーロランドの風景だったが、人ひとり映っていない。ただのユーロランドの風景がデジタル映像で作られている。

「私は参加しないわ。このゲームは私には関係ないもの」

　そう言ったものの、奈な々なは仮想フィールドというワードが気になった。そして、そのマップにはどこから入るのか。

『仮想フィールドへの入り口は、ユーロランドに配置されたチェストです。チェストは仮想フィールドの入り口でもあるのですよ』

　奈々の疑問にスプラッチが答え、簡かん易いマップを表示させた。
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『配置されたチェストは二十一個。そして、中央広場の防衛システム管理施設にも入り口があるので、合計二十二個となります。つまり、二十二人のプレイヤーが同時参加できるゲームなのです。ただいまの参加者は一名、ミズホです。ミズホはログイン場所を公開しています。場所は中央広場の防衛システム施設内からです』

　奈な々なは簡かん易いマップを凝ぎよう視しした。今まで奈々たちが開けたチェストが、そのまま仮想フィールドへの入り口に設定されている。

「仮想フィールドに入ってどうするのよ？」

『シンプルに説明すれば、仮想フィールドに入って他のプレイヤーとバトルを行うだけです。バトルに敗退したプレイヤーはペナルティが与えられ、再参戦は不可となります』

「バトル？」

　奈々は顔をしかめた。営業シミュレーションと銘めい打うっておきながら、仮想世界でバトルを行うというのか。だとしたら、リアル体感格かく闘とうゲームとするべきだ。

『仮想フィールドでの体の操作など、身体能力も関係しますが、基本的に戦闘力は数値管理です。そして、その戦闘力は入場客が関係しているのです』

　奈々はスプラッチの解説を聞きながら目を見張った。スプラッチの背後にはユーロランドの園内が映っており、そこを女性が横切ったのだ。

「ミズホ？」

　その女性はミズホだった。光の粒子で構成されたようなそのキャラクターは、モニター越しにちらりと奈々に視線を向けてから、仮想の園内を歩き去っていく。

『ただいま、ミズホの戦闘力は９８３です……』

　周囲を見回すが誰だれもいない。ミズホの実体はユーロランドにないのだが、モニターにだけ映っている。モニターからモニターへと、ミズホの動きが画面を通してだけ見えた。まるで写真や映像にだけ映る心霊現象のようだった。ミズホは向こう側の世界に存在している。

　ミズホの動きを目で追っていた奈々だったが、脇腹の痛みに顔をしかめた。やはり、遼りよう一いちに何かが起こっている。そんな憂ゆう慮りよする奈々の前に走りでてきたのはリサだった。

「ご無事でしたか、奈々」

　リサは奈々の前で立ち止まった。

「ご無事じゃないわよ、キサラギは、キサラギは……」

「わかっています。それでも、ラストチェストの解かい錠じようをしていただいたことで、被害を最小限にとどめることができました」

　声を荒らげる奈々に対し、リサはモニターに視線を向けて何かを探している。

「ミズホを探しているの？」

「はい。しかし、見失ってしまいました」

　リサはふうっとため息を吐いた。

「で、何が始まったっていうのよ。天使たちは勝手なことばかりじゃない」

　奈な々なはリサにやり場のない怒りをぶつけた。

「シャットダウンの際に、小鳥はユーロランドの外に逃げました。その逃走時間を稼かせぐためでしょう。他にも目的があるかもしれませんが」

「ねえ、本物の姫はいったい誰だれだったの？　私には知る権利があるわ。彼女を助けるために危険を冒してチェストを開け続けたんだもの」

「奈々の知っている方ですよ。普段はこのユーロランドで接客をしておりました。奈々と同じグッズを売っていたらしいです……走りましょう」

　リサは奈々の手を引き走りだした。

「同じグッズって？」

　奈々は画面に映っていた黒スプラッチを振り返った。あれを売っていたのは、奈々ともうひとりだけだった。

「まさか……」

　奈々は目を丸くした。まさか彼女が本物の天使の姫君だったというのか……。

　リサは奈々を引っ張ったままスプラッチの森エリアを走り抜ける。すると、そこのモニターにミズホの姿が映っていた。それも一つのモニターではなく、エリアにある全てのモニターにミズホのバストショットが映っている。

『中央広場に移動してください』

　モニターでミズホは笑みを浮かべている。そして、そのメッセージを受け取ったのは、そのエリアにいる人間たちだった。入場客の人々がミズホに促されるまま動いていく。このエリアに立っていた人間たちは、東京の天使たちが操っていたはずだ。クーデターサイドを牽けん制せいするための武力としてここに立たせていたのだ。

「モニター越しにテンプテーション能力を使っていますね」

　リサがモニターを見つめながら言った。そんな横を、ミズホに操られた人々が歩いていく。

「モニター越しって、そんなことできるの？　だったら、テレビに出れば全ての人間を操れるってことになるわ」

「このユーロランドのモニター限定でしょうね。仮想フィールドに立っているミズホは、映像でなくデータの再現なのです。モニターもゲームが始まると同時にデジタル信号を送れるようにモード変更されています。要するにテンプテーションのデジタルデータをも再現できるのです」

　すでにモニターからミズホの姿は消えていた。仮想フィールドを移動し、別のエリアへと移ったのだろう。

「仮想フィールドからモニターを操作できるのかもしれません。通常は窓として、あるときはバストショットを映すという感じでしょうか」

「ねえ、それよりミズホは何故、人間たちを移動させているの？」

　基本的には、天使たちの戦いは終わったはずだ。今さら入場客を操る必要はない。

「入場客がニューゲームの重要な要素なのです。まだクーデターサイドとの戦いは終わっていないということです。戻りましょう奈な々な、お姉ねえ様の指示があるでしょう」

「くだらないわ！　クーデターなんかよりも私には重要なことがあるのよ」

「危険ですよ。ユーロランドは依い然ぜん混乱しています」

「だから、なおさらよ。早く遼りよう一いちを探さないといけないの！」

　奈々は叫ぶと、リサの手を振り払って走りだした。
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『閉園まであと一時間です。同時にゲームの残り時間も一時間となりましたよー』

　ジェシカの前のモニターで、スプラッチが『１Ｈ』と書かれたプラカードを振っている。

「お姉様、いかがいたしますか？」

　本部に戻ったリサが聞いた。

『ただいまミズホの戦せん闘とう力りよくは１０２２でーす』

「千オーバーになってしまったわね」

　お姉様は椅い子すに足を投げだして座り、表情からは苛いら立だたしさが滲にじみでている。そんなお姉様から少し距離を取ってジェシカが立っていた。お姉様の周囲には数人の天使がいるが、ジェシカと同じくランドの新人天使だった。

　東京の天使たちはユーロランド内に散らばっている。自らテンプテーション能力で操った人間たちと移動を続けている。何故そんなことをやっているのかというと、それはこのゲームでは入場客の数が重要ファクターと設定されているからだった。

　仮想フィールドでのミズホの戦闘力１０２２。つまり、ミズホがログインした中央広場に現在入場客が１０２２人いるということなのだ。要するに、ユーロランドの入場客の動きが、仮想フィールドでの強さに直結する。

「どうにかならないの？」

　お姉様が焦じれたようにリサを向いた。

「やはり、今の状態ではジリ貧です。現状のままでは入場客を奪われ続け、同時にこちらの防備も薄くなります。未いまだにランド内に散らばっているクーデターサイドの天使たちから奇き襲しゆうを受ける可能性も高まります。そして閉園までユーロランドのゲートは開きません」

　中央広場への遊歩道も封ふう鎖さしようとしたのだが、テンプテーションで操られた人間を止めることは不可能だった。それでも止めようとしたランドの天使は、クーデターサイドの天使の奇襲を受けてしまったのだ。強引に止めるには入場客を殺すしかなかったが、この段階でそんな行動は取れるわけがなかった。

「そうじゃないわ。ミズホを殺す方法を聞いているのよ」

　お姉ねえ様が声を荒らげた。

「閉園と同時にゲームは終わりますが、ミズホはマーキングした人間を大量に引き連れ逃亡を図るでしょう。処分できる可能性は低くなります。ですから、ミズホを殺すならゲームに参加をすることです。仮想フィールドでミズホと戦うのです。それしか方法はありません」

　リサの言葉にお姉様は考える素振りをしている。

「……私が行きましょうか。お姉様の命令に従い対決いたします」

　お姉様は首を振った。

「リサは私のそばにいなさい。しかし、東京の子たちも使いづらい。彼女たちへの命令はデリケートに行う必要がある」

「今のところは、お姉様の指示に従っていますよ」

「しかし、失敗ペナルティも判明していない状況で、ゲーム参加を強要すると裏切り者が出てくる可能性がある。いや、すでに裏切りを選択している可能性もある。なにしろクーデターは成功してしまっている」

　お姉様の言うとおりだった。ジェシカたち自身も今後の身の振り方を考えねばならない。姫君を抱えた新しいコミュニティにつくか、今までの枠わく組ぐみの中にいるか。機械のごとく冷静な東京所属のエリートたちはどう判断するだろうか。

　クーデターは終わったが、これが始まりでもあった。二つの勢力が、社会的地位を賭かけて戦い続けることになる。それは、血で血を洗う凄せい惨さんな戦争に発展する可能性もあった。

　ジェシカが考え込んでいると、ふとお姉様の視線を感じた。

「はい」

　ジェシカが駆け寄ると、お姉様は優やさしく笑った。

「ジェシカ、ゲームに参加なさい。そして、ミズホを止めなさい」

「……私が、ですか」

　ジェシカは困惑し眉まゆ根ねを寄せた。

「あなたは、東京の子以外では一番身体能力が高く特殊能力も使える」

「ただ、私がミズホを殺せるとは……」

「心配しないで。このゲームで重要なのは戦せん闘とう力りよくという数値よ。あなたをフォローするために東京の天使が尽じん力りよくする。私たちの代表として戦うのよ」

　お姉様は猫なで声を出している。

「上手うまくやれば、私に逆らいシャットダウンの時間を延ばした反逆行為を見逃してあげるわよ」

　ジェシカはしばらく考えてから声を絞りだした。

「……あの、東京派遣も可能でしょうか」

「ええ、いいわよ。その代わり失敗は許されないわ。ミズホを殺せなければ、死ぬか辺境の島で実験体となるしかない」

　お姉ねえ様はにやりと笑った。

「わかりました。私が行きます。行かせてください」

　ジェシカは顔を上げうなずいた。

「リサ、聞いたでしょ、用意をなさい。東京の子たちに言ってジェシカのフォローをさせること。今から、エリアに人間どもを送り込んでおいたほうがいいかしら？」

「いえ、先に一カ所に集めるとミズホにまとめてさらわれます。ジェシカが仮想フィールドでミズホを牽けん制せいしているうちに送り込んだほうがいいでしょう」

　リサはインカムを使い他の天使と連絡を取っている。

「ゲームルールの詳しよう細さいを確認したいんだけど」

　ジェシカはリサに言った。

「時間がありません。やりながら確認という形となります。ヘルプキャラクターをそばに配置しておくとよいでしょう。助言をもらえるはずです。それでは、仮想フィールドの入り口へ行きましょう」

　リサはジェシカを促し歩きだす。仮想フィールドへの入り口はホリーチェストでも使用したチェストのようだ。

「ログイン中にチェストが開くことはありません。ホリーチェストでもそうだったように、チェストは外部からの干かん渉しようを受けることはありません」

　リサが早足で向かっていったのはキャッスルから少し離れたエリアだった。確かスプラッチの森というアトラクションがある場所だ。このエリアは閑かん散さんとしており人の気配はない。

「ミズホは中央広場からログインしています。また、キャッスルエリアに本部が設営されておりますので、距離を考えこのエリアから入るのがよいと思います」

　ジェシカがログインするのはスプラッチの森にあるチェストとなる。ふたりはスプラッチの森の出口から入り、チェストが設置されている部屋を目指す。薄暗い通路を歩くと、全体にスクリーンが張られた部屋に出た。スクリーンには何も映っていない。部屋の端に真っ黒な箱が置いてあるのが見えた。あれがチェストだろう。宝箱というより金庫と表現したほうが的確だ。

「私も研修期間に一回だけ仮想フィールドへのログインを体験したことがありますが、動作に慣れるまでしばらくかかります。それまではミズホとの交戦は避けたほうがいいでしょう。ミズホと戦うのは、動きに慣れ戦せん闘とう力りよくが上昇したらです。戦闘力のほうは東京の天使たちが責任を持ってフォローをするはずです」

　リサはなにやらインカムを気にしている。しばらくすると、リサがうなずいた。

「ミズホは現在、ユーロランドの北東付近にいるようです。ここから距離があるうちにログインしましょう。戦せん闘とう力りよくが低いうちに発見されると瞬しゆん殺さつされます」

「ゲームオーバーになったペナルティは？」

「判明しておりません。死ぬ可能性もあります。仮想フィールド上のチェストに入り離り脱だつはできますが……」

「離脱はしない」

　ジェシカははっきりと言った。このゲームで勝利するしか未来はなかった。未来は自分自身の行動で勝ち取るしかない。

「それではログインをどうぞ。服は脱いだほうがいいです。身体操作の際にノイズとなってしまいますから」

　リサに言われ、ジェシカは着ていたコスチュームを脱ぎ捨てる。

「下着もです」

　トップとアンダーも脱ぎ捨てジェシカは裸になった。

「チェストの中で横になってください。リラックスしてください」

　ジェシカは言われるまま真っ黒なチェストの中に入り身を横たえる。箱の中はなんだかとてもひんやりとする。

「では閉めます。──幸運を」

　ガタンとチェストが閉まり視界が暗転した。外部の音は全く聞こえない。完全な隔かく離りスペース。しかし安心感があった。トランクの中と同じなのだ。生まれる前にこもっていた箱の中と同じだ。

『行動選択をしてください』

　人工音声が箱の中に響ひびいた。

「現在行われているゲームへの参加。仮想フィールドへのログイン」

　ジェシカは言ったあとに、小さく悲鳴を上げた。何かどろりとした液体が流れ込んできたのだ。ゼリー状のそれは箱の中に満たされていく。冷たい液体がジェシカの裸体にかかり、なんだか変な気分になる。

　流れ込む液体は止まらなかった。ジェシカの体全体を覆おおい顔の上まで満たそうとしている。異変を感じてチェストを蹴けり飛ばしたがどうにもならない。ついに液体はチェストいっぱいまで満たされた。

　必死で息を止めていたジェシカだったが、ついにゴホッと息を吐いた。すぐに口の中に液体が侵しん入にゆうしてくる。どろりとした感かん触しよくが喉のどを通る。まるで液体状の生物に全身を蹂じゆう躙りんされているかのようだ。酸欠で死ぬ……。

「……息ができる？」

　ジェシカは液体の中でつぶやいた。液体を吸って呼吸をしていた。
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『液体は全身の負ふ荷かをデータとして読み取る媒ばい体たいとなり、また高濃度の酸素を含んでおり呼吸ができます。それでは仮想フィールドにログインします。リラックスしてください……』

　チカチカと光が明めい滅めつする。裸体を包む液体がぐねぐねと動き、全身をマッサージされているような気分だった。徐々に肌の感覚が失われていく。全身が麻ま痺ひしていく。落下しているような気がした。ユーロランドのフリーホールに乗った気分だ。下半身がジンジンした。妙な感覚に我が慢まんできず、ジェシカはつい声を漏もらしてしまった。

「ああ……」

　肺に残っていた空気が漏れ、口の中にねじ込まれた液体がぶるぶる震ふるえている。すでに体の自由がきかなかった。ジェシカは手脚を突っ張り必死に意識を保つ。しかし、さらなる落下の感覚に意識を手放してしまった。ジェシカは全身をのけぞらせて失神した。

『……………ログイン完了』







『二人目のプレイヤーが参加をしました』

　その声はとても遠くに聞こえた。目を開けると紺こん色いろの空が見えた。怪あやしく光る月も見える。

　ジェシカは体を起こした。石いし畳だたみの上に寝ていたようだ。そこはユーロランドの園内だった。何故ここにいるのだ？

　はっと横を見ると、真っ黒なキャラクターがジェシカを見つめていた。

「スプラッチ？　えっと……スプスプ、スプスプスプー」

　体を起こしたジェシカがスプラッチ語で話しかけると、黒いキャラクターはうれしそうにジャンプして返事した。

『スプースプー、スプスプ……って違います。以前は子供向けにスプラッチ語とかを喋しやべったことがありましたけど、びっくりするほど浸しん透とうせず、普通に日本語を喋るようになったんです。あ、初めまして、ヘルプキャラクターの黒スプラッチです』

　黒スプラッチはペコリと頭を下げた。

「そっか、ここが仮想フィールドなんだね」

　ジェシカは理解した。仮想フィールドのユーロランドにいるのだ。そう思って見ると、周囲の風景はなんだか粗そ雑ざつだった。コンピューター処理された風景映像のようにシンプルなラインで構成されている。自分の手を見たが生命を感じない。ジェシカもデータ処理され構成されているようだった。裸でログインしたのだが、スタッフコスチュームを着ていた。

「あっ」

　立ちあがろうとしたジェシカはよろめいた。全身が痺しびれている。

『まだ、仮想空間での動きに慣れていないようですね。しかし、天使さんたちはすぐに順応できます。もともと、人間の体を乗っ取り動かしたわけですから』

　ジェシカの動きがデータ処理され再現されているようだ。あの液体はジェシカの動きを読み取る媒ばい体たいであり、ゲーム機で表現するとコントローラーのようなものなのだ。

『ゲームはもう始まってます。ジェシカさんの戦せん闘とう力りよくは、ただいま４です』

「基本的にバーチャルで殴り合うような感じなの？」

『そんな要素に、遊園地の営業シミュレーション要素が加わります。一番重要なのは、お客様に満足していただくことですね』

「恋愛シミュレーションゲームなら得意なんだけどな」

　ジェシカは昔のことを思いだした。かつて宿主はそんなジャンルのゲームばかりやっていた。そのゲームで人間の女の子の振ふる舞まいを学習したのだ。ジェシカはもう宿主の顔は思いだせなかった。ただ、胸の痛みだけは未いまだに焼き付いている。

「戦闘力４、か。ミズホの戦闘力は？」

『ミズホの戦闘力は、１２１１です』

「戦ったら確実に負ける？」

『戦闘力はゲーム的に表現すると、キャラクターの数値能力設定にすぎません。身体能力などでカバーすることはできます。ただし、この数値の差は、三輪車とポルシェで競走をするようなものですね』

「そっか、せめて車同士のレースにしたいところだよね」

　戦せん闘とう力りよくアップは東京の天使がフォローしてくれるとのことだが……。

　ふと視線を感じてモニターを見ると、リサの顔が映っていた。

『ログインに成功したようですね』

　リサはモニター越しに言った。

「外の子たちと話せるんだね」

『ユーロランドには大量のモニターが配置されています。そのモニターを、現実と仮想を繫つなぐ窓だと考えていただくとわかりやすいです』

　スプラッチが説明する。ミズホはそれを利用してモニター越しにテンプテーション能力を使っていたのだ。確かにそれは、ひとりひとりに能力を使うよりも効こう率りつがいい。

「ユーロランド全部のモニターに映ったりできるの？」

『モニターにアップが映るように操作したりはできます。しかし、そんな操作をできるのは、立っているエリアのモニターだけです。ジェシカさんは現在スプラッチの森というアトラクションがあるエリアにいるので、操作できるのはそのエリア内のモニターだけなのです』

　スプラッチの森にあるモニターは操作できるのだ。テンプテーション能力を使えば、エリアにいる人間全てを操作することも可能だ。

「だったら中央広場だね。そこの入場客をごっそりといただき、スプラッチの森エリアに誘ゆう導どうする。戦闘力は一気に逆転する」

『待ってください。ミズホの能力は強力です。操られた人間を操作し返すのは労力ですよ。戦闘力のアップは東京の天使に任せてください。ジェシカさんは、ミズホとの対決に備えていてください』

　リサは現実のフィールドを走り去っていった。

「にしても、こんなデータを防衛システムが管理してるんだね」

　ジェシカは体を慣らすためにフィールドを歩いた。ユーロランドの細部まで再現したフィールドが広がっている。少しずつ早足に歩き、ジャンプし、スキップも踏ふんでみた。徐々に体の操作に慣れてきた。

『お望みであれば、フィールドだけじゃなく人間データも表示することができますよ』

　同時にジェシカの前にぼんやりとした影が出現した。それらは、ユーロランドを歩く人間データの再現だった。氏名、性別、身長、体重などのデータも影の中に表示されている。

『条件を絞って表示することもでき、人物検けん索さくなどもできます』

「私はユーロランドのデータの中ちゆう枢すうにいるってことね」

　そのときジェシカはある人影に気づいて走り寄った。

「奈な々な、どうしたの？」

　ジェシカはモニター越しに奈々に話しかけた。現実のユーロランドの樹木の下で途方に暮れたように突っ立っているのは奈々だった。

『え、ジェシカ？』

「ここだよ、モニターを見て」

　キョロキョロとしていた奈な々なはジェシカを見つけて驚いた様子だった。

『な、なんでジェシカがモニターに映っているの？　まさか、仮想フィールドに？』

「ゲームに参加をしたからだよ」

『なんでジェシカがやらされてるの？　東京の天使がやればいいじゃない』

「それより奈々、チェストをギリギリで開けられたのは知ってたけど、なんでこんなところにいるの？」

　ジェシカが話しかけると、奈々はぐっと歯を食いしばった。

『ゲ、ゲームでね、キサラギが死んじゃって……。あと、なんか体がすごく痛いの。きっと遼りよう一いちに何かがあったんだわ。でも見つからないの。どうしようって思って……』

「落ち着いて奈々。遼一君はきっと大丈夫だよ」

『でもさあ、ジェシカまでこんなゲームに無理やり参加させられて、もしも、ジェシカもキサラギみたいになっちゃったら……』

　奈々は突っ立ったまま、ごしごしと目を擦こすった。

「奈々、泣かないで。ゲーム参加は私の意思だから」

　ジェシカはモニター越しに笑いかけた。

「奈々に泣かれると、こっちまで涙が出そうになるの。だから泣き止んで。そうだ、遼一君は仮想フィールドから探してあげる」

『ジェシカ……』

　ジェシカは、呆ぼう然ぜんとする奈々を横目に走りだした。

「相あい沢ざわ遼一を検けん索さくして」

　ジェシカはスプラッチに言った。

『シャットダウンでいったんデータをロストしておりますので、細かい検索はできないと思います』

「じゃあ、十六歳ぐらいの男の子を全て検索……」

　ジェシカははっと立ち止まった。フィールド上を動く薄い影ではなく、キラキラと光を放つデータの集合体が出現したのだ。それはミズホだった。ミズホは十数メートルの距離を置いてこちらを確認した。

「しまった、見つかっちゃった」

　ジェシカはミズホと向かい合ったまま後ずさった。

『ジェシカさんの戦せん闘とう力りよくは、ただいま１２２です』

「戦闘力アップは任せろって言った割には遅いじゃん。なにやってるのよ」

　ジェシカはミズホに黒スプラッチを投げつけると逃げだした。
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　奈な々なはジェシカの消えたモニターを呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　ニューゲームにジェシカが参加した。ミズホとの対決のために仮想フィールドにログインしたのだ。ジェシカはミズホと同じく向こう側の住人となった。

　ジェシカの消えたモニターでは黒スプラッチがあたふたとしている。

「あんた、そこで何してんのよ」

　奈々はモニターに映るスプラッチを睨にらみつけた。

『仮想フィールド内でジェシカさんのヘルプをしていたんですけど、投げつけられたうえ、置いていかれちゃいましたー』

「あんたさあ、さっきまで私のヘルプをしてたけど、いったい何体いるのよ」

『黒スプラッチは一体なんです。ですから、仮想フィールドで一生懸けん命めいに走り回ってるんです。いっぱいヘルプを呼ぶと、他のカラーのスプラッチが登場しますよ。でも、黒は頭のいいスプラッチなので、私が一番いいヘルプをしますけどね』

　スプラッチはテヘへと頭をかいている。

「それよりジェシカはどうなってるの？　ミズホと戦ってるの？」

　奈々は脇腹を押さえ、ジェシカを探しながらユーロランド内を歩きだす。

『そうです。クーデターサイド代表ミズホ対正規軍代表ジェシカ、みたいになってます』

　スプラッチもモニター越しに奈々についてきている。

「あんたはさあ、どっちの味方なのよ。ユーロランドキャラクターだったら、クーデターサイドは敵でしょ。なんとかしなさいよ、このバカラッチ」

　奈々はスプラッチに悪あく態たいをついた。

『私はどちらの味方でもないです。防衛システムは様々なゲームなどを管理していますが、それに共通するのはフェアであることなのです。私たち防衛システムは、人種も思想もイデオロギーも関係ありません』

　水路沿いの歩道に突き当たると、入場客の集団が見えた。彼らは早足で歩道を南下している。やはり行動を操られているようだった。

「あの人たちは、どこに向かってると思う？」

　奈々はモニターを探しスプラッチに聞いた。

『中央広場でしょうね。ミズホがモニター越しのテンプテーションで操作し移動させています。中央広場エリアにいる入場客の数が戦せん闘とう力りよくとして算出されるわけですから』

　戦いは仮想と現実の両方で行われているようだ。とにかく終わらせるべきだった。早くこの戦いを終わらせるには、やはりクーデターの元凶であるミズホを倒すしかないのか。

　歩いている人々に視線を向けると、不意に走り込んできたリサが立ちはだかった。すると、集団は次第にばらけて散っていく。

「……リサ、何をしたの？」

　奈な々なは人波をかき分けリサに駆け寄った。

「テンプテーション能力を使っています」

　リサは操った人々にどこに移動しろ、などと指示を出している。

「ジェシカがどこからログインしてるかわからないけど、そこに集めてあげればいいじゃない。ジェシカはあんたたちのために危険を冒しているのよ。さっさとフォローしなさいよ。このゲームで負けちゃったら、どうなるかわからないんでしょ」

　リサの移動指示はバラバラだった。数カ所のエリアを提示していた。これでは、ジェシカの戦せん闘とう力りよくはなかなかアップしない。

「そう単純にいかないのです。ジェシカさんがどこからログインしたかをミズホに隠かくす必要があるからです。その場所を知られれば、ミズホはそのエリアに入り全ての入場客を奪うはずです」

　ジェシカがログインしたエリアに入場客を集めることが戦闘力アップに繫つながる。しかし、一気に集めてしまうと、入場客の動きでジェシカのログイン場所が推測されてしまう。すると、ミズホはそのエリアに張りつき入場客を奪い続けるだろう。そうなったらジェシカの戦闘力は打ち止めどころか、下がるのみで勝負は決してしまう。

　以上の理由から、ミズホを牽けん制せいするために他のエリアにも入場客を配置しているのだ。

『ただいまミズホ戦闘力１３３２ポイント。ジェシカ２５６ポイントです』

　スプラッチが言った。まだ戦力差は歴然としている。

「戦せん略りやくとしては、このまま地道にジェシカさんの戦闘力を増やし、差を３００程度に減らしたいところです。そしてジェシカさんがミズホと直接戦い時間を稼かせぎ、その隙すきに一気にエリアに入場客を注入するのです。しかし、ミズホもこちらを牽制しているため、動きづらいのですよ」

「東京の天使たちはリサみたいに能力使えるんだから、中央広場にいる入場客を奪いに行けばいいのよ」

「中央広場はミズホの匂においが充満しています。そして、匂いに紛まぎれてクーデターサイドの天使が潜ひそんでいるのです。奇き襲しゆうを受けて傷を負った天使もいます。ですから、中央広場の入場客に手を出すことはできません」

「じゃあ、こんな感じでジェシカをフォローするしかないの？」

　元々ミズホのテンプテーション能力のスペックは桁けた違ちがいだった。さらに仮想フィールドに入ることでモニター越しにエリアの全ての人間に特殊能力を使えることになる。仮想フィールドには戦闘力の低いジェシカしかおらずやりたい放題なのだ。

　一方こちら側は、リサのように実際に入場客に対面してテンプテーションをかけるしか方法がない。同時にその行動は、奇き襲しゆうを受ける危険性を伴ともなう。これは天使のエリートたちでも、さすがに精神を削り取られる作業となるだろう。

　そして、人間たちはそんな戦いの武器として扱われている。

「これが営業シミュレーション？　入場客を玩具おもちやにするこれが」

　奈な々なはスプラッチを睨にらみつけた。もしかしたら、遼りよう一いちも操られているかもしれない。そして、ジェシカにとってもあまりに危険なゲームだ。ホリーチェストが終わったと思えば、また残忍なゲームが始まってしまっていた。

『カテゴリーでくくってるだけの話でして……』

「うるさい！　もううんざりよ」

　奈々に怒鳴られたスプラッチは目を丸くして硬こう直ちよくしている。

「もうスプラッチグッズなんて売らないわ。こんなクズでヘボで残ざん酷こくなキャラクターだと思わなかった。そんな馬ば鹿かキャラクターを客に勧められるわけないじゃない。ジェシカや遼一に何かあったら、私が持ってるグッズは全部燃やしてやる！」

『私だってやりたくてゲームのガイドをやってるわけじゃないんです。他のキャラクターがやるとイメージが崩れるとかで、私のようなマイナーキャラに押しつけられているんです。私たちも被害者です』

「くだらない言い訳をしないでよ。営業中にモニターで笑顔を振りまいているのも所しよ詮せん上うわっ面つらでしょ。お客さんのことなんか考えたこともない。もう、あんたの顔なんて見たくないわ！」

　奈々はスプラッチを罵ば倒とうしてから走りだした。しかし、リサに手を引っ張られのけぞるようにバランスを崩した。

「走り回ると危険です。私と一緒にいたほうがいいです」

　リサはよろめいた奈々を支えながら言った。

「ほっといてよ。所詮あんただって、残酷なだけの天使コミュニティの犬じゃない。私の気持ちなんてわからない」

　奈々が叫ぶと、リサはすっと視線を落とした。

「……奈々たちのことは心配していましたよ。できればこれ以上の犠ぎ牲せいは出したくありません」

「噓うそよ。感情のない機械のようなリサがそんなこと考えるわけない」

「昔の私には少しだけあったんです。でも今は薄くなりました。希き薄はくな生活と残酷な仕事の中、いつの間にか手放してしまったのです。でも、奈々と遼一さんを見てると、少しだけ思いだすんです。きっと、あなた方は電波のように感情をやりとりして、それが私たちにも伝わってくるんでしょうね」

　リサは奈々の額に唇を添そえた。

「戻りましょう。まずは、ニューゲームを迅じん速そくに終わらせる必要があります」

　リサは奈な々なの手を引き走りだす。いったん本部へ戻るようだ。奈々は力なくリサに引っ張られるまま走った。脇腹が強きよう烈れつに痛み体に力が入らない。遼りよう一いちは大丈夫だろうか。遼一と一緒にいた摩ま耶やは安全な場所に逃げられたか。美み穂ほはどこにいるのか……。

　キャッスルエリアへと戻ると、沢たく山さんの人々の姿が見えた。混乱している原因は中央広場への遊歩道だった。ミズホに操られた人々は中央広場へと向かい、それを防ぎたい東京の天使たちがさらにテンプテーション能力を使用しているという状況。

　ユーロランドは明らかに歪ゆがんだ状態となっていた。親子連れや恋人たちが笑顔を浮かべて歩き回る風景とは違い、入場客が強制的にエリアを行き来させられている。上から下に流れる清流ではなく、乱暴にかき回した汚水のようなデータの乱れだった。

「もっと、強引に侵しん入にゆうを防ぎなさい！」

　声を荒らげているお姉ねえ様の姿が見えた。

　中央広場へ吸い込まれるように人が流れていくが、東京の天使たちがその流れを遮しや断だんしている。乱れる人の動きは混乱して収しゆう拾しゆうがつかない。乱れる音程のサイレンを聞いているようで強烈な吐き気を感じた。そんな雑音のまっただ中で能力を使用している天使たちはとても疲労している。東京のエリートとはいえ、精神的にも臨りん界かい点てんが近づいている。

　頭の痛みをこらえながら中央広場方面を見ていると、乱れ動く人々の中から人影が飛びでた。それは能力を使用し人間を操っていた東京の天使に飛びかかった。

　その人影はクーデターサイドの天使だった。奇き襲しゆうをかけると、すぐに人混みに紛まぎれ込むようにして逃げていく。攻こう撃げきを受けた天使は膝ひざをつき横っ腹を押さえている。押さえた手から血がぼたぼたと垂たれ落ちていた。呆ぼう然ぜんとする奈々をよそに、リサが保ほ護ごに駆け寄る。人間も天使も大混乱だった。

　我に返った奈々は、お姉様に振り向いた。

「もうやめなさい！　これ以上、入場客や天使たちを傷つけてどうするのよ！」

　奈々の叫びにお姉様は目をつり上げた。

「誰だれにものを言ってるの」

「あんたよ。もう戦う必要なんてないわ！」

　お姉様が奈々を睨にらみつけながら椅い子すからすっくと立ちあがる。一歩足を踏ふみだしたとき、横から声がした。

『そうです、戦う必要はありません』

　奈々たちの前のモニターに、ゆったりと姿を現したのはミズホだった。

　モニターに映るミズホの姿はキラキラと光っている。最初に見たときよりも、光量が増しているというか、鮮明に表示されていた。そんな彼女はとても悲しそうな表情をしている。

『私は閉園まで時間を稼かせぎたいだけなのです。戦いを放ほう棄きしてください。これ以上、天使にも人間にも被害を出したくありません』

　ミズホは仮想フィールド上で奈な々なたちと同じエリアに立っているようだ。

「ほざくな。貴き様さまの思うようにはさせぬわ」

　お姉ねえ様は鋭い目つきでミズホを射い貫ぬいている。

『では、東京所属の天使たちにメッセージです。戦いを放ほう棄きしてください。今後、天使の姫君を中心とした新しい枠わく組ぐみが作られるでしょう。それは人間との真の共存を目指すものです。それに協力していただける方は、その意思を見せていただきたいのです。今日はその選択の日です』

　ミズホの表情と言葉はとても心地よかった。爽さわやかな雨を浴びているような気がする。奈々自身もミズホの言葉に身を委ゆだねたいと思った。人間との真の共存……

『あなたたちも現状を憂うれいているはずです。人間を道具として扱い、いつかあるだろう人間との戦争のために牙きばを研とぐ。そんな世界を創つくってはいけません。私たちは人間に受け入れられる努力をするべきです。持っている能力で天使と人間が笑顔を向け合える優やさしい世界を創りましょう。それが私たちの存在意義です……』

　東京の天使たちもミズホを凝ぎよう視ししている。ミズホの言葉に心を動かされているのだ。

「お黙り！　反逆者の言葉に耳を貸すな」

　お姉様の金切り声に奈々は我に返った。奈々は必死で首を振った。ミズホに誘ゆう惑わくされるところだった。ただ、奈々はミズホの言葉は理解できた。確かに、天使たちは変わるべきではないか？

『反逆者はどちらでしょうか』

　ミズホは微笑ほほえみを絶やさない。すでにミズホは自分たちが正規の枠組みだと言っている。周囲を見ると、東京の天使たちも微び妙みような表情をしていた。正義はミズホ側にあると気づいている。

『もしも、私の言葉に同意していただけるのならば、人間を愛し愛されるような新しい枠組みを一緒に創りましょう』

　ミズホはそう言い、モニターから姿を消した。別のエリアに移動したようだ。

　力の抜けたように立っている天使たちの姿が見えた。能力使用をやめたため、人間たちが中央広場へと流れ込んでいく。その流れを止める術すべはなかった。

「お姉様、いかがいたしますか」

　そんな中、リサだけは平然としている。

「ミズホを止めなさい。もう待てないわ。ミズホを殺しなさい、ジェシカ」

　お姉様はモニターに向かって言った。

『……はい』

　モニターにはいつの間にかジェシカが映っていた。ジェシカの映像は、ミズホと違いくすんで見えた。肌も髪も粗そ雑ざつな粒りゆう子しで構成されている。

『ミズホと対決します』

　ジェシカは宣言し、中央広場へと向かっていった。
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　仮想の中央広場はとてもだだっ広かった。入場客データは消去しているので、現実で混雑している人混みは見えない。

　ジェシカはゆっくりと中央広場へと足を踏ふみ入れた。

『……ただいまジェシカさんの戦せん闘とう力りよくは３２１です』

　先ほど合流した黒スプラッチが小さな声で言った。

「あれ、なんでそんなにしょんぼりしてるの？」

　ジェシカは顔をしかめた。

『いえ、さっき、ちょっときつめに怒られちゃったんで……』

「そんな感情なんてあるの？　やめてよ、そんな顔で横にいられると気分が悪くなるじゃん」

『私は生命プログラムを挿そう入にゆうされているので、感情に似た表現はあるのです。感情表現はシンプルで、二つのベクトルだけで作れるのです。ＸとＹ軸のように交差するベクトルで四分割されたエリアの座標で表現されます。現在の感情表現はＸもＹもマイナスで、つまり人間的に表現すると悲しい状態と……』

「もういいから黙ってて。泣きたい気分なのはこっちなんだから」

　ジェシカはスプラッチに吐き捨てながら周囲を警けい戒かいする。ミズホはどこのエリアにいるのだろうか。

「中央広場の人間たちを操作しよう。まずはミズホの戦闘力を削る……って、なに泣いてるの？」

　横を見ると、スプラッチがぽろぽろ涙を流していた。

「わかったわかった、ほら元気出して」

　ジェシカはスプラッチを抱きかかえて撫なでてやった。

「中央広場にある全てのモニターに私を映して。顔のズームアップ」

　ジェシカはスプラッチに指示する。勝負をかけるしかなかった。中央広場にいる入場客をスプラッチの森エリアに誘ゆう導どうするのだ。エリア名を口に出せば、ミズホにジェシカがログインした場所が知られてしまうだろう。しかし、もう強引にやるしかない。東京の天使たちも、自分たちが管理している人間たちをスプラッチの森エリアに集結させてくれるはずだ。

「皆さん、ユーロランドにはこのように可愛かわいらしいキャラクターがいるんです。これはスプラッチっていうんですよ。普段は穏おだやかに森で暮らし、ドングリばかり食べてます。この子は黒スプラッチで頭がいいんです。他にも四色のキャラクターがいます。会いたいですか？　でしたら、スプラッチの森のアトラクションはどうでしょう。場所は……」

　ジェシカは人々に笑顔で話しかけ、自らのエリアへと誘ゆう導どうした。現実の中央広場のモニターには、微笑ほほえむジェシカのバストショットが映っているはずだ。

　ミズホの能力の管理下にある人々は、なかなかジェシカの言葉に反応しない。それでも、ジェシカが笑みを浮かべ続けていると、ついに動く人が現れた。ジェシカの髪がぞわぞわと揺らめいた。唇を早回しのように動かし信号を送る。人間の思考を麻ま痺ひさせる波長の音波を発しているのだ。瞬まばたきもリズムを保ち、体の動きも音楽的に。

「皆さん、スプラッチの森のアトラクションがお勧めです」

　徐々に中央広場から人々が出ていく。このままミズホの戦せん闘とう力りよくを削り直接対決で撃げき破はするのだ。そうして東京派遣を……。

「中央広場ではフィナーレイベントが開催されます。みなさん、中央広場に留とどまってください」

　笑顔を浮かべて歩いてきたのはミズホだった。

「なかなか特殊能力のレベルが高いですね」

　仮想フィールドのミズホは全身から光を放っている。

「がんばって学んだからね」

　中央広場のモニターにはジェシカとミズホが映っているはずだ。ふたりがテンプテーション能力を使っているため、中央広場は一気に混乱した。広場から出ていく人や戻ってくる人、そんな人間たちが入り乱れデータが混こん濁だくする。

『ミズホの戦闘力は……約１５００ですよ』

　ジェシカに抱かれていたスプラッチが囁ささやいた。人間たちが中央広場の出入りを繰り返しているため正確な数値が算出されないらしい。

『ジェシカさんは……約５００です。そして、上昇し続けています』

　東京の天使たちはフォローしてくれている。スプラッチの森エリアに入場客を送り込んでくれているのだ。すぐに戦闘力は逆転するはずだ。

「ジェシカさん、やめませんか？　これ以上、ユーロランドの入場客たちに被害を出したくありません。ログアウトしてください」

　ミズホは少しだけ悲しげな表情をした。

「だったら、そっちがやめるべきじゃない。ユーロランドの全ての混乱の原因はそっちにある」

　ジェシカはミズホと向かい合った。時間を稼かせぐ必要がある。せめて直接バトルができるほどに戦闘力を上げなければならない。

「私たちにはやるべきことがあるのです。変化を求めるには、無傷というわけにはいきません」

　ミズホはジェシカに突っかかられても涼すずしげな表情を保っている。

「詭き弁べんだよ。人間との共存を謳うたいながら、人間たちに犠ぎ牲せいを強しいるお姫様のもとでまとまれるわけがない。人間との関係とか、全て上うわっ面つらってことじゃん」

「彼女は何も知りません。ただ人間との純粋な関係を求めているだけです。そして、その枠わく組ぐみを作るために生じる汚い部分は私が全て請うけ負おいます。汚れも罪も全て私が背負います」

　ミズホははっきりと言った。

『……ただいまの戦せん闘とう力りよく７４３です。さらに上昇中』

　スプラッチが囁ささやく。

「ジェシカさんも私たちと一緒に新たな世界を創つくりませんか？　人間と天使がお互いに見つめ合える世界ができたら素晴らしいと思いませんか？」

「断る。私は人間との関係とか新しい世界とかどうでもいいの。別に未来に人間と天使が戦争を起こそうが何しようがどうでもいい。私がほしいのは自分の居場所だけ」

　その居場所は、他人に作ってもらうものではない。

「そうですか、残念です」

　ミズホは寂しげに笑うと、ゆっくりとジェシカに近寄ってくる。

『戦闘力８２３です』

　スプラッチが言う。まだ７００以上も差がある。これでは勝負にならない。こうしてミズホを足止めしているのに東京の天使たちは何をしている？　もっと早く人間を送り込んでくれればいいのだ。

「では、強制ログアウトさせていただきます」

　ミズホがバトルの構えを取った。

『気をつけてください、ダメージを受けすぎると敗退となります』

　スプラッチが忠告する、と、同時にミズホはジェシカに向かって右手を差しだす。その右手は強きよう烈れつな光を帯び、その光量はさらに強まり──光の弾が発射された。

「きゃっ！」

　飛び退くジェシカの足下で光弾が破は裂れつした。轟ごう音おんが響ひびき地面が陥かん没ぼつしている。ブスブスと煙が立ち上った。

「な、なんで？　今のはなに？」

　ジェシカは啞あ然ぜんとしながらミズホと距離を取る。

『えっと、戦闘力ボーナスです。戦闘力が１０００貯まるごとに、仮想フィールド内でボーナスが与えられるんです。映像エフェクトサービスで、それによって様々な特典がプラスされます。五千オーバーすると、ユーロランドの設備を自由に動かせたりもします』

「それを早く言ってよね」

『現在戦せん闘とう力りよく千オーバーのミズホは、光子エネルギーを使った攻こう撃げきができます』

　ミズホの周囲は異様にキラキラとしていた。特典の映像エフェクトだ。光の粒がミズホの周囲を舞まっている。

　さらにミズホは光弾を放ち、ジェシカは寸前でなんとか回かい避ひする。目標を失った弾は、大きくカーブしキャッスルの尖とがった屋根にぶつかり爆ばく発はつした。被ひ弾だんしたキャッスルの屋根は吹き飛び煙を吐いている。ただし、壊れたのは仮想世界のキャッスルであり、現実のキャッスルは全く変化がない。

「なによお、こんなことなら、恋愛ゲームだけじゃなくて格闘ゲームとかやっておけばよかった」

　意を決したジェシカはミズホへと突っ込んだ。距離を取っていたらいつかは光弾の餌え食じきになってしまう。

　加速をつけてミズホに殴りかかったジェシカだったが、攻撃を当てる寸前、ミズホは異常なスピードで身を翻ひるがえす。バランスを失ったジェシカは、ミズホの回し蹴げりを食らい地面に派手に転がった。

「……速い」

　ジェシカはまくれたスカートを直して立ちあがった。

『気をつけてください。戦闘力アップに伴ともない仮想フィールド上の身体能力が上がるのです』

　トテトテとジェシカを追いかけてきたスプラッチが忠告した。

「こうなったら──」

　ジェシカは再びミズホに突っ込む。身構えるミズホだが、ジェシカはその脇をすり抜け突っ走った。まともに戦うのは無理だ。こうなればもう少し時間を稼かせぐしかない。

　ジェシカは中央広場を走り、そのまま広場を囲む水路に飛び込んだ。そのまま水中を泳ぎ水路の支流に入る。

　入り組んだ水路を泳ぎ続け、ジェシカはユーロランドの北東に出た。

「……ふう」

　ジェシカは水路から上がって一息ついた。暇なときにずっと水路を探検していたので、ルートは頭の中に入っている。

「ミズホをまけたかな。でも、スプラッチの森エリアに行かれたらまずい。ごっそり持っていかれちゃう。でも東京の天使たちがなんとかしてくれるかな」

　ジェシカは肩で息をしながらつぶやいた。仮想世界でも強きよう烈れつな疲労を感じる。蹴られた腰も、ズキズキと痛んだ。そういえば、水の匂においすらも感じる。

『基本的に仮想フィールドは、本人の記憶の再現に大きく依い存ぞんしているのです。フィールドの細部や匂いなどはシステムの性能ではなく、ジェシカさんの記憶なんですよ』

　一緒に泳いできたらしいスプラッチが、水路から上がってプルブルと犬のように体を振った。

「このまま、ミズホを牽けん制せいしながら時間を稼かせいで戦うしかな……」

　ジェシカは絶句した。ミズホが異常な跳ちよう躍やく力りよくで水路を跳とび越えながらこちらに向かってくるのが見えた。このまま逃がす気はないらしい。

「ねえ、スプラッチ、私の手からは何も出ないよ！」

　ジェシカはミズホに向かって手を振ったが、ミズホの放ったような光弾は出なかった。

『ただいまの戦せん闘とう力りよくは８９５です』

「遅い！　東京の天使は何をしているの？」

　ジェシカはスプラッチの言葉に怒ど声せいをあげ走りだした。こうなったら、逃げ続けて時間を稼ぐしかない。

　走るジェシカはちらりとモニターを見た。モニター越しに現実空間の様子が見える。その現実空間は混乱していた。

　クーデターサイドの天使と東京の天使との戦いが続いている。奇き襲しゆうをするクーデターサイドと、それを守る東京の天使たち、と、そんな構図であることに気づく。

　ここでジェシカは、自分のエリアに入場客の供きよう給きゆうが遅れているわけがわかった。東京の天使にとって自らが操っている人間たちは盾であり武器であるのだ。それを、スプラッチの森エリアに誘ゆう導どうするということは、自らの防御を捨てることになる。奇襲を受けやすくなってしまうのだ。そんな思考の元、供給が遅れている。

　それでも、ジェシカは天使たちのフォローを信じて逃げ続けた。辿たどり着ついたのはユーロランドの北東の端、公園エリアだった。巨大な噴水や人工の小川などがある水場となっている。ただし、チェストもない無関係エリアなので、現実世界に人ひと気けはない。

　水しぶきを上げ水場を走るジェシカが振り返る。背後にミズホの姿は見えなかったが、次の瞬しゆん間かんにミズホはジェシカの目の前に着地していた。一足飛びにジェシカとの距離を詰めたのだ。仮想フィールドでの身体能力の差は歴然としている。

「……ねえ、なんとかならないの？」

　ジェシカは後ずさりながらスプラッチに聞いた。

『私はヘルプキャラにすぎません。特定の人を贔屓ひいきすることはできないんです』

　スプラッチも後ずさりながら首を振った。ミズホは悠ゆう然ぜんとジェシカに近寄ってくる。

「私はユーロランドで、スプラッチに協力したけどね。黒スプラッチの携帯ストラップをお客さんにこっそりと勧めたよ。あまりに奈な々なの接客がなってなかったからね。奈々の黒スプラッチストラップが三つ売れたのは私のおかげでしょ」

『確かにそうなんですけど……』

「私に協力しなさい」

　ジェシカが言うと、スプラッチは渋々うなずいた。

『では、この状況にマッチするように、衣装チェンジをしてあげます』

　スプラッチが言うと同時にジェシカは煙に包まれた。スタッフコスチュームから、ビキニの水着に変わっただけだった。

『……この程度のサービスが限界です』

　ジェシカに睨にらみつけられたスプラッチが首を振った。

　ジェシカは意を決してミズホに向かっていった。もう逃げることはできない。ここはユーロランドの端のエリアなのだ。追い詰められていた。

　ジェシカの突進を身軽にかわしたミズホは同時に足を払う。バランスを崩したジェシカは石いし畳だたみを滑すべるように転がった。ジェシカの視界に跳ちよう躍やくするミズホの姿が映る。そのまま倒れるジェシカに膝ひざを落とした。

　石畳の石が砕くだけ散る。転がるようにして寸前で避けたジェシカはなんとか立ちあがりミズホにタックルを仕掛けた。

「……うわっ」

　ジェシカは悲鳴を上げた。タックルを受け止めたミズホがジェシカの体を抱え上げたのだ。そのまま力任せにジェシカを石畳に打ちつける。変則的なパワーボムが決まり、ジェシカの頭から血がどっと噴ふきだした。

『ミズホ１６４４。ジェシカ９８９です』

　スプラッチが心配そうにジェシカに視線を向けている。

　ジェシカは頭を振り意識を保ちながら立ちあがる。流れる血が目に入り視界が赤くなった。

　ふらつくジェシカにミズホが突進してくる。その突進の直ちよく撃げきを受けたジェシカだが、ミズホの腕をしっかりとつかんでいた。

　ふたりは揉もみ合うようにして大きな噴水へと転落した。水しぶきが上がり噴水の水面が激しく泡立った。

『ジェシカさんのライフゲージが急降下しています。ログアウトを推すい奨しようします』

　スプラッチは心配そうに深い噴水を覗のぞきこみながら言った。

　しばらくして噴水の水面から顔を出したのはミズホだった。ミズホは大きく息を吸い込んでから縁に上がると、髪を振り水を払ってから悠ゆう然ぜんと歩き去っていく。

　少し間を置いてジェシカの体が浮かび上がった。

「こうなると思ったんだけどね……」

　ジェシカは噴水の縁に手をかけながらつぶやいた。

『ジェシカさんのライフゲージがゼロになりました。ゲームオーバーです』

　スプラッチが寂しそうに言った。

　ずるりと縁から手が離れ、ジェシカの体は噴水の底に沈んでいった。







　回想ｃ




　東京で暮らすという第二の試練、トライアルを終えたリサの前に、すぐに三つ目の試練が訪れた。

　三つ目の試練とは、ユーロランドという湾岸レジャーランドでの研修だった。研修には沢たく山さんの天使見習いがいたが同時に別れも訪れた。ミズホの研修場所は別だったのだ。

　リサはレジャーランドで接客をしながら、研修のクリアを目指すことになった。接客で貯めた資金でアトラクションに乗り、特殊なゲームをクリアしていくルールだった。未来に必ず起こるだろう人間との戦争の準備だった。冷れい酷こくな戦せん闘とうマシーンを創つくるための通過儀ぎ礼れい。そんなゲームで、一緒に研修を始めた天使たちが死んでいったが、リサはなんの感かん慨がいもわかなかった。

　ただ、リサは接客の合間を縫ぬって勉強を始めた。専門書や新聞を読み、ＤＶＤの類は十六倍速で視聴し、様々なことについて学んだ。自分がなんのために生みだされたのか答えを知りたかったのだ。

　リサが研修を終えるころには、ユーロランド内にある図書室の本を読み終えていた。しかし疑問の解答が出ることはなかった。

　リサは研修を終え、派遣場所を与えられるまでユーロランドで待機をしていた。ユーロランドは人間観察の実験室となっていた。天使と人間は微び妙みようなバランスで共存していたが、いつかそのバランスは崩れるだろうとの予測からだった。人間たちに忌いみ嫌われる天使たちは、未来の戦争に向けて着々と準備をしていたのだ。

　そんなとき天使たちに変化が起こった。それは、研修を受けていたひとりの天使が原因だった。それは天使と人間の関係に大きく関係するものであった。

　人間を食べずにすむという能力を持つ天使の誕たん生じよう。本人だけではなく、彼女と契約すれば他の天使も人間を食べずにすむと。険けん悪あくだった人間との関係に光が差し込んだ瞬しゆん間かんだった。

　その後、彼女は天使の姫君と称たたえられ、ユーロランドの中で厳げん重じゆうに守られることになった。このときから天使たちは、人間との戦いの準備から、人間との協調に大きく方向転換することになった。

　そして、リサはミズホとも再会した。そのとき、ミズホと別れてからすでに三年の月日が流れていた。ミズホとのユーロランドでの生活はほんの数日間だった。

　少しだけ大人びていたミズホは、研修を終え姫君を守るＳＰを志願したようだった。ミズホは変わっていた。成長した体のことではなく、姫君を守ることに存在意義を見いだしたかのように、能力を磨みがくことに尽力した。

「天使の能力を磨けば、きっと大きく変化する。そして、私は人間を食べずにすむという、素晴らしい能力を守り続けたいの」

　ミズホはリサの胸の中で言った。裸で抱き合って寝てみたのだが、昔のようにはいかなかった。曲線的に成長したふたりの体はぴったりとはまらない。強引に密着しようとすると、膨ふくらんだ胸や丸みを帯びた腰が邪じや魔まになり、擦こすりつけられる肌に妙な痺しびれを感じた。

　もうあの安あん堵ど感かんを得ることはできない。夜中にミズホはリサを置いてベッドから出ていった。

　その後、ミズホがＳＰのトップに上りつめるのに時間はかからなかった。一方、リサはユーロランドを離れ、東京に派遣されることになった。結果的に研修で高得点を叩たたきだしたからだった。

　天使にとってステータスである東京派遣だったが、リサの気持ちは冬の水のように冷たく重く沈んでいた。

　──私はなんのために生まれたのだろうか。

　そんな疑問が晴れることはなかった。

　リサはマンションの一室で出動命令を待ち続けた。窓の外に小さな公園が見える、ワンルームの部屋だった。

　しかし、その出動命令はほとんど来ることがなかった。

　天使たちの歴史における安定期だった。姫の存在もあり、バグの数は減少の一途を辿たどった。天使たちの迷走でもあった。人間との戦争、という大きな目標を失い、天使たちは風船のようにふわふわと漂ただよっているようだった。

　そのころお姉ねえ様は東京の天使たちの管理者に昇格していた。当時の彼女は変化をしていた。仲間の死や人間の醜みにくさを目の当たりにしての思考の変化だった。そして、お姉様は人間たちのひしめく地上から逃げるように高い建物に引きこもり出てくることはなくなった。高い塔の上で天使の存在の矛む盾じゆんを抱えながら時を過ごし歪ゆがみ始めていった……。

　リサはただ窓の外を見て待機し続けた。冬が終わり、窓の外に緑が芽吹き花が咲くのが見えた。夏が来ると、木々は緑の葉を茂らせセミが鳴き、青い空には真っ白な雲が浮かんだ。その後、木々は赤く色づき、葉が落ちると空から白い雪が降ってきた。それでも、リサはただ部屋に座って窓の外を眺め続けた。

　たまに、リサの部屋に若い男性が入ってきた。男性はテンプテーション能力で操られているようだった。いなくなっても騒さわがれないような若い男性なのだ。若者たちがいる街に派遣された天使が、能力を使って男性をデリバリーしているのだ。そんなデリバリーは東京に派遣された天使だけの特権らしい。

　リサは人間を食べることはなかったが、他の東京の天使たちは違ったらしい。欲求にまかせて人を食べ続けている。

　冬が終わり、再び春が来たときリサの部屋にちょっとした変化があった。ベランダに置いていた植木鉢から芽が出たのだ。前の住人が置いていったらしい、土だけが入った植木鉢だったが、どこからか種が飛んできたようだった。

　そんな小さな芽を見て、リサはこの部屋に来て初めて微笑ほほえんだ。

　ベランダに出て、目の前の小さな公園を見た。ゴミが捨てられ荒れ果てた公園だった。外に出て、あの公園を綺き麗れいにしようと考えた。

　ミズホのように自分の存在意義を見つけることはできていないが、少しずつ変えようと思った。変化は少しずつでいい。そのうちに自分も変化するかもしれない。

　まずは窓の外の景色から……。
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　──回っている。

　遊園地のコーヒーカップの上？　地面が揺れている。水路に浮かぶゴンドラに乗っているのか。……いや違う、回っているのは自分の視界のほうだ。意識が覚かく醒せいするにつれて、床の硬かたさと冷たさを感じた。遼りよう一いちは体を起こそうとして激げき痛つうにうめいた。

「……動かないほうがいいですよ」

　声が聞こえた。

「奈な々な？」

「いえ、奈々じゃありません」

　薄暗いどこかの店内だった。タイル敷じきのひんやりとした床に寝かされている。痛みは腹部からだった。服を脱がされ包帯を巻かれていた。そうだ、ユーロランドの入場ゲート付近でナギサに攻こう撃げきされたのだ。

　遼一の視界に少女の顔が入ってきた。心配げに見つめる彼女は、確か……。

「……アンナちゃん？」

　遼一は痛みをこらえて体を起こした。遼一の脇にぺたんと座っている彼女は、奈々と同じくスプラッチグッズを売っていた女の子だ。スタッフコスチュームではなく入場客のような私服姿だった。

「そっか、アンナちゃんも逃げてこられたんだ。で、ここは？」

「ここはストアエリアのカフェです。ここなら誰だれにも見つからないから」

　アンナの表情は沈んでいる。

「アンナちゃんが助けてくれたのか？」

「はい。遼一さんが目の前で倒れたので……」

　アンナが遼一をここまで運び治ち療りようをしてくれたようだった。

「でも、シャットダウンのあのとき、アンナちゃんはなんであんな場所にいたんだ？」

「外に逃げなきゃいけなかったんですけど、やっぱり遼一さんをほっとけなくて。きっと奈々も悲しむし、なによりあんなことになるとは思わなかった。お客さんもたくさん怪け我がしてました」

　アンナは悲しげに顔を歪ゆがめている。

「アンナちゃんのような子が気にすることじゃないよ。このトラブルの元凶は天使たちの上層部にあるんだろ。アンナちゃんは、ランドの辺境でマイナーグッズをがんばって売ってたようなスタッフじゃないか」

　遼一は慰なぐさめたが、アンナは視線を落としている。

「私は、人間の方たちともっと仲良くしたかっただけなんです。利用し合う関係じゃなくて、ただ私たちを受け入れてもらいたかった。こんなはずじゃなかったんです……」

「まだユーロランドのトラブルは終わってないのか？」

　ホリーチェスト自体は全てのチェストを開け終えたはずだ。シャットダウンが起こり、天使の姫君は脱出した。それで、クーデターは成功したことになる。

「現在のユーロランドは閉ざされています。新しいゲームが始まり、天使たちは戦いを続けているのです。変革のためにミズホが尽じん力りよくしているようです」

「じゃあ入場客が危ないじゃないか」

　美み穂ほもまだ見つけていない。奈な々なも遼りよう一いちが近くにいないと能力的にマイナスとなる。

「動かないほうがいいです。結構深い傷で……」

「大丈夫。そんなに痛みを感じないから」

「私の特殊能力で痛みを抑えているだけですから」

　動いた遼一の体に激げき痛つうが走り、倒れ込むようにカフェの椅い子すに座り込んだ。

「くそっ、こんなことしている場合じゃないのに」

　遼一はテーブルを殴りつけた。痛みで動かない体がもどかしかった。

「奈々のことなら心配しないで大丈夫だと思います。天使たちが戦い続けているとはいえ、すでに趨すう勢せいは決定づけられていますから」

　アンナは妙にきっぱりと言い切った。

「どういう意味？」

「クーデターサイドの勝利です。ユーロランドのシャットダウンの目的は天使の姫君を外に逃がすことにありました。今後は彼女を中心に新しい天使の枠わく組ぐみが創つくられるのです。利用し利用されるような関係は終わり、天使と人間は純粋に笑顔を向けあえるようになります」

　微笑ほほえみ理想を語るアンナだったが、表情を変えない遼一を見て眉まゆ根ねを寄せた。

「私は遼一さんにわかってもらいたいんです。奈々と遼一さんみたいに、天使と人間が向き合えればいいなって思ってました」

「だからって、枠組みを変えればいいのかな。急に変えたものって、どこかで歪ゆがみがでるじゃないか。そういうのって少しずつ変えていくべきだと思う。現にユーロランドは大混乱して、たくさんの人間や天使が傷ついたじゃないか」

　入場客も死傷し、天使たちも戦いを強しいられている。遼一の目の前ではキサラギも死んだ。いや、遼一が殺したようなものだった。キサラギを斬きりつけたのはゲームの剣だったが、それでも彼女の肉体を切った感かん触しよくを感じていた。崩れ落ちるキサラギの微笑んだような表情。あのシーンは今後忘れることはないだろう。記憶は体と同化し決して遼一を解放することはないのだ。

「でも、いつか変えなきゃいけなかったんです。あのままでは、いつか天使と人間たちが憎み合い戦争が起きてしまいます。もっとたくさんの人々が傷つくことでしょう」

「アンナちゃんの言動は論りん理り的に矛む盾じゆんしている。天使と人間の関係に純粋な感情を求めつつ、クーデターの犠ぎ牲せいは冷たい数字で処理しているじゃないか」

　遼りよう一いちが静かに言うと、アンナの表情は目に見えて崩れ始めた。

「で、でも、私は私なりに考えたんです。ユーロランドでもがんばってグッズを売って、お花とか植えてもっとみんなに喜んでもらいたかった。でも、そんな小さなことやっても意味がないことがわかって……ついでに、私はチビで間抜けで世間知らずで色気がないからグッズも売れないんです」

　アンナはテーブルの下に潜もぐり込むと、そのまま膝ひざを抱えて座り込んだ。

「ん、アンナちゃん？」

　遼一が、アンナの隠かくれたテーブルに近づくと、アンナが膝を抱えて震ふるえているのが見えた。

「遼一さんならわかってくれると思ってました。でも、いいんです。結果でわかってもらいます。だから、私は隠れてないと……」

「アンナちゃん、テーブルの下に入っていいか？」

　返事がないので、遼一はテーブルの下に入りアンナの隣となりに座った。

「ちょっと言いすぎちゃったかも」

「もういいです」

　アンナは膝を抱えたまま返事した。

「それにしても、奈な々なもそうだったけど、天使たちは狭い場所が好きだよな」

「そうです。トランクの中とかが一番落ち着きます」

「トランクから生まれたから？」

「でも私は昔の記憶がありません。何故か宿主の記憶もないんです。たぶん、トランクから出たとは思うんですけど」

　アンナは少し寂しげに言った。

「奈々もトランクの中から出てきたから、狭い場所が好きなのかな。でも、天使はよくても、トランクを開けたこっちはどうしていいかわからなかったよ」

　遼一は奈々との出会いを思いだした。トランクの中に裸で入っていた奈々。トランクを開けてから、遼一の生活は一変してしまった。

「いつか宿主を食べずにすむときがくると思います。そうしたら、人間たちに優やさしく受け入れてもらいたいんです」

「でも、トランクを開けて女の子が入っていたら驚くよなあ」

「ですから、そんなときのための『天使からのお願い』っていう約束事を考えようと思ってるんです。それをトランクに貼はっておけばちょっとマシになるっていうか」

「取扱説明書みたいなものか？」

「お願いその一、彼女は言葉を覚えます。丁てい寧ねいで美しい言葉を教えてあげてください……みたいな」

　少しだけ顔を上げたアンナは小さく笑った。

「俺も思いついた。その二、彼女は狭い場所が好きです。トランクとか出窓とかがお気に入りです、とか」

「その三、彼女はあなたと同じものを食べます。インスタント食品は避けてください」

「奈な々なは、ペヤングソースやきそばとか、カップヌードルとか好きだったけどな。うまいうまいって言ってたよ。インスタント食品は日本の文化だと思うんだよな」

「じゃあ、できるだけ避けるような感じに修正しておきます」

「それにしても、トランクから出てきたばかりの奈々は変だったよな。あいつのせいで生活がメチャメチャになった。暴れるし威い嚇かくしてくるし、何回も捨てに行こうと思ったんだ」

　アンナはくすりと笑った。

「その四、彼女には心と感情があるのです。だから優やさしく接してあげてください……」
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　奈々は腹の痛みをこらえながら、園内を疾しつ走そうしていた。ゲームに敗退したジェシカがログインした場所は、スプラッチの森のチェストだった。

　ゲーム敗退のペナルティはどうなっている？

　閑かん散さんとした園内を走り続けると、スプラッチの森のドームが見えた。そして、その脇の休憩所のベンチには、放り捨てられたようにジェシカが寝かされている。身じろぎひとつしないジェシカは、まさか……。

「ジェシカ！」

　奈々はジェシカの脇に膝ひざをつき叫んだ。強く揺すると微かすかに反応があった。

「……ん？　奈々？」

　ぐったりと横たわるジェシカが薄目を開けた。

「よかった。無事でよかったわ」

　奈々はジェシカの声を聞いて安あん堵どした。敗退のペナルティは死亡まではいたらなかったのだ。しかし、下っ端天使は治ち療りようも受けられず、このように放置されている。

「とても無事じゃないけどね。体も動かないし」

「なんで馬ば鹿か天使たちの言うことを聞いたのよ。ジェシカがこんなことする必要はなかったわ」

「そうなんだけどね……」

　ジェシカは困ったように笑った。

「でもね、ゲーム中にわかったことがある。それは、遼りよう一いち君はまだユーロランド内にいるってこと。検けん索さくしたらストアエリアあたりにいるみたい。誰だれかが遼一君の名前を呼んだから情報特定できたみたいなの」

　奈な々なはジェシカの言葉に顔をしかめた。遼一は何をしているのだ。摩ま耶やと一緒にユーロランドから脱出しなかったのだろうか。それとも、奈々を心配して残っているのか。だとしたら、なんで奈々の元に戻ってこない？

　なんだか嫌な予感がした。先ほどから感じる横っ腹の痛みと鼓こ動どうの乱れ。それは遼一の身に何かが起こったからに違いない。

「奈々、探しに行ってきな。何かトラブルが起きたのかもしれない」

　ジェシカは言った。

「でも……」

「私は大丈夫だから。少し休んだら回復する」

「わかった。すぐに戻ってくるから休んでて」

　奈々はためらいながらもジェシカを置いて走りだした。そんな奈々を見送ったあと、ジェシカは目を閉じた。
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「ゲームオーバーのペナルティが判明しました」

　リサはお姉ねえ様に報告した。

「ジェシカはペナルティの電気ショックで重傷ですが生存です。人格も失われていないようです。ただし、戦線復帰は不可能です。しばらくは特殊能力も使えないでしょう」

　リサの前ではお姉様が園内の様子を見つめるようにして座っている。彼女の周囲に天使はいない。クーデターサイドの奇き襲しゆうを警けい戒かいして、入場客も配置していなかった。

「ペナルティルールの概がい要ようはこうです。ライフゲージゼロでの強制ログアウトは生存。強制ログアウトまでに死体に激しいダメージを受けると死亡。戦せん闘とう力りよくゼロは死亡。閉園後に仮想フィールドにいても死亡です」

　死亡ペナルティは三種類。ライフゲージゼロ以降のダメージ。戦闘力がゼロになる。そして、タイムオーバー。ちなみにライフゲージは、戦闘力とは違い全てのプレイヤーに同じ数値が割り当てられているようだ。

「東京の天使をログインさせましょうか。敗退でも生存ですので、参加を促すこともできます」

　リサの言葉を聞いていたお姉ねえ様は首を振った。

「駄だ目めよ。園内の様子を見てご覧なさい。すでに東京の子たちはミズホに抵抗していない。それどころか、モニター越しのミズホのメッセージに聞き入っている」

　そのとおりだった。東京の天使たちの心が少しずつ変化をし始めているのだ。冷たい機械のような天使たちの心が揺らぎ始めている。

　新しい枠わく組ぐみの中で人間との協調を目指す。そんなスローガンが心を揺らしている。

「このままでは私の命すら危うい。東京の子たちに私の首を取られる可能性すらある」

「お姉様、そんな……」

　リサは首を振った。

「いいえ、私がその立場ならそうするわ。そんな行動を取り続けて私も生き残ってきたのだから」

「そんなことがあれば、私がお守りいたします」

「あなたも身の振り方を考えなさい。クーデターは成功よ」

「…………」

「閉園と同時に私はユーロランドから逃げるわ。そして、今後の動向を見守るしかない。新しいコミュニティが人間たちに認められるか、天使間で戦争が起こるか。もしも既き存ぞんの枠組みが崩ほう壊かいしたら、私のような管理者クラスはバグとして辺境に落ち延びるしかない」

　お姉様は立ちあがり大きく息を吐いた。

「あの……ご一緒します。初めて会ったときのお姉様は私に優やさしくしてくれました。ご恩は忘れていません」

　リサは微笑ほほえんでみせた。

「勝手になさい」

　お姉様はちらりとリサを見てから入場ゲートへと歩いていく。そのとき、ふたりの背後を激しい勢いで走る人影があった。彼女は脇目もふらずにキャッスルエリアを走り抜け、ストアエリアへと向かっていった。

「……奈な々な、ですね。何か見つけたのでしょうか」

　息を切らして走っているのは奈々だった。
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　ストアエリアは閑かん散さんとしている。入場客どころか店員の姿すらない。全ての人間は武器として利用されている状態であり、チェストがないこのエリアは、ゲームに無関係なスポットなのだ。

　奈な々なはそんなストアエリアを必死で走った。嫌な予感に窒ちつ息そくしそうになる。電波のように伝わってくる遼りよう一いちの鼓動はとても弱々しい。

　遼一はどこにいる？　ストアエリアはアクセサリーショップから飲食店まで様々なショップが建ち並んでいる。奈々は石いし畳だたみを走り抜けカフェの扉に体当たりをした。カランとベルが鳴り、扉が開く。

「……遼一？　どうしたの、遼一！」

　奥のソファー席に遼一が横になっているのが見え、急いで駆け寄った。遼一は腹部を押さえてうめき、全身に汗をびっしょりとかいていた。

「奈々か。おまえ、ボロボロじゃないか」

　奈々に気づいた遼一は体を起こす。

「そっちこそ怪け我がしてるじゃない。何があったの？　やっぱり、あのとき戻ればよかった。でも、キサラギを置き捨てておけなくて」

[image: ]

　奈な々なは遼りよう一いちの額の汗を拭ふきながら首を振った。

「摩ま耶やちゃんを外に逃がしたあと、奈々の所に戻ろうとしたときにやられた。それより、美み穂ほは見つかったか？　俺も探そうと思ったんだけど、ごめん」

　遼一はうめくように言い目を閉じる。痛みで意識が朦もう朧ろうとしている。

「遼一は悪くないでしょ。悪いのはユーロランドの天使たちよ。入場客を巻き込んで、美穂や遼一まで危険な目にあった。キサラギだってジェシカだって……」

　何故こんなことになったのだ？　この混乱の元凶は……。

「……奈々？」

　声に振り向くと、そこに立っていたのはアンナだった。アンナは濡ぬれタオルを持って、啞あ然ぜんと奈々を見ている。

「なんで、あなたがここにいるの？」

　奈々は愕がく然ぜんとつぶやいた。ユーロランドにいてはいけない存在だ。シャットダウンの間に、小鳥は籠かごの外に飛び立っていなければならないはずだ。

「目の前で遼一さんが怪我して、ここに連れてきて……」

「アンナちゃんに助けられたんだ。さっきまで大丈夫だったんだけど、ちょっと傷が痛みだしただけだから心配しなくていい」

　遼一がタオルを受け取りながら説明した。

「そうなんだ」

　奈々が視線を向けると、アンナは力なくうつむいた。ずっと一緒に研修生としてグッズを売っていたのは偽いつわりの姿だった。その裏で既き存ぞんの枠わく組ぐみを壊す計画を練っていた。そして、彼女のためにここまでユーロランドが混乱したのだ。

　奈々はアンナに近寄ると、肩に手を添そえた。

「奈々？」

　顔を上げたアンナの頰ほおを、奈々は思い切りひっぱたいた。小さな彼女の体がよろける。

「これはキサラギのぶん。キサラギはお姫様のＳＰだったの。ずっと偽にせ物ものを守っていて、それでも、まだ見ていない本物を守るために犠ぎ牲せいになったの」

　奈々の行動に、遼一が啞然と視線を向けている。

「私は……間違ってましたか？」

　アンナは叩たたかれた頰を押さえてうなだれている。

「傲ごう慢まんかもしれない。変えなきゃいけない、なんていう考えはおごりなのよ」

「でも、今の天使と人間の関係は歪ゆがんでいます。いつか戦争が起こって殺し合う、そんな世界にしたくなかった。本当にそれだけなんです」

　アンナの目に涙が浮かんでいる。奈々はそんな彼女を抱きしめてやった。

「でも頼まれたの。キサラギに彼女を頼むって。あの生意気で嫌なやつが私に頭を下げたの。だから、あなたの気持ちをわかってあげることにする」

「どういうことだ？　まさかアンナちゃんが…………」

　遼りよう一いちが聞こうとしたとき、アンナが奈な々な越しにはっとしたように顔を歪ゆがめた。

「よくやったわ、小さいの」

　振り向くと、背後にお姉ねえ様が立ちにやりと笑っていた。その脇にリサもいる。

「シャットダウンで逃げていなかったとはね。これで状況は逆転した」

　お姉様が奈々を押しのけアンナににじり寄る。

「あ……」

　怯おびえたアンナが後ずさったその瞬しゆん間かん、お姉様が巨体を翻ひるがえし飛びかかっていた。

「駄だ目め！」

　お姉様の剣に貫かれる寸前、奈々はアンナを抱きかかえるようにして床を滑すべった。

「リサ！」

　お姉様がリサを向く。床に転がるふたりの背後で、すでにリサは剣を振りかぶっていた。

　アンナが悲鳴を上げる。しかし、リサが振り下ろした剣はアンナを捉とらえることができず、床に突き刺さった。遼一がリサにタックルをしたのだ。遼一は痛みをこらえながら、リサの腰にしがみついている。

「早く逃げて！」

　奈々はアンナをカウンターの向こうに放り投げた。同時にお姉様の膝ひざ蹴げりを食らって、奈々は吹っ飛んだ。

　アンナは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、カフェの裏口から逃走する。

「追いなさい、リサ。そして殺すのよ」

　お姉様は余裕の表情で笑っている。リサは遼一をふりほどくと、カウンターを跳とび越えアンナを追う。

「逃げたところでユーロランドからは出られまい」

　お姉様はにやりと笑い、悠ゆう然ぜんとカフェの出入り口から出ていく。

「遼一！」

　奈々は床に倒れている遼一に駆け寄る。

「俺は大丈夫だから、アンナちゃんを。アンナちゃんがあれなんだろ」

　遼一はアンナの逃げた方向を指さした。

「わかった。遼一はここでおとなしくしてるのよ」

　奈々は遼一にうなずき、カフェの裏口からアンナを追う。

　外に出ると、石いし畳だたみを走るアンナの乱れた足音が聞こえた。リサにつかまれば、アンナは殺されてしまう。そして、見つかった以上、この閉ざされたユーロランドに逃げ場はない。

　アンナはストアエリアを抜けると、ユーロランドの南東エリアに走り込んでいく。そこはユーロランドの端だった。パニックになったアンナは、自ら逃げ場のないエリアに走っていった。

　奈な々なは息を切らしながらアンナとリサを追った。アンナを死なすわけにはいかない。むざむざ殺されては、キサラギの死んだ意味がなくなる……。

　アンナが逃げ込んだのはピラミッドのような建物だった。ゴンドラに乗ってピラミッド内を探検するアトラクションなのだ。エリアも砂漠のような雰ふん囲い気きを出している。ただ、このエリアにも人ひと気けがない。

　アンナを追走するリサに続いて、奈々もピラミッド内に駆け込む。薄暗い通路に足音と呼吸音が反はん響きようしている。走る奈々の足下にアンナの穿はいていたスカートが脱ぎ捨てられていることに気づいた。少し先にはブラウスも落ちている。さらにソックス、リボン、ブラジャーまで放り投げられている。アンナは何をしているのだ？

　直線通路を曲がりアーチをくぐると、薄暗い部屋に出る。そこにはリサがひとり立っていた。また、足下にはアンナが脱ぎ捨てたらしいピンクのパンツが落ちていた。

「……アンナは？」

　奈々はウサギのぬいぐるみから取りだした剣を構えた。いざとなればリサとも戦う覚悟だった。

「チェストの中に逃げ込まれました」

　リサが指さしたのは大理石模様の柩ひつぎだった。それがこのアトラクションのチェストらしい。

「チェストは外部からの干かん渉しようを受けることはありません。内側からしか開かないのです」

「じゃあ、アンナは仮想フィールドに？」

「そうなります。とにかく、アンナが逃げていなかったのは、ミズホにとっても想定外でしょう。ニューゲームの立場は逆転しました」
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「形勢は逆転したわ」

　キャッスルの本部に戻ったお姉ねえ様の前には、東京の天使たちが整列している。

「小鳥はユーロランド内にいることが判明しました。ただし確保はまだです」

　リサはお姉様に代わって説明をする。

「チェストを介して仮想フィールドに逃げ込んだのです。ルール上閉園までには出てくるでしょうが、その際にクーデターサイドの天使と激しい交戦が予想されます。ですから、確保を確実にするためには、仮想フィールドに入ることです」

　事実を知った東京の天使たちは複雑な表情をしている。この事実は紛まぎれもなく天使側の勝利だったが、彼女たちの心はゆらゆらと揺れたままだった。

「仮想フィールドに入る目的は小鳥の確保ではない。小鳥の処分よ」

　座ったままのお姉ねえ様がリサの言葉を訂正した。

「小鳥を利用したこのようなことが再び起こる可能性がある。災いの種は消すしかない」

　その言葉に、東京の天使たちに不ふ穏おんな空気が漂ただよった。お互いに視線を合わせながら困惑している。

「殺すのよ。早く行きなさい」

「殺すまでは……」

　お姉様の命令を前に、天使のひとりが小さくつぶやいた。

「なんだと？」

　お姉様が目をつり上げる。

「……私にはできません」

　お姉様の目の前の天使がうつむきながら言った。自己保身だけを考えていた東京の天使たちの変化だった。この戦いの中で、彼女たちの胸の奥で凍りついていた感情が溶けだしたのかもしれない。

　リサはそんな彼女たちを横目に思った。原因はなんであるか。正義の元に行動したミズホのメッセージや利り他た的な行動を取ったジェシカに心を動かされた。そして、なによりもユーロランドにいる人間たちが原因なのでは。大量の人間をテンプテーション能力で操り続けていた天使は、ある意味人間たちと繫つながり続けていたのだ。そんな人間たちの感情が伝わってしまった。そして、人間との共存を望み始めた……。

「私に反逆するというの？」

　お姉様が冷たい声を響ひびかせた。

「いえ、クーデターは鎮ちん圧あつさせます。しかし小鳥は……」

　東京の天使たちは身じろぎしない。

「私が行きましょうか？」

　リサが言った。

「……いや、私が入るわ。人間との協調などという戯たわ言ごとを破は壊かいしてくれる」

　お姉様がすっくと立ちあがった。

「これが終わったらどうなるかわかっているわね」

　お姉様が東京の天使たちを睨にらみつける。

「全力で私のフォローをしなさい。そうすれば、反逆行為を見逃してあげる」

　お姉様はそう言い、キャッスルへと向かっていった。
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『ただいまの参加プレイヤーは三人です』

　仮想フィールドに立つミズホの横で、黒スプラッチが言った。

「この時間に二人がログインしたということですか？」

　仮想の中央広場に立つミズホが首を傾かしげた。現在中央広場には二千以上の入場客がいる。ミズホはその入場客の記憶のケアをモニター越しにしているところだった。閉園後に楽しい記憶だけを持って帰ってもらうためだ。モニター越しにテンプテーションを行えば、残りの一万人ほどの入場客の記憶のケアも短時間でできる。

『急激に戦せん闘とう力りよくが増えているプレイヤーがいます。ただいま……千オーバーです』

　スプラッチが警けい告こくした。

「これ以上、被害を出してまで戦う理由はないはずですが」

　首を傾げるミズホの視界に、ひとりの女性の姿が映った。モニター越し、つまり現実のフィールドで中央広場に悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

「入れて差し上げてください」

　ミズホは、モニター越しに中央広場に潜ひそんでいる仲間の天使たちに言った。女性は遊歩道を歩き中央広場へと入った。

『……ミズホ』

　モニターの向こうから声をかけたのはリサだった。

「どうしました、リサ。私と一緒に新しい枠わく組ぐみを作ることを受け入れましたか？」

　ミズホとリサは、モニターを挟んで見つめ合った。

『私は大きな変化は望んでいません。結構気に入ってるんです。ちょっと汚くても、少しずつ変えていけばいいと思っています。だから今のままでいいと……』

「残念です。となると、リサはバグへと堕おちることになります。また、人間を食べる生活に戻りますよ」

『確かに人間を食べるのは嫌です』

「では、私と一緒に……」

　リサはモニターを見上げたまま首を振った。

『クーデターは終わりました。失敗したのです』

　首を傾げるミズホの前に走ってきた少女がいた。それは仮想フィールドの遊歩道を全力で駆けてくる。

「……アンナ」

　驚いたミズホは、仮想フィールド上でアンナを受け止めた。

「──そうよ、あなたは負けたのよ」

　声はお姉ねえ様のものだった。彼女は仮想フィールドをゆったりと歩いてくる。キャッスルのチェストからログインしたようだ。仮想フィールドにログインした二人とは、アンナとお姉様だったのだ。

「外に、出られませんでしたか」

　ミズホはアンナを抱きしめたまま言った。

「出入り口で怪け我がしている人とかたくさんいて、パニックになっちゃって。隠かくれていた場所も見つかっちゃって……」

　トラブルで脱出できなかった場合、このゲームに無関係なストアエリアに隠れるようにとアンナには伝えていた。アンナがすでにユーロランドから脱出したという情報だけが重要だったからだ。しかし、これで全ては水すい泡ほうに帰した。

「……ごめんなさい」

　アンナは仮想フィールドでポタポタと涙を流した。

「強引なやり方をした私たちが悪かったのです。あなたが謝る必要はありません」

　ミズホはアンナに笑いかけた。

「それでは、これから反逆者の処分をする」

　お姉様が言った。立場は逆転していた。

「クーデターの責任は全て私にあります。私が全ての責任を負います」

　ミズホは突っ立ったまま言った。

「当然よ。でも生なま温ぬるいわ。今後またこの子を利用する輩やからが出ないとも限らない。災いの種は全て消去する」

「彼女は人間と天使の協調のシンボルですよ。そして、私に利用されただけなのです。どうか、元どおりに籠かごの中に」

「この子は災いの種だ。天使たちの枠わく組ぐみを崩ほう壊かいさせる存在。私たちの存在意義を考えたことがある？　それは人間たちの抹まつ殺さつなのよ。増えすぎたデータを消去するための存在なの。しかし、この子の能力はその天命に反する」

「アンナの能力はとても優やさしいものです。そして、その能力があれば、私たち天使はこの世の中で本当の存在意義を見つけられるかもしれません」

「うぬぼれるな。私たちは世界のバランスを保つために生まれたデータに過ぎない。エボラやエイズのようなウイルスと同じなのよ。増えすぎた種を狩り、バランスを保つだけのもの。それ以上を求めるなどおこがましい」

「では、ウイルスと同じなら、神は何故私たちに感情まで与えたのですか？　感情を持った私たちは、この世界の中で居場所を探す権利を持っているはずです」

「居場所は探すものではない。作りだすものだ。人間を食い散らかし空あいた場所が、私たちの存在する場所となるのだ」

「お姉ねえ様、アンナだけは許してください……」

　ミズホは悲しげに首を振った。

「この子は天使たちに厄やく災さいを呼び込む。この子が誕たん生じようしてしまったがために、天使たちは人間たちとの共存という生なま温ぬるい方向に歩かざるを得なくなった。しかし、私は忘れていないわ。過去に人間に迫害された仲間たちのことを。彼女たちは人間への復ふく讐しゆうを望んでいるはず。そして、今日こそ天使たちの未来を元どおりに修正する日となる」

　お姉様がアンナににじり寄る。

「下がっていてください」

　ミズホはアンナを背後に押しやり、お姉様へと突っ込んでいった。

「きゃっ」

　ふたりが激突する後ろでアンナは石いし畳だたみに転がった。ミズホの突進を受け止めたお姉様は、よろめき後ずさる。

「たとえお姉様を殺してでも、彼女の存在は守ります」

「そう。でも、死ぬのは反逆者のあなたよ」

　お姉様は不敵に笑っている。

　再びふたりが仮想フィールドで激しく交こう錯さくする。火花が散り、爆ばく発はつ音おんが響ひびき渡る激しいエフェクトの中、吹っ飛ばされたのはミズホだった。

「……え？」

　ミズホは焼けただれた自分の肌を見て啞あ然ぜんとしている。そんなミズホの横に黒スプラッチが走ってきた。

『ミズホさんの戦せん闘とう力りよくは１９５４です。でも、お姉様の戦闘力はすでに二千オーバーしています。さらに上昇中』

　ミズホが顔を上げると、お姉様は平然と笑っている。周囲にキラキラと光る壁ができている。高エネルギーの壁は二千オーバーのエフェクトサービスだ。

「仮想フィールドにいる東京の子たちがキャッスルエリアに人間を送り込んでいる。アンナの居場所が判明して私についたということよ」

「……逃げてください」

　ミズホはアンナに振り向き叫んだ。

「無む駄だよ。ログアウトするにもログインしたチェストに行かねばならない。しかし、ログアウトはさせぬ。この仮想空間で八つ裂きにしてくれるわ」

　お姉様の体が光を帯びていく。戦闘力が上昇し続けているのだ。

「さあ、こっちと向こうで残党狩りの始まりよ」

　お姉様が勝利宣言をした。
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「何が起こってるの……」

　奈な々なは啞あ然ぜんとつぶやいた。

　ユーロランドで再び人が動き始めた。東京の天使たちがキャッスルエリアへと人間を誘ゆう導どうしているようだった。エリアに配置されていた人間たちが動きだし、奈々は人波に揉もまれるようにして走っていた。

　チェストを通じて仮想フィールドに逃げ込んだアンナはどうなったか。そして、それを機に再び動き始めたユーロランドの入場客たち。

　奈々は人波に押されるようにしながらキャッスルエリアへと足を踏ふみ入れ顔をしかめた。すでに三千人近くの人々がひしめいていた。

　そのとき、キャッスルエリアのモニターにミズホのバストショットが映った。

『皆さま、中央広場へお越しください。フィナーレイベントを……』

　モニターで不自然な笑みを浮かべているのはミズホだ。しかし、次の瞬しゆん間かんミズホの体は激しく吹っ飛び、仮想フィールドの地面に叩たたきつけられた。モニターに映り込んだのはお姉ねえ様だった。彼女がミズホを殴りつけたのだ。

　ふたりの天使が激しく戦う様子がモニターに映っている。

『フィナーレイベントはキャッスル付近で行います。どうぞこのまま待機を』

　お姉様はモニター越しに微笑ほほえんだ。仮想世界で入場客の誘導合戦が行われている。歪ゆがんだ営業シミュレーションの光景だった。

　メッセージを送るお姉様に、今度はミズホが突っ込んでいったが、お姉様はその拳こぶしをあっさりと受け止めた。そのままミズホの体を振り回し放り投げる。キャッスルの城壁にミズホの体が激げき突とつしてバラバラと壁が崩れる。仮想フィールドのユーロランドは、激しい戦いにより破は壊かいされていった。

　クーデターの失敗が明らかになったことで、仮想フィールドのミズホは孤立していた。反逆者として孤立無む援えんの戦いを強しいられている。一方、お姉様は東京の天使たちのフォローを受けている。

『ミズホの戦せん闘とう力りよくが減少しています。千を切りましたよ。さらに減少中……』

　モニターを走り回る黒スプラッチが言った。

　奈々は自動販売機の上に乗り、中央広場方面に目を凝こらした。中央広場には東京の天使たちがいる。ミズホがこの場所にいるうちに、中央広場の入場客を操っているのだ。クーデターサイドからの反はん撃げきはない。アンナがユーロランドに残っていたという事実は、クーデターサイドの敗北同然なのだ。

　再びモニターを見ると、仮想のキャッスルにぐったりともたれかかっているミズホの姿があった。全身は血と泥にまみれ、コスチュームも引き裂かれている。

『これで終わりよ』

　お姉ねえ様が右手から光弾を連射した。その直ちよく撃げきを受けたミズホはのけぞるように吹っ飛び、同時にキャッスルの半分が破は壊かいされ塔が崩れ落ちた。

『ミズホ、ライフゲージ危険領域です。ログアウトを推すい奨しようします』

　砂すな埃ぼこりの中、スプラッチが忠告する。

　瓦が礫れきをかき分けるように立ちあがったミズホは、よろめきながら走りだし、キャッスルエリアのモニターから消えた。向かった先は中央広場方向だった。ログアウトする気なのだろうか。

　奈な々なもミズホを追うように、現実のフィールドを走り中央広場へと向かう。

『貴き様さまには、重大な反逆者として裁さばきを受けてもらわねばならない』

　薄笑いを浮かべていたお姉様だが、突とつ如じよ背中に羽が生えた。その羽を羽ばたかせて飛び立ち、モニターから一いつ瞬しゆんで消えた。

　奈々が中央広場に走り込むと、再びモニターに映るミズホが確認できた。

『皆さま、中央広場に待機してください……』

　中央広場に戻ったミズホは、モニター越しに呼びかけている。しかし、どんどん入場客は中央広場から出ていく。血に汚れ笑みも浮かべられないミズホは、すでに人間の感情を操ることができなかった。

　モニターの向こうのミズホは呆ぼう然ぜんと上を向いていた。人間の感情を揺らすことのできなくなった彼女は向こう側で完全に孤立した。

『ごめんなさい。私が馬ば鹿かでドジだったから……』

　ミズホに駆け寄ったのはアンナだった。

『いいえ、馬鹿なのは私です。私はあなたにずっと笑っていてほしかっただけなのです……』

　次の瞬間、ミズホは何者かに吹っ飛ばされ、宙に舞まったあと石いし畳だたみに墜つい落らくした。その横に舞い降りたのは翼つばさを生やしたお姉様だった。

『ミズホ、ライフゲージがゼロになりました。ゲームオーバーです。なお、これ以上攻撃を続けるとペナルティで死亡します』

　倒れるミズホの横でスプラッチが言った。

『殺しはせぬ。死ぬよりももっと苦しみを味わわせてやるわ』

　お姉様はくすりと笑ってから、アンナを向いた。アンナは体を震ふるわせながらも、睨にらみ返している。ミズホの体は徐々に薄れていく。ゲームオーバーでの強制ログアウト。クーデターの終演だった。

『もうこれ以上やめてください。全て私が悪いんです。私を罰すればいいでしょ』

　アンナはお姉様に向かって叫んだ。

『ええ、そのつもりよ。でも、その前におまえに見せたいものがあるの。おまえの行為で、どれだけの犠ぎ牲せいが出たかを。無む邪じや気きな思考がどれだけ仲間を殺したかを、ね……』

　奈な々なはモニターに映るやり取りを横目に、中央広場の人波をかき分け施設へと走った。防衛システムの装置が入っている施設だ。そこからミズホがログインしているはずだった。

　いきなり施設の扉が開き、そこから出てきたのはミズホだった。半裸のミズホは疲ひ弊へいした状態で膝ひざをつく。ジェシカと同じく戦せん闘とう不能状態に陥おちいっている。

　奈々はミズホに駆け寄った。

「ミズホ、あんたのせいで……」

「奈々、ですね」

　顔を上げたミズホが、詰め寄る奈々に混こん濁だくした視線を向けた。

「私のこと知ってるの？」

　ＳＰのトップの彼女が、下っ端の奈々のことを知っているのは意外なことだった。

「知ってますよ。ずっと見てましたから」

　膝をつくミズホは、小さく笑った。

「宿主と純粋な関係を築けた奇異な天使です。また、天使だけではなく人間の友達も作っていました。あなたは他の天使よりも沢たく山さんのものを得ています。奈々は私にとって憧あこがれともいえる存在ですから」

　その言葉に、奈々は困惑した。

「そ、そんなこと言ったって、私はただ普通に暮らしてただけだわ。遼りよう一いちとも喧けん嘩かばっかりだし、学校に通ったのも遼一を監視するため。研修では落ちこぼれって言われてて……」

「いえ、こんなときでも奈々は人間の友人を心配しています。それは純粋です」

　ミズホの言葉に、奈々は思いだした。

「そうだ、美み穂ほよ。ねえ、美穂をどこにやったの？　あんたがずっと一緒にいた女の子よ。私の友達なの。あんたが何かに利用しようとした。いったいなにが目的だったの？」

「……守ってあげようと思いました。奈々のような天使が心を許した友達です。それは、天使と人間にとっての純粋な関係を表現するものでした。だから、彼女に危害が及ばぬよう、私がそばについていただけなのです」

　ミズホは擦かすれた声を絞りだした。

「そんな……。じゃあ、美穂は今どこにいるの？」

「たぶん、彼女の管理下に……」

　ミズホはモニターに視線を向けた。そこには薄笑いを浮かべるお姉ねえ様が映っている。

「彼女に私の言葉は届きませんでした。昔のあの人にならわかってもらえたのでしょうけど」

　ミズホは寂しげにお姉様を見つめている。

『それではフィナーレイベントの開始です。皆さん楽しんでください』

　お姉ねえ様は中央広場にいる人間たちを操作している。すると人々の群れはぶるぶると震ふるえ、攻こう撃げき態たい勢せいを取るように波打った。

　突とつ如じよ人間たちが天使たちに襲いかかり始めた。襲いかかられた天使は、人間の中に潜ひそんでいたクーデターサイドの天使だった。お姉様が防衛システムデータを利用し座標を特定し、人間たちに襲わせている。

　天使たちが人間に群がられ殴りつけられている。クーデターの失敗により戦せん闘とう意欲を失った天使たちの反はん撃げきはなく、ただ無防備に襲われている。天使たちの血しぶきが石いし畳だたみに飛んだ。

「やめて！」

　奈な々なは叫んだ。これ以上、人間も天使も傷つくのを見たくなかった。天使を殴りつけ、それでも固まった笑みを浮かべて攻撃を続ける人間たち。

「こんなのは違う。だって、昨日まで楽しそうな遊園地だったじゃない……」

　奈々は頭を抱えて膝ひざをついた。

『すべて、おまえのせいよ。おまえの無む邪じや気きな行動でこうなった……』

　モニターの中では、冷たく笑うお姉様の前でアンナが真まっ青さおな顔で震えていた。

『それでは次のイベントを行います。それは反逆者の公開処刑です。皆さん運がいいですよ。滅めつ多たに見られるものではありませんから』

　お姉様はアンナを指さしている。

　奈々は思った。この光景はアンナが消えた未来の天使と人間の関係だ。天使は人間を憎み、人間は天使を恐れる。

「……そんなの嫌だ」

　遼りよう一いちや美み穂ほに怯おびえた視線を向けられたくなかった。そんな瞬しゆん間かんに自分の居場所は消しよう滅めつする。それは全ての天使たちにもいえることだ。アンナが消え人間を食べることになり、怯えた視線を向けられた瞬間に社会の中で居場所を失ってしまう。

　それは駄だ目めだ。それは奈々自身にとってもつらい未来だった。

　──アンナを死なせてはならない。奈々はそう決意した。
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　仮想のユーロランドをひとりの少女が逃げている。そして、彼女を追うように、バサバサと翼つばさをはためかせ天使が飛んでいた。

「……あっ」

　中央広場を逃げ回っていたアンナは、瓦が礫れきに足を取られて転んだ。

「どうしたの、逃げないと殺されちゃうわよ」

　アンナの頭上を、飛び回っているのはお姉ねえ様だった。

「いいことを考えたわ。虫の足をもぎ取るように、一本ずつあなたの手足をもいでいくの。興味がない？　何本目で死ぬかって？」

　倒れていたアンナは立ちあがり、ただ頭上を見上げた。

「……あら、もう逃げるのを諦あきらめたの？　つまらないわ、もう殺しちゃおうかしら」

　お姉様はアンナの頭上でホバリングをしながらにたりと笑った。

「この処刑によって天使たちは目を覚ます。天使の姫君などという災いの種の消しよう滅めつを見て、人間たちとの対決を決意することになる」

「いいえ違います。私の死を見て、心を痛める感情を知ってくれるはずです。そんな天使たちは、人間との共存を決意することになります」

　アンナは頭上を見上げ、きっぱりと言った。

「愚おろかな天使が」

　お姉様は翼つばさをバサバサと羽ばたきながらアンナに向き直った。

「愚かな天使はあなたです。人間との戦争など愚かなことです。人間とは協調できます。そして、私たちはその中で居場所を見つけなければいけません」

「私たち天使の居場所など、人間を殺して場所を空あけねばできないわ。──死ね！」

　お姉様は翼をはためかせアンナに突進した。

　悲鳴を押し殺すアンナに激げき突とつする寸前、お姉様の体に光の弾がぶつかり大きくバランスを崩して墜つい落らくした。

「……ぐっ」

　石いし畳だたみに叩たたきつけられたお姉様の体からはブスブスと煙が立ち上っていた。

「居場所って物をどかせばできるもんじゃないわ。そんな物理的なものじゃあない」

　仮想の中央広場を歩きながら奈な々なはそう言った。

「……奈々」

　アンナが奈々に駆け寄る。

「守ってあげる。馬ば鹿かでドジな私たちのお姫様だけど、あなたは私たちにとって一番優やさしい能力を持っている。そんなあなたをキサラギやナギサも守りたかったはずだもの」

　奈々はアンナを抱き寄せた。

「落ちこぼれ研修生が私に歯向かう気？　おまえも人間との共存などという戯たわ言ごとが好きか」

　怒りの形ぎよう相そうをしたお姉様が奈々を睨にらみつけている。

「そんなスローガンなんてどうでもいいのよ。でも、あんたはやってはいけないことをした。それは、ユーロランドをここまで混乱させたこと。私はユーロランドのスタッフとしての仕事をするわ。ゴミを取り除く仕事をね。……下がってて、アンナ」

　奈々はアンナを後ろに下がらせる。

「ほざくな、堕だ天てん使しが！」

　お姉ねえ様は奈な々なに向けて光弾を発射した。しかし、奈々の手からも光弾が出て、二つの弾が激げき突とつし爆ばく発はつした。

「……何故、それほどの戦せん闘とう力りよくがある？」

　お姉様が顔をしかめている。

「中央広場にそれだけ人間がいるということよ。残党狩りだとか残ざん酷こくなことをやるために中央広場に人を集めたことが裏目に出たわね」

「中央広場のチェストからログインしたわね」

「ええ、そうよ。あんたにユーロランドは自由にさせないわ」

　奈々は中央広場の防衛システム施設からログインしていた。強制ログアウトしたミズホが排はい出しゆつされた場所から仮想フィールドに侵しん入にゆうしたのだ。

「だからといって何ができる？　テンプテーション能力も使えないおまえが。広場に集まった人間どもは、すでにキャッスルに移動するよう操作しているわ」

　お姉様は奈々にゆっくりと歩み寄る。

「テンプテーション能力くらい使えるわ。あんたよりも強力なのをね」

　奈々はお姉様に突進した。ふたりは仮想フィールド上で激突し、火花が散り風が渦巻く。アンナは悲鳴を上げて樹木の陰かげに身を隠かくした。

　素早い動きのお姉様の攻こう撃げきを受け、奈々がよろめく。仮想フィールド上での身体能力の差は歴然としていた。それでも突進していった奈々だが、弾はじき返されて地面に体を叩たたきつけられた。

「その程度か」

　翼つばさをはためかせたお姉様が言った。戦闘力上昇とともに体の映像も変化していた。光を帯びた体はスレンダーに美しく表現されている。お姉様はさらに空高く舞まい上がり笑みを浮かべた。

「死体すらも破は壊かいし消しよう滅めつさせてやるわ」

　お姉様の両手が青白い光を帯びた。次の瞬しゆん間かん、激しい勢いで光弾が連射され、眼下の中央広場へと撃うち込まれていく。

　光弾を撃ち込まれた広場の天使像は吹き飛び、並んで植えられていたリンゴの木が燃え上がった。広場は一瞬にして破壊し尽くされた。

「まさにインドラの矢だわ。神の怒りを買い、地上は焼き尽くされる……」

　破壊された中央広場に、水路から水がザバザバと流れ込んでいる。

「神ですって？　悪あく魔まの間違いでしょ」

　声にお姉様は目をつり上げた。彼女の背後にはアンナを抱えた奈々がいた。奈々は背中に真っ白な翼を生やし宙に浮かんでいた。

「何故飛べる？」
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『戦せん闘とう力りよく三千オーバーのボーナスです』

　奈な々なの体につかまっていた黒スプラッチが答えた。

「三千？　まだ三千以上も残っているというの？　どうやって、中央広場の入場客を引き留めている？」

「だから言ったでしょ。私はテンプテーション能力が使えるって。みんな私のために、現実の中央広場に集まってくれているの」

　奈々はにやりと笑い、それから胸に抱いたアンナを見た。

「ここに隠かくれていて。ログアウトしたいところだけど、あいつもチェストはマークしているから危ない。私が戦っている間に隙すきを見て、ログインしたチェストに走るのよ」

「でも、奈々は……」

　アンナが心配そうに奈々の手を握る。

「心配しないで。私は大丈夫」

「奈々が危険を冒す必要はないと思います」

「これは私たち天使の使命だから。ミズホがあなたを守りたかったのもわかる。あなたは天使と人間を繫つないでくれる優やさしい能力を持っている。アンナがいれば、私たち天使は人間の友達が沢たく山さんできるかもしれないもの。だから守りたい。そして、ユーロランドのスタッフとしても、このトラブルは終わらせる」

　奈な々なの体の映像表現は変化していた。真っ白な翼つばさはもちろん、手足はすらりと伸び、体のラインも曲線を帯びている。今の奈々は、リサやジェシカよりも女らしい体をしていた。

『戦せん闘とう力りよくアップに伴ともない、体も戦闘用に変化していくのです。ただし、将来このように成長するとは限りませんけどね』

「うるさい、あんたもアンナと一緒に隠かくれてなさい」

　奈々は降下しアンナとスプラッチを地上に降ろした。

「奈々、上！」

　アンナが上空を指さす。見上げると、お姉ねえ様が奈々めがけて急降下してくるのが見えた。奈々は翼をはためかせ上昇する。

　再びふたりの天使は空中で激げき突とつした。激しい戦いに、仮想空間に浮かんでいた雲は散り散りになり、ユーロランドを流れる水路の水が逆流した。

「……雪？」

　仮想フィールドに隠れていたアンナが手のひらを空に向けた。白い物が空からたくさん降ってくる。それは雪ではなかった。戦うふたりの天使の羽根だった。激げき闘とうの中、天使の翼もダメージを受けている。

　風が渦巻く空ではふたりの天使がぶつかり揉もみ合っている。戦いは均きん衡こうを保っていたが、片方の天使が空中でバランスを崩す。失速した天使はきりもみ状態でユーロキャッスルの塔に激突した。

「貴き様さま……」

　キャッスルにぶつかり顔を歪ゆがめていたのはお姉様だった。

「戦闘放ほう棄きしなさい。そして、ユーロランドのお客様たちを無事に帰らせるの」

　キャッスル上空に飛んできた奈々が言った。

「何故だ、なんで中央広場の人間どもが未いまだに留とどまっている？　……まさか」

　つぶやくお姉様は、仮想フィールドに設置されたモニターを見た。モニター越しに現実空間の様子が見える。

『皆さん、中央広場に留まってください……』

　モニターに映ったのは声を上げるミズホの姿だった。ペナルティを受け、戦闘不能状態になったミズホがテンプテーション能力を使っている。

「ふふっ、そんなことだろうと思ったわ」

　お姉様が笑った。

「たとえミズホがクーデターサイドでも、私は彼女の行動を支持するわ」

　奈々とミズホは仮想と現実で共闘していた。奈々の戦闘力を支えるために、ミズホが能力を使用して中央広場にいる人間に干かん渉しようしているのだ。

「愚おろかな」

　お姉ねえ様が奈な々なに光弾を発射する。光弾の連発を回かい避ひし体勢を立て直した奈々は、空中でお姉様に激げき突とつした。お姉様は奈々の攻こう撃げきをかわしながら中央広場の上空を飛び回っている。時間稼かせぎをしているのだろうか。早めに決着をつけようと突っ込んだ奈々だったが、揉もみ合ったあとに彼女に殴られ距離を取ってしまう。

「え？」

　先ほどまでと違った。なんだか自分の力が落ちているかのような……。

　仮想フィールドのモニターを見る。奈々の目に映ったのは、中央広場から人間が出ていく光景だった。

「そんな……」

　奈々はその光景を見つめて呆ぼう然ぜんとした。

「所しよ詮せん死に損ないが抵抗しているにすぎないわ」

　お姉様は悠ゆう然ぜんと宙に羽ばたいている。

「所詮、天使と人間は利用し合う関係にしかならない。殺すか殺されるか、食うか食われるか。協調や共存などと綺き麗れい事ごとをのたまった存在は、この世から消えゆく運命となる。それがこの世界の厳格なルールだ」

「うるさい、黙れ！」

　奈々はお姉様に突進したが、強烈な力で弾はじき返される。戦せん闘とう力りよくの差が開き始めた。モニター越しに現実空間を見ると、膝ひざをつくミズホの姿が見えた。彼女はもう限界だった。

「待って、出ていかないで……」

　モニター越しに入場客に呼びかけたかったが、冷えた息が漏もれるだけだった。

　愕がく然ぜんとしている奈々を光弾が襲う。それらをかわした奈々だったが、翼つばさに被ひ弾だんしガクンとバランスを崩した。穴の空あいた翼を羽ばたかせ必死で耐える。

　どんどん体が縮ちぢんでいく。曲線的な体も直線的に、胸も身長も元の奈々に……。

「なんで、なんで……」

　奈々の背中の翼から羽根が抜け落ちていく。バラバラと紙吹雪のように散っていった。現実のフィールドでも、人々がどんどん逃げだしていく。

「……遼りよう一いち」

　奈々は空中でダッチロールを繰り返しながらつぶやいた。
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「え？」

　遼一は奈々に呼ばれた気がして周囲を見回した。脇腹を押さえながら中央広場へと足を踏ふみ入れていた。広場の人々は妙な動きをしている。出入り口付近で出たり入ったりを繰り返している。無む秩ちつ序じよな人の波があった。

「奈な々な？　なんでモニターに」

　中央広場のモニターには翼つばさを生やした奈々が映っている。空中でふたりの天使が戦っていたが、奈々のほうは今にも墜つい落らくしそうだった。

『奈々はニューゲームのプレイヤーなんですよ』

　脇のモニターで、あたふたとしていた黒スプラッチが言った。

「ニューゲーム？　説明してくれ」

　遼りよう一いちは人混みをかき分けて進む。

『ゲームのルールはですねえ……』

　スプラッチの説明を聞きながら考える。状況を整理すると、クーデターサイドは天使の姫君を逃がすことに失敗した。そして、奈々はアンナを守るためにモニターの中で戦っているのだ。となると、やはりアンナが……。

『ただいまの戦せん闘とう力りよく２９８７です。三千オーバーのエフェクトサービスが終わります』

　モニターの向こうから奈々の悲鳴が聞こえた。翼を失った奈々が墜落する。

　人混みをかき分けていた遼一は、中央広場のある女性を目にした。人混みの中で今にも倒れそうな女性の姿があった。

「ミズホ！」

　遼一はミズホに駆け寄り倒れそうな体を支えた。

「……遼一さんですか。大丈夫です、奈々は死なせはしません」

　ミズホは遼一に支えられながらつぶやいた。ミズホがこの疲ひ弊へいした状態で能力を使い、広場にいる人間の行動に干かん渉しようしている。アンナを守るために、奈々とミズホは協調しているのだ。

「頼む、がんばってくれ」

　遼一はミズホの手を握りながらモニターを見つめた。

　墜落しかけていた奈々だが、地上に激げき突とつする寸前になんとか体勢を立て直す。ボロボロになった翼を羽ばたかせて上昇した。

『ただいまの奈々の戦闘力３００９です。お姉ねえ様の戦闘力は４３９０……上昇中』

　スプラッチが言った。お姉様は天使たちのフォローを受けているのだ。一方、奈々はオーバーフロー寸前のミズホひとりに頼るしかない。

　モニターに映る奈々は、お姉様と戦いながらボロボロになっていく。戦闘力が三千ラインを行き来して失速寸前だった。

　遼一が支えるミズホの顔からは汗が滝のように流れ落ちている。痙けい攣れんが始まり視線は定まらず、徐々に体から力が抜けていく。

「ミズホ……しっかりしてくれ」

「わかっています」

　ミズホは遼りよう一いちを押しのけるようにして自力で立つと両手を広げた。

『奈な々なの戦せん闘とう力りよく上昇中。３０１８……３０８９……３１１２……』

　広場に人が戻ってきている。モニターでも奈々の動きが少しずつ速くなる。最後の力を振り絞って、ミズホが特殊能力を使っている。

　モニターの奈々が翼つばさをはためかせお姉ねえ様に立ち向かっている。空中での戦いは激しさを増していく。遼一はモニターを凝ぎよう視ししてやきもきしていた。奈々のためにもっと人が必要だった。広場に人間を……。

　そのとき、宙を舞まう奈々がガクンとバランスを崩した。はっと横を見ると、ゴホッと口から血を吐きだすミズホが見えた。遼一は悲鳴を上げて彼女を抱き支える。しかし痙けい攣れんする彼女の意識はすでに飛んでいた。

　広場から人々が出ていく。奈々の戦闘力の急降下。

「行くな、出ていかないでくれ！　ミズホ、ミズホしっかりしてくれ」

　遼一は周囲に叫びながら、必死にミズホの体を揺すった。しかし、ミズホの意識は戻らず、入場客の流出は止まらない。栓せんが抜けた水のように、広場から一気に人間が流れだしていった。

「奈々……」

　遼一は失神したミズホを支えながら愕がく然ぜんとつぶやいた。目に映ったのは空中で翼を失った奈々の姿だった。

『待って、もうちょっと待って、ああ……』

　奈々は空中でもとの奈々に戻ってしまった。翼を失った奈々は地上へと墜つい落らくする。

　激しく地面に全身を叩たたきつけられた奈々は、血を吐きだしながらうめき声を上げた。

『戦闘力が減ってます。現在……約２０００。さらに減少中……』

　瓦が礫れきの山を跳とび越えスプラッチが奈々の元に走っていく。

『このまま戦闘力をゼロにしてなぶり殺しにしてやる。この仮想のデータ空間で永遠にさまようがいいわ』

　頭上でお姉様がバサバサと羽ばたいている。

『私はただ、天使と人間が仲良くしてほしいと思っただけなのに……』

　よろめきながらも立ちあがった奈々はそうつぶやいた。

『……みんなごめんね』

　モニターに映る奈々は呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

『戦闘力が減っています。１０００……７００……６００……５００……』
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　奈な々なは思った。この遊園地にも自分の居場所はなかったのだと。学校やあの部屋の出窓からも追い出されて、私はどこに行けばいいのだ……。

　奈々はボロボロと涙を流した。体がどんどんくすんでいく。ちっぽけな自分の姿に戻っていく。惨みじめで矮わい小しような奈々に戻ってしまう。

『さらに戦せん闘とう力りよく低下。78……54……32……12……』

　体の力が抜けていく。戦闘力がゼロになると強制ゲームオーバーだ。

『10……６……４……２……』

　死へのカウントダウンが終わる……。全身に痺しびれを感じて、奈々はがくっと膝ひざをついた。

「ふふふ、人間ごときが私の能力に逆らえまい。ひとり残らず広場から出ていく。──次はアンナよ。どこに隠かくれている？」

　力尽きた奈々を見て、お姉ねえ様は天空高く昇っていった。

「こんなはずじゃなかったの、遼りよう一いち……」

　奈々はつぶやいた。

『戦闘力……１』

　横でぽつんと立つスプラッチが言った。

　残りひとり。しかしカウントはゼロにならなかった。テンプテーション能力に耐えて広場にいる人間がいるのだろうか。そんな特別な人間など……

『……奈々』

　声が聞こえた。奈々は顔を上げたが、周囲には瓦が礫れきの山しかない。

『ここだよ、奈々』

「……遼一？」

　奈々は目を見張った。目の前のモニター越しに遼一が見えた。ガランとした向こう側の中央広場に、たったひとり遼一だけが立っていた。

『奈々、泣くな』

　遼一は失神したミズホを抱き支えてこちらを見つめていた。

「馬ば鹿か、動いちゃ駄だ目めじゃない。怪け我がしてるんだから」

『奈々を探してたんだよ。怪我なんて大したことない』

「よくここにいるのがわかったわね。この広場のモニターにしか映ってないのに」

　奈々はモニター画面に震ふるえる手を添そえた。

『園内のモニターにはいろんなキャラクターが映ってたけど、一番可愛かわいいキャラクターが映ってる所に来ただけだよ』

「噓うそつけ、馬ば鹿か」

　奈な々なは苦笑いをして首を振った。

『奈々は今どこにいるんだ？　俺はどこに行ってやればいい？』

　遼りよう一いちは完全にゲームルールを把は握あくしていないようだ。

「……遼一の目の前にいるわ」

　ユーロランドの同じ座標に立っているのだ。

「いつの間にかこんな場所に来ちゃったの。体も動かなくて……」

『俺がすぐに行くから。そうしたら体も動くようになる』

　遼一はモニターを叩たたきながら言った。

「大丈夫なの。所しよ詮せん映像が消えるだけだから。だから心配しないで」

　奈々は遼一に心配をかけないようにそう言った。

「でも、消える前に言っておく。一緒に遊園地で過ごせて楽しかったって。今日は楽しむ暇なんてなかったけど、それでも一緒にアトラクションに参加できてよかった。楽しいだけの感情じゃなかったけど、きっと遼一と私は同じことを感じたはずだもの。一緒の感情を共有したの。私たちはお互いにわかり合うことができた」

　奈々はモニター越しに遼一を見つめた。

『なに言ってるんだよ奈々』

「あの部屋での生活も楽しかった。君はいろいろなことを教えてくれた。言葉とか社会ルールとか、インスタントラーメンのスープの粉は野菜炒いために使えるから半分残しておけとか、見み飽あきたＡＶはテレビを逆さにして見ると新感覚だとか、馬鹿なことばっかりだったけど」

『ＡＶの話は川かわ崎さきの奴やつが言ったんだよ』

「他にもあまりいいことは教えてくれなかった。君のせいで知らなくてもいいことを知って、他の天使よりも私は弱くなったの。打たれ弱いし、すぐに胸が痛くなるし、涙が出るし、ひとりじゃ寂しくなったし……」

『奈々、喋しやべらないでいい。じっとしてろ』

「本当はね、このユーロランドの研修でもいい成績を取って、優ゆう秀しゆうで美人の天使になって遼一のいる東京に戻ってくる……って、そんなはずだったの」

『奈々……』

「喧けん嘩かばかりしたけど……君に拾われてよかった」

　奈々はモニター越しに微笑ほほえんだ。最後に遼一の前で精一杯笑ってみせることにした。

　何故こんなことになったのだろうと思った。自分の居場所を見つけるために少しずつ動いていったら、いつの間にか戻れない場所にひとりで立っていた。でも、やっと気づいた。本当に自分のほしかった場所は、東京の派遣場所でも出窓でもなく、ただ彼の胸の中だった。

　しかし、もう遅い。こんなに近くにいるのに触れることもできない。

　何故、大事なことは取り返しがつかなくなってから気づくのか……。

『奈な々なさんの戦せん闘とう力りよくですが……』

　スプラッチが囁ささやくように言った。

『戦闘力……２』

「え？」

　奈々はモニター越しに中央広場を見た。広場には遼りよう一いちしか残っていないはずだ。目に映ったのは女性に手を引かれる子供の姿だった。

「ジェシカ？」

　広場にはジェシカが立っていた。ジェシカが子供の手を握って立っている。

『お客様を連れてきてあげたよ』

　ジェシカはモニターを向いて言った。

「ジェシカ、あんな状態だったのに……」

『うん、能力も使えなくなってたから、ひとりずつでもこうして誘ゆう導どうすることにしたの』

　ジェシカが手を引く子供は、モニターに映る奈々を見てにこりと笑う。

『戦闘力２……３……５……９……上昇中』

　スプラッチが子供に手を振りながら言った。外を見ると、さらに手を引かれた人々が広場に入ってきている。ランドの天使たちだった。奈々と一緒に研修を行っていた天使たちもフォローしてくれている。

『みんなにも頼んだの。能力が使えなくても奈々を助けようって』

　ジェシカは微笑ほほえんでみせた。

「みんな……」

　奈々は立ちあがった。少しずつだが体に力が戻ってきていた。
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　仮想フィールドのキャッスルが砂煙を上げて崩れ落ちていく。お姉ねえ様の光弾の連射で跡形もなく崩ほう壊かいした。

　そして、崩れ落ちるキャッスルからひとりの少女が逃げだし、瓦が礫れきに足を取られて転んだ。

「うう……」

　アンナは諦あきらめたように首を振った。

「結構楽しかったわよ。人間たちがミサイルを撃うち込んで殺し合うその楽しさがわかった気分。相手の苦しみ怯おびえる姿を見て、自分の立場の優ゆう位いさを感じるのよ。そんな快感を知ったために、人間たちは他の生命を殺し続けた」

　バサバサと翼つばさを羽ばたかせたお姉ねえ様が満面の笑みを浮かべた。

「そして、私たちは世界の頂点に立つ。人間たちは狩る者から狩られる者に落ちる。人間たちは滅ぶのよ」

　お姉様の両手が青白く光る。

「滅ぶのは私たち天使です。そんな傲ごう慢まんな考えは、この世界に受け入れられない。神が人間に感情を与えたのは、優やさしい世界を創つくってほしかったからです」

　アンナは頭上を見上げてそう言った。

「ほざけ。綺き麗れい事ごとを言って死んでいけばいい」

　お姉様の両手から光がほとばしり、矢となった光線がアンナを襲う。

　その光弾はアンナの頭上で激しく爆ばく発はつした。別方向から飛んできた光弾がぶつかり、光の粉がアンナに降り注いだだけだった。

「…………！」

　お姉様が振り向くと、そこには奈な々なの姿があった。奈々は真っ白い翼を羽ばたかせている。

「……まだ生きていたの？　落ちこぼれ天使が」

　お姉様が怒りの形ぎよう相そうで睨にらみつける。

「そうよ。落ちこぼれだけど、とっても可愛かわいらしくてみんなに好かれる天使なの。──皆さん、もうすぐ閉園です。どうぞ中央広場へお集まりください。もうすぐゲートが開きますので、皆さんで一緒に帰りましょうね」

　奈々はにこりと微笑ほほえんだ。

「何を馬ば鹿かなことを……」

　しかし、キャッスルに動きがあった。少しずつだが人間が出ていく。

「待機しなさい。キャッスルエリアにいるのよ！」

　お姉様が怒ど号ごうをあげた。すぐに人々の動きが止まったが、しばらくすると再び出ていく人間が現れた。支配下に置いたはずの人間が乱れている。

「……どういうこと？」

　異変にお姉様が啞あ然ぜんとしている。現実空間での変化の予よ兆ちようだった。

「かわいそうな人。乱暴に人の心を操ることしかできない。天使の誘ゆう惑わく能力はもっと優やさしい能力なのよ。人々に笑顔を与えるコミュニケーションツールなの」

　奈々の体が光を帯びていく。真っ白な翼はさらに大きく広がり、頭上には七色に光り輝く天使の輪が出現した。

『戦せん闘とう力りよく四千オーバーに伴い、映像エフェクトサービスが実施されています。奈々の戦闘力さらに上昇中です』

　奈々の肩に乗っているスプラッチが言う。さらにキャッスルから人間が流出する。ゲームの流れが変わり始めた。

「おまえが特殊能力を使えるはずがない。どういうことだ……！」

　お姉ねえ様はモニターを見て目をつり上げた。そこにはキャッスルの入場客を中央広場に誘ゆう導どうする東京の天使の姿があった。

「なにをしているの！　私のフォローをしろと言ったはずよ」

　怒ど号ごうをあげるお姉様に、東京の天使がモニター越しに視線を返した。

『私は──私たちは奈な々なを支持します』

　天使ははっきりと言った。

「どういうこと？　クーデターサイドに手を貸すということ？」

『クーデターは鎮ちん圧あつさせます。ただ、ゲームでは奈々をフォローしようと思ったのです』

「私に逆らうということ？　謀む反ほん行動は重大な違反よ」

『……奈々に心を動かされた、というだけです。彼女のテンプテーション能力に操られているんですかね。だとしたら不可抗力です』

「こんな落ちこぼれに心を動かされただと？」

『奈々と宿主の関係を目の当たりにして、人間との共存も悪くはない、と、そう思いました』

　そう言い、天使ははにかんだように微笑ほほえんだ。

「この悪あく魔まが」

　向き直ったお姉様が奈々を睨にらみつける。

「いいえ、醜みにくい悪魔はあなただわ。見てご覧なさい、自分の体を」

　奈々はお姉様の体を指さした。そこには、真っ黒な翼つばさを広げている女性がいた。

「なんなの、この体は……」

　お姉様は鋭いかぎ爪づめのついた自分の手を見て愕がく然ぜんとしている。

『えっと、それも映像エフェクトサービスです。行動に伴ともなった実体にしようと思いまして。まあ、個人的なセレクトなんですけど』

　スプラッチがぽりぽりと頭をかいた。

「貴き様さまは防衛システムの人工知能だろうが。何故、特定の天使を贔屓ひいきする？」

　お姉様がかぎ爪をスプラッチに向けた。

「やっぱり、私が可愛かわいいから贔屓しちゃう？　そういえば、私はユーロランドの接客も真面目にやってたもんね。……エヘヘ」

　奈々は肩に乗るスプラッチを向いて照れ笑いを浮かべた。

『……そういうのは全く関係ないんですが、私は防衛システムであると共に、ユーロランドを守る人工知能でもあるのです。ユーロランドが天使と人間の交流の場であるなら、私は、奈々のほうがユーロランドに優やさしい天使であると判断したのです。人間的に表現するなら、奈々のほうが好きです』

　スプラッチはそう言った。

　モニター越しに、中央広場に集まった人間たちが奈な々なに向かって叫んでいるのが見える。彼らは奈々を応援していた。モニターに映る天使と悪あく魔まの戦いに熱狂し、天使の勝利を願っていた。

「おのれえ！」

　お姉ねえ様が奈々に飛びかかった。天使と悪魔がユーロランドの上空で戦う。白と黒が交差する。

　空中で大きくバランスを崩したのは悪魔だった。交こう錯さくするたびに鋭いかぎ爪づめは折れ、コウモリのような黒い翼つばさに穴が空あいていった。地上には黒い雨が降り注ぐ。それは悪魔の血だった。真っ黒な血は地上に落ち、芋いも虫むしのように蠢うごめいたあとどす黒く固まった。

「降こう伏ふくしなさい。憎しみは炎のように自らも焼き尽くすことになるわ」

　奈々が宙を舞まいながら言った。

「ほざくな。貴き様さまこそ焼き尽くしてやるわ！」

　お姉様は牙きばを剝むきだしにした口から炎を吐きだした。寸前で避けた奈々だが、紅ぐ蓮れんの炎は地上に降り注ぎ、木々は焼けて水路の水は沸ふつ騰とうした。観覧車の支柱が熱でぐにゃりと曲がり、地じ響ひびきを立てて横転した。

　そんな灼しやく熱ねつの炎に追われて悲鳴を上げたのはアンナだった。それを見て、お姉様が口から牙を覗のぞかせにたりと笑った。

「アンナ……」

　奈々はアンナを守るように、真っ白な翼を広げてはだかった。

「死ね。天使の姫君もろとも燃えるがいい！」

　お姉様は真っ黒な翼を羽ばたかせ高度を上げると、地上に向かって炎を吐きだした。炎はのたうつ蛇へびのように奈々を襲う。

「奈々！」

　アンナが悲鳴を上げた。炎に包まれた奈々だが、真っ白な翼を羽ばたかせると風が巻き起こった。風は炎を巻き込み紅蓮の竜巻となってお姉様を襲う。

　炎上したお姉様の絶ぜつ叫きようが響き渡る。あまりに甲高い声に、現実空間に設置されていたモニターに亀き裂れつが走った。

「貴様あ！」

　燃え上がったままお姉様が奈々に襲いかかった。攻こう撃げきを受け止めた奈々だが、服はブスブスと焼け焦こげ、鋭えい利りなかぎ爪が奈々の心臓を貫こうと迫る。炎に包まれながらふたりは空中で揉もみ合った。

「握りつぶしてやる。地じ獄ごくに落ちろ」

　お姉様がかぎ爪で奈々の左胸をわしづかみにした。奈々は彼女の手首をつかんで抵抗する。

「地獄に落ちるのはあなただけだわ」

　奈々が握る手に力を込めると、炭化し始めていたお姉様の腕がバキンと音を立てて砕くだけ散った。さらに炎を吐こうとした彼女だが、口から炎は出ずに黒煙だけが漏もれた。悪あく魔まは自らの炎で体を焼き尽くそうとしていた。

「殺してやる……」

　血走った目を向けたお姉ねえ様だが、空中でガクンとバランスを失った。彼女の黒い翼つばさが燃え落ちたのだ。悪あく魔まが断だん末まつ魔まの悲鳴と共に降下していく。

　黒煙を吐き悪魔は地じ響ひびきと共にキャッスルの瓦が礫れきの中に墜つい落らくした。三分の一ほど形を残していたキャッスルの塔がガラガラと崩ほう壊かいし燃え上がった。

　モニター越しに歓声が聞こえた。映像を見ていた入場客が歓喜にわいている。

　奈な々なは空に雲を発生させると、仮想のユーロランドに雨を降らせた。地上を燃やしていた炎は雨によって鎮ちん火かしていった。

「……時間は？」

　大きく息を吐いた奈々は、肩の上のスプラッチに聞いた。

『現在時刻は九時五十四分です。奈々の戦せん闘とう力りよくは五千オーバーです。ユーロランドの全てのシステムが利用可能です』

「じゃあ、入場ゲートを開けて、お客様を帰らせてあげて」

『わかりました。ゲートを開きます』

　閉ざされていたユーロランドの扉がついに開いた。

「みんな、怪け我が人にんとかは治ち療りようしてあげて。迷子のアナウンスもお願い！」

　奈々はモニター越しに叫んだ。モニターの向こうで親指を立てるジェシカや、ランドの天使たちの姿が見えた。東京の天使たちも協力してくれている。

「そうだ。アンナだわ」

　奈々は焼け焦こげた樹木の下で震ふるえているアンナの元に舞まい降りた。

「奈々、よかった……。ごめんなさい。私、間違っていました」

　奈々の胸に飛び込んだアンナが涙を流している。

「もういいわ。今度こそ、ゆっくりと変えていこう。朝起きたら変わってる、じゃなくて、少しずつ変えていって、いつの間にか変わってることにしよう。それまで、私たちが守ってあげる」

　奈々は笑いかけてやった。キサラギもそれを望んでいたはずだ。

　奈々はアンナの体を抱えると翼を羽ばたかせて飛び立った。アンナがログインしたのは、ピラミッドの探検アトラクションだ。

「急いでログアウトするのよ。時間切れでこっちの世界にいると死んじゃうから」

　崩壊しかけたユーロランドの中で、ピラミッドは形を保っている。奈々は急降下し、アトラクションの入り口前に着地した。

「奈々、ありがとう。クーデターを起こした私はどうなるかわからないけど、それでも、この気持ちは絶対に忘れません」

　アンナは奈な々なの胸に頭を擦こすりつけながら言った。

「アンナ、まだユーロランドの営業時間は終わっていないわ。最後のお客さんを見送るまでが私たちの仕事よ」

　奈々がウインクすると、アンナは力強くうなずいた。

「じゃあ、外で待ってて。私もすぐにログアウトするから」

　奈々はアンナがピラミッドの中に駆けていくのを確認して、再び空へと舞まい上がった。

『入場客が外に出ていきます。戦せん闘とう力りよくが下がると空を飛べなくなるので気をつけてくださいね』

　スプラッチが忠告した。

「大丈夫よ。中央広場のチェストに向かうだけだもん」

『あと、お姉ねえ様の戦闘力ですが激げき減げんしています。ただいま57。さらに減少中……55……43……21……８……３……』

　スプラッチがカウントダウンをしている。

『…………戦闘力１となりました』







　pm 9:55　仮想フィールド内




　空を飛んでいると、どんどん白い羽根が抜け落ちていく。

『奈々の戦闘力が低下しています。もうすぐ飛べなくなります』

「大丈夫、もう広場上空だもの」

　現実空間では閉園間近だった。ゲートが開き、入場客たちが続々と出ていく。それに伴ともない、奈々のビジョンも剝はがれていく。天使化エンジエライズされていた奈々は元の少女に戻っていく。

　奈々は中央広場に急降下した。着地間際に大きく翼つばさを羽ばたかせ、同時に役目を終えた翼は全て散った。

「チェストはどこだったかな」

　奈々は崩壊した中央広場のチェストを探した。

「……ん？　どうしたのよ、あんたも一緒に探してよ」

　奈々は瓦が礫れきの上でぽつんと立っているスプラッチを睨にらみつけた。

『お姉様の戦闘力がゼロになりました。また、新規プレイヤーが一人参加をしました』

　奈々は顔をしかめた。この期ごに及んで仮想世界に入ってきた天使がいるというのか。

「馬ば鹿かね、閉園までに出ないと死んじゃうっていうのに。天使たちも仮想フィールドでやり残したことがあるのかしら」

『いえ違います。ゲーム参加者は人間です』

「人間？」

　なんだか妙な胸むな騒さわぎがした。笑い声が聞こえた。それは鼓こ膜まくを不快に震ふるわせるお姉ねえ様の笑い声だった。

　キャッスルの瓦が礫れきに沈んだはずの彼女はまだ生きている。地じ響ひびきのような声には憎しみの炎がくすぶっている。

「どういうこと？　なにを企たくらんでるの？」

　奈な々なは仮想フィールドの中でぼたぼたと汗をかいた。ふと思いだした。しばらく彼女の戦せん闘とう力りよくは１のままだった。つまり、キャッスルエリアに一人の人間がいたこととなる。そして、その人間は彼女が最後に操れる人間だった。

　そして、現在の彼女の戦闘力はゼロ。そして、新規プレイヤーのひとりの人間。まさか……。

「……美み穂ほ！」

　奈々は愕がく然ぜんと背後を振り返った。中央広場の遊歩道に美穂が立っていた。

「奈々ちゃん？　奈々ちゃんなの？」

　美穂がおぼつかない足取りで走ってくる。奈々は仮想フィールドで美穂を抱き止めた。

「気づくと変な場所に立ってたの。ねえここはどこ？」

　美穂は崩ほう壊かいした仮想のユーロランドを見ながら聞いた。

「ここは、美穂がいちゃいけない場所なのよ」

　奈々は震えながら言った。新規プレイヤーは美穂だったのだ。モニター越しにお姉様に操られ、強引にログインさせられた。そして、その理由は奈々への復ふく讐しゆうだ。

「やっと会えたのに……」

　会うのはここじゃなかった。現実のユーロランドで抱き合わなければならなかった。しかし、再会したのは来てはいけない向こう側だった。

「どうしたの？　なんで震えてるの？」

　美穂が困惑している。

「どこから？　どこからここに入ったの？」

　奈々はちらりとスプラッチを見た。

『ルール上は教えられないのですが、奈々が最初にチェストを開いた場所というか……』

　スプラッチは暗にログイン場所を示し唆さした。

「……観覧車！」

　ログアウトするには最悪の場所だった。それは、観覧車が回り続けているからだ。出入り口のチェストが回り続けている。

『美穂？』

　声にモニターを見ると、啞あ然ぜんとしている遼りよう一いちが見えた。

「相あい沢ざわ君？　なんでモニターに映ってるの？」

『モニターに映ってるのは美み穂ほだろ』

　ふたりはモニター越しに視線を交わしている。

「遼一、観覧車に走って。チェストよ、チェストから美穂が出てくるから」

　奈な々なは必死に遼一に叫んだ。

『──わかった』

　異変を察知した遼一はうなずき走りだす。

「走ろう。急いで」

　奈々も美穂の手を引いて走りだした。

『閉園まであと三分ですよ』

　スプラッチも慌あわてた様子でついてくる。

「奈々ちゃん、どういうこと？」

　仮想フィールドに慣れていない美穂は動きが鈍い。

「美穂は心配しないで。問題ないわ、無事に帰れるから」

　奈々は強引に美穂を引っ張り走り続ける。体がとても重かった。戦せん闘とう力りよく低下による倦けん怠たい感が襲ってくる。仮想の世界から拒絶され始めていた。

「このタイミングで観覧車のチェストが搭とう乗じよう口ぐちに滑すべり込んでくるなんて……」

　美穂が観覧車のチェストに入ったのはつい先ほどだ。ということは、次に搭乗口に来るのは約二十分後ということになる。それでは遅すぎる。仮想空間でも現実と同じタイミングで観覧車は回っているのだ。宙に浮いたチェストに美穂は入れるのか。

　それでも、とにかく奈々は観覧車に向かって走る。しかし、目標となる観覧車が見えないことに気づいた。観覧車がなくなっている？　奈々は崩ほう壊かいしたユーロランドで方向感覚を失った。

『奈々、観覧車は向こうだぞ』

　モニターの向こうで遼一が叫んでいる。

「向こう？　でも、見えないの」

　奈々は息を切らしながら瓦が礫れきを乗り越える。ここで気づいた。観覧車は横倒しになっているのだ。奈々とお姉ねえ様の戦いに巻き込まれて、ユーロランドの観覧車は崩れ落ちていた。

「いや、これはラッキーなケースよ。これでログアウトできる」

　これは幸運だった。観覧車が機能を保っていたとしたら、チェストは宙に浮かび美穂はログアウトできないところだった。

「早く。早く現実の世界に戻るのよ」

　奈々は強引に美穂を引っ張った。

『あと二分です』

　スプラッチも瓦が礫れきを跳とび越えて走っていく。

　モニターを見ると、ゆったりと回る観覧車が見えた。現実空間で回り続けている観覧車。ついに観覧車のエリアに辿たどり着ついた。

「……あった」

　目の前に横倒しになった観覧車があった。チェストはどこだ？　瓦礫と埃ほこりにまみれて、チェストのカゴが判別できない。

「どこ？　……黒いカゴはどこにあるの」

　奈な々なは急いでチェストを探す。必死で瓦礫をどかすが、そこにはひしゃげたマジックミラーのカゴがあるだけだった。観覧車のカゴは周辺に散乱していた。横倒しになった勢いで、観覧車の輪から外れて無造作に転がっている。天使と悪あく魔まの戦いは地上を崩ほう壊かいさせていた。暴力は自らに返ってくるのだ。これは戦いによって物事を解決しようとした自らの罪だ。

「こんなんじゃ見つからない……」

　奈々は呆ぼう然ぜんと立ちつくした。涙が出てきた。ここまできて……。

「泣かないで奈々ちゃん」

　美み穂ほが意味もわからず奈々を抱きしめた。

『そうです、泣かないでください』

　スプラッチも奈々の肩に乗り頭を撫なでている。

「うるさい馬ば鹿か。だったら助けてくれればいいじゃない。あんたはルールがありますからとか役人みたいなこと言って、なにもやってくれない」

　奈々はスプラッチを放り投げた。

『私がなんとかしたら、泣き止んでくれますか？』

　瓦礫の上に着地した黒スプラッチはポケットから金色のホイッスルを取りだした。それを吹き鳴らすと、遠くから色とりどりの何かの群れが走ってくる。

「ス、スプラッチ？」

　奈々と美穂は目を見張った。大量のスプラッチたちがこちらに向かって走ってきたのだ。赤に青、黄色にピンクと全色が勢せい揃ぞろいしている。全部で百匹以上もいる。

『みんな、黒いカゴを探してあげて！』

　黒スプラッチの声に、他のカラーのスプラッチたちが散り散りになり周辺を探し始めた。

「みんな、ありがとう……」

　奈々は目をごしごしと擦こすった。

『スプラッチグッズをがんばって売ってくれた恩返しです』

　黒スプラッチがウインクした。

　百匹以上のスプラッチが一斉に瓦礫をどかしたり、埃を払ったりとしている。奈々と美穂も、同じく瓦礫の下を探す。

『見つかったよ！』

　瓦が礫れきをどかしていたピンクのスプラッチが声を上げた。ついに、現実への帰り道が見つかった。

「急いで美み穂ほ」

　奈な々なは美穂の手を引きチェストへと走る。

『もう一分を切ってます。急いでください！』

　黒スプラッチが叫んだ。

「黒いカゴの中に入るのよ。そうすれば、悪い夢から覚める。今日の嫌な出来事なんて忘れちゃう」

　スプラッチたちが瓦礫をどかし、ひしゃげた黒いチェストの扉をこじ開けた。

「早く……どうしたの美穂？」

　美穂は奈々の後ろで突っ立っている。

「悪い夢でも嫌な出来事でもなかったよ。今日はとっても楽しかった。奈々ちゃんと一緒に遊べてすごく楽しかったよ。ここに来てよかったと思った」

　美穂は奈々に微笑ほほえみかけた。

「うれしい。ユーロランドのスタッフとしても本望だわ」

　奈々は瓦礫の上に乗り、美穂を抱きしめてからキスをした。
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　美み穂ほは奈な々なから離れると、少しためらってから黒いカゴへと進む。その周囲では大量のスプラッチたちが美穂に向かって手を振っている。

「ここに入ればいいんだね」

　美穂は奈々ににこりと微笑ほほえみかけてからチェストの中に入る。ガタンと扉が閉まった。

　奈々はモニターに目を向けた。現実空間ではゆったりと観覧車が回っている。

　黒いカゴが見えた。観覧車の黒いカゴは上昇を始めている。その高さ、十メートルから二十メートル……。

　ゆったりと上昇していた観覧車のカゴの扉が、カチリと音を立てて少しだけ開いた。美穂は現実に戻れたのだ。

　見つめる奈々の視界に遼りよう一いちが映った。観覧車の下に走り込んできた遼一が、黒くペイントされたチェストのカゴを見上げている。

「そう、待ってて。あと二十分ぐらいだから、美穂が出てくるのを待っててあげて」

　奈々は目の前のモニターに手を添そえながらつぶやいた。気づかないうちに目から涙がこぼれ落ちていた。

　遼一は観覧車を見上げながらも、奈々を探すように視線を動かしている。

「遼一、美穂。……さようなら」

　奈々はモニターに向かって微笑んでみせた。

　観覧車が回り続ける中、午後十時になりユーロランドが閉園した。







　閉園後




　リサは大きなトランクの上に座り、閉園後のユーロランドを眺めていた。

　慌あわただしさを残した遊園地は、どことなく寂しげだった。カラフルなイルミネーションや回り続ける観覧車は、帰宅する入場客にお礼を言っているかのように見える。

『状況を説明なさい、リサ』

　声が聞こえた。

「はい。閉園五分前に入場ゲートが開き、同時に天使たちの援軍も中に入りました。現在は入場客とランドのリカバリーを全力で行っています。怪け我がの治ち療りようや記憶操作などです。ランドの天使や東京の天使たちが協力して人間のケアをしているんですよ」

　園内には迷子のお知らせなどのアナウンスが絶え間なく流れている。

「天使の姫君は確保をしました。クーデターは失敗です。クーデターに関わった全ての天使は降こう伏ふくしています。処分はこれから出ることでしょう。また、首しゆ謀ぼう者しやのミズホですが、閉園と同時に逃亡です。バグとなりました」

　リサはトランクに座りながら淡々と説明した。

「アンナの処しよ遇ぐうは微び妙みようです。どうも仮想フィールドから帰き還かんしたときミズホと接せつ触しよくをしたようです。そこでミズホに記憶のロックをかけられました。ええ、強制ログアウトのペナルティでミズホは弱っており、特殊能力使用には限界があったようですが、もともとこのようなときのために、アンナに記憶のロックをかけていたようです。ですから、簡単な催さい眠みんワードを言うだけでよかったのです。アンナはクーデターの記憶を失ってしまいました。つまり、アンナはミズホに操られていた、と、なるかもしれません。また、アンナが姫だと察していた相あい沢ざわ遼りよう一いちには、彼の了解のもと、その記憶だけ消去させていただいたのでご安心を」

　ミズホに操られ、クーデターに利用された。天使コミュニティはそう受け取るだろう。ミズホがアンナの記憶をロックしたのは、罪を全て自分がかぶりアンナを助けるためだろう。

　小鳥は再び籠かごの中に閉じこめられた。

「……私ですか？　私はちょっと休んでます。あと、こうして閉園後のユーロランドを見ていると、なんだか感傷的になってしまいました。柄じゃないですよね。ただ、あのふたりの近くにいると、こっちにまでその感情が伝わってくるというか……。とにかく、なんだか変な気分です」

　リサは目を細めてユーロランドのイルミネーションを眺めた。

「クーデターは失敗しましたが、今日は天使たちが少しずつ変わっていく転換点となるかもしれません。ユーロランドも高い壁を取り払って、真の意味で人間と一緒に経営し交流する日が来るかもしれません。ユーロランドは人間行動の研究の場という象ぞう牙げの塔であってはならないと思いました」

　天使たちは象ぞう牙げの塔から降りなければならない。

「……ちょっとセンチですかね」

　リサは小さく笑った。

『顔を上げなさい、リサ。誰だれにものを言っているの？』

「お姉ねえ様にですよ」

　リサは顔を上げずに答えた。リサの背後のモニターにはお姉様の姿が映っている。

『とにかくここから出なければならない。でも、チェストが見あたらないの』

　血と埃ほこりにまみれた姿のお姉様が言った。

「興味深い出来事ですよね。でも、おかしくないかもしれません。私たちは元々データのようなもので、人間というコンピューターの中に侵しん入にゆうしたのです。ですから、精神だけが取り残される、なんていうことも起こりうると。ちなみに仮想フィールドは閉園と共にリセットされるのです。なので、お姉様がいる現在のフィールドはそのまま捨てられます。分解され散り散りになるのです」

『なにを言ってるの？』

「あのときお姉様は、奈な々なへの復ふく讐しゆうとして、自分のエリアにいた赤あか坂さか美み穂ほさんをモニター越しに操り、観覧車のチェストに誘ゆう導どうしました。本来ならその時点で戦せん闘とう力りよくゼロとなりゲームオーバーのはずでした。しかし、強きよう烈れつな憎しみがデータの世界に残り、お姉様を存在させ続けているのかもしれません」

『だから、なにを言ってるの！　私は自分の体に戻らねばならないの』

　モニターのお姉様は悲鳴を上げるように叫んだ。

「体って……これでしょうか」

　リサは座っていたトランクの蓋ふたを開けて見せた。それを見た彼女は、絶句し体を震ふるわせ崩れ落ちた。

『あ、あ……なんで私がトランクの中に』

　トランクに入っていたのは彼女自身の死体だった。

「お姉様は、もう死んでいるのです」

　リサは顔を上げた。

「出会ったころのお姉様は優やさしく素す敵てきで、私もミズホも憧あこがれていました。後悔があるとすれば、心を通じ合わせてお姉様を正しい場所に導きたかった。天使たちの心を導いた奈々のようにです。でも、もう遅いですよね。お姉様は憎しみというマイナスの感情データとなって、永遠にデータの世界をさまようことになるのでしょうか。それは私も経験がないのでわかりません」

　リサはトランクの蓋を閉めて立ちあがる。

「さようなら、お姉様」

　リサはトランクを持ち歩き去っていった。
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　東京はまだ真まっ青さおな夏が続いていた。

　灰色のアスファルトには強きよう烈れつな日ざしが降り注ぐ。そんな街は、人々のカラフルな衣装や笑顔などで飾られていた。沢たく山さんの情報に溢あふれた幻げん想そうの街だった。

　この街の真実はどこにあるのだろうか……。

　夏休みの街をぼんやりと歩いていた遼りよう一いちは、配られていたティッシュを受け取った。振り向くと、配っていたのは女子高生ほどのアルバイトで、ティッシュの広告はオープンしたばかりの焼き肉屋のものだった。

　遼一はクーデターの結末もわからないまま、東京での生活を再開させていた。

　ジェシカは無事なのか。ユーロランドの姫君はどうなったのか。そして奈な々なは……。

　ユーロランドはシステムメンテナンスを理由に休園を続けている。

　記憶は埃ほこりを被かぶったようにぼやけていたが、胸の痛みは残っていた。腹の傷は癒いえかけていたが胸は未いまだに痛い。痛みというよりも、ぽっかりと空あいた穴だった。胸の穴を埋める術すべは見つかっていない。

　遼一は、並木道沿いのカフェに入って窓際にどすんと座った。お冷やを持ってきたのは、新しく入ったアルバイトの女の子だった。

　遼一は、アイスコーヒーを飲みながら窓の外を眺めた。

「……あの子、辞めちゃったのかね。ちょっとドジだけど綺き麗れいな人」

　前を向くと、正面にジャージ姿の美み穂ほが座っていた。

「綺麗な人って？」

　バスケ部の部活が終わったようだった。気づくと空が赤くなっていた。

「その人に会いにここに通ってるんじゃないの？」

「そんな理由じゃないよ」

　リサがアルバイトをしていたカフェだったが、あれからリサの姿を見ることはなかった。アルバイト店員に聞いてみたところ、長期休暇を取ったということだったが……。

「ロッククライミング同好会は、最近活動してないの？」

　美穂は注文した紅茶を飲みながら聞いた。

「最近は『日本ねじ工業協会より、ねじの歴史』とか、『ＳＦ小説講座』、『実践！　インディアンカ』、『私と団地の日々』みたいな変なＤＶＤを見せられて、感想文を書いたりしてる。なあ、知ってるか？　結用のねじ部品の出現はルネッサンス期で、レオナルド・ダ・ヴィンチのねじ製作によって一大飛ひ躍やくをしたんだってさ」

　一週間前に川かわ崎さきが校舎の壁から転落し、肋ろつ骨こつを折る大おお怪け我がをしたのだ。同時に活動が学校サイドにばれてしまい、活動休止状態に追い込まれた。ペナルティとして、メンバーは夏休みにもかかわらず図書室にある専門学習ＤＶＤを見せられ、感想文提出まで義務づけられていた。

「川かわ崎さきは、病院に可愛かわいい看護婦さんがいたとか、元気そうだったけどな」

　摩ま耶やはというと、暇つぶしにクライミングの壁の横にあるバスケリングで遊んでいたのだが、意外に上達し、女子バスケ部に入ってしまった。

　川崎はもとより、摩耶はユーロランドの暗部は憶おぼえていない。天使たちが能力を使ってフォローをしたのだ。そして、美み穂ほもたぶん忘れているはずだ。

　ただ、美穂はあれから何かが変わったように思える。遼りよう一いちと美穂の間で奈な々なの話題が出ることはなかった。ぽっかりと空あいた穴から目を逸そらしているような気がした。

『……ユ、ユーロランドは海沿いの街なのです』

　声に振り向くと、カフェ内に設置されたモニターにＣＭが流れていた。

　フレームの中で顔を赤くしている彼女には見覚えがあった。確か、アンナと名乗っていた少女だ。彼女は無事だったのだ。

　アンナはミニスカートのコスチュームを着て恥ずかしそうに立っている。ユーロランドからのライブ映像のようだった。彼女の周囲ではユーロランドの公認キャラクターたちが手を振っている。しかし、あのスプラッチの姿は見あたらない。

『システムメンテナンスのために休園してご迷惑をおかけしてます。ユーロランドは来年の春から再開します。えっと……あの、私たちスタッフはお客様の来園をお待ちしています。園内の掃除をして、春に咲くチューリップやマーガレットを植え、可愛いぬいぐるみを飾って待ってます』

　アンナはユーロランドのＣＭキャラクターの仕事に就ついたのだろうか。ただ、アンナのその表情は、遼一が以前見たそれとは違うようにも感じた。なんだか別の女の子のようにも感じる。

　ユーロランドはどうなったのか。そして、あの事件で天使たちの構造に何か変化はあったのか。表向きは何もなく、ユーロランドも東京もただ時間が過ぎている。

　しかし、それは遼一には関係のないことだった。天使たちがどうなろうと、それは人間たちの目に見えない問題なのだ。街の地下に隠かくされた天使たちの真実。

『私たちスタッフは、人間……いえ、お客様と良好な関係を築きたいのです。言葉を交わし、同じ時間を共有したいと思っています。スタッフとお客様の心を通じ合わせる場所が、ユーロランドであってほしいのです』

「来年になったら、また行ってみようか」

　美穂がモニターを見ながら言った。

「もう、いいんじゃないか？」

「楽しかったけどなあ。よく憶えていないけど、楽しかったことだけは憶えてるんだ」

　美穂は微笑ほほえんだ。

『でも思うんです。このようなレジャーランドがなくても、私たちスタッフがお客様と笑顔を交わせるようになりたい、と。レジャーランドを作るよりも、ただ笑顔を交わせるような、そんなスタッフになりたいです』

　アンナは言った。

「ユーロランドがなくても、か……」

　ぼんやりとモニターを見つめる遼りよう一いちに、ウエイトレスが声をかけてきた。

「あのお、相あい沢ざわさん、ですか？」

　困ったような表情の新人ウエイトレスがこちらを見ている。

「そうだけど」

「えっと、相沢さんにこれを渡してくれって言われて……」

　ウエイトレスはテーブルの脇に大きなトランクを重そうに引きずってきた。

「誰だれに？」

「さっき、店に来た女の人です。綺き麗れいな人でしたけど……」

　ウエイトレスは首を傾かしげて立ち去っていった。

　トランクには黒スプラッチのぬいぐるみがくっついていた。スプラッチの森アトラクションのチェストに入っていたものだった。

　握ってみるとぬいぐるみの中から人工音声が聞こえた。

『天使からのお願いです。その一、彼女は言葉を覚えます。丁てい寧ねいで美しい言葉を教えてあげてください。その二、彼女は狭い場所が好きです。トランクとか出窓とかがお気に入りです。その三、彼女はあなたと同じものを食べます。特にカロリーメイトが大好物です……』

　遼一と美み穂ほは顔を見合わせた。

『ユーロランドは新しく生まれ変わり、また最初から始めようと思います。お客様との関係を最初から始めるつもりです……』

　モニターではアンナが微笑ほほえんでいる。

　トランクの側面にはこう書かれていた。




　Turn over OK ?（起動しますか？）
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　あとがき




　皆さんはじめまして、土橋です。この二月で作家になって三年目ぐらいになります。趣味は読書やスポーツ観戦、好きなペットは犬、血液型はＢ、好きな食べ物はピクルスです。……なんだか、このやりとり照れちゃいますね。って、初めてじゃないのに初めての振りをしてキャバクラに行ってる馬ば鹿かなマゾ男、みたいな感じになっちゃいました。

　今回のあとがきは前回から続いています。

　相変わらず編集さんとは険悪のまま、オンラインゲームの中だけで会話をするという生活でした。喧けん嘩かをしたまま謝っていないのでメールなどのやりとりは全て敬語です。

　ある日も街中でプレイヤーと銃じゆう撃げきをしていると、トコトコと歩いてきた編集さんが、話があるのよね、といつもと違う様子で言ったので、とりあえず周囲のプレイヤーをマシンガンで撃うち殺してから、人ひと気けのない夕方の海辺に行って彼女の話を聞くことにしたんです。

《それより、編集さんのせいでこのゲームに居づらくなって。プレイヤーを殺しすぎて、俺がゲームにログインしただけでピリピリと殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きになるんだよね》

　カクカクと歩く彼女を追いかけながら文句を言うと、

《そんなことより、そろそろあとがきの締め切りなんだけどさ、私、今になって気づいたことがあるのよね》

　と、海辺のベンチに座る女の子アバター。僕も仕方なく隣となりに座りました。

《あなたのあとがき、ろくにチェックもせずに載っけてたけど、私気づいたの。間違ってるって。まず、読者に対する自己紹介がないでしょ。みんなは、はじめまして、みたいにやって読者に受け入れられているけど、あなたは一回もそれやったことがないじゃない。ついでにあと、最近のあとがきもなんだか雑っていうかさあ》

《あとがきの方は来年の春くらいからよくなる予定です》

《おいおい、まだ二月じゃない。あと、あなたはもっと大切なことをやっていない。それは謝辞。一度でも言ったことがあった？　関係者や読者の皆さんに》

《……それって、売り上げや本文でがんばらないとっていう深い考えがあって。なんていうか、お礼の強要的な雰囲気が嫌だっていうか、お医者さんや教習所の教官にお礼を言わなきゃいけないぐわっとした感じが嫌いで。べつに今気づいて、やべって思ったわけじゃないですよ》

《今気づいてやばいって思ったわけじゃなく、そんな深い考えがあるならいいんだけどね》

《皆さん、ありがとうございます。読者の皆さん、イラストレーターの植田さん、電撃文庫関係者の方々、僕が作家としてやってこれたのは皆さまのおかげです……なんてね》

《素直でいいわよ。でも、一番お礼を言わなきゃいけない人が残ってるでしょ》

《……ん？》

《ほら、あなたの目の前にいる人。美人の誰だれかさんに》

《……えっと、あの、うーん、なんていうか……》

《そうよ、素直になって。私に、あ・り・が……》

《あ、あ、ありが……》

　次の瞬しゆん間かん、画面がフラッシュして「ぐはっ！」という悲鳴が響ひびきました。背後から忍び寄ったプレイヤーが手しゆ榴りゆう弾だんを放り投げたのです。

『あなたは爆ばく死ししました』と表示されたパソコン画面の前で、気づくと僕は「わー！」と絶叫してました。すると、部屋をトコトコと歩いていた六年ぐらい前に拾ったペットのフェレットがその悲鳴に驚き「アッ！」と声を上げたので、

「おまえ声を出せたんだ」と、初めてペットの鳴き声を聞いた僕はうれしくなり、そのまま抱きかかえて散歩に連れて行き、夜中の公園でキャッキャと遊んでたらお巡りさんに職しよく務む質問を受けたというお話をあとがきに書いてみました。

　ちなみに、それ以来オンラインゲームはやってません。
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞〈金賞〉を受賞し、念願の作家デビュー。今回は上下巻ということもあり、パソコンの壁紙も雰囲気を合わせてみたのですが、微妙に貼っている付箋の数が違います。他にもあると思うので、間違い探しをしてみて下さいね。
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植うえ田だ亮りょう

イラスト描いたりゲームの原画とか背景描いたり色塗ったり……、いろいろとマイペース気味でやってます。
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